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    　　　　１


    



    　一九三二年　十二月　英国　ロンドン　コールランド邸の庭


    



    　平和な年末終了のお知らせ


    



    



    「うぅ。もう今年も終わりかぁ。早いなあ……寒いなぁ」


    　金髪碧へき眼がんに茶色のジャケットとズボン、それにトレードマークのキャスケット帽を被かぶった少年は、空を見上げた。


    　本日のロンドンも朝から霧きり雨さめ。髪の毛どころか衣服にまで染しみてくる。


    　冬の雨はつめたく、体どころか心の底まで冷えてくる。


    「ぶぇっくしっ」


    　盛大なクシャミをすると、洟はなを啜すすり上げる。


    「……風か邪ぜひいたかな」


    　はぁ、と両手に息を吐きかけてみる。


    　そろそろ毎年恒例のホームパーティの準備をしなければいけない。彼が世話になっている『先生』は、人を呼んで大騒ぎするのを楽しみにしているのだ。


    　でも今日は寒い。作業は億おつ劫くうだ。暖だん炉ろが恋しい。


    



    　──そうだ。まずは部屋で園芸用品の手入れをしよう。そしてホームパーティのセッティングは、ミッケラが来た時に全員でやればいい。きっと賑にぎやかになる。


    



    『先生』目当てでやって来る女友だちミツケラの、性しよう悪わるな笑顔を脳のう裏りに思い浮かべる。顔を合わせると「呪のろうわよ」という台詞せりふが飛んでくるが、まあ可愛かわいい子だと思う。


    　文句を垂たれながら、自分を蹴飛ばしながら、それでも手伝ってくれるだろう。


    「それがいい。そうしよう」


    　少年は一人で納得して頷うなずくと、庭にある納戸の扉とびらを開けて中を覗のぞき込んだ。


    　草刈り用の鎌かまやシャベル、それに庭に水を撒まくための園芸用ホース。さらに奥には一年に一度しか使わないクリスマスの用具まで、さまざまなものがしまい込んである。


    　少年の緑の瞳が、いくつかの道具をさまよったのち、錆さびた鎌に目を留めた。それを手にした時、近くの窓が開く音がした。


    「レアール君レアール君レアール君！」


    　甲かん高だかい声が、忙せわしげに呼ぶ。


    「はーい、ただいま伺うかがいます！」


    　少年はその呼び声に応じて納なん戸どを出る。二階の窓から銀髪の幼児が顔を出し、彼に向かって懸けん命めいに手を振っていた。


    「いたいた、レアール君。ここだ、ここだよ」


    　レアールと呼ばれた少年は、幼児に負けない大きな声で呼びかける。


    「どうしましたコールランド先生？」


    　先生、と呼ばれた幼児は、目をキラキラさせながら手を振ってくる。


    「少し頼み事がある。頼まれてくれるかね」


    　その大人びた口調を疑問に思うことなく、レアールは錆びた鎌かまを持ったまま大きく頷うなずく。


    「詳しい話は、中でするよ」


    　少年はもう一度頷くと、鎌を納戸にしまい直して鍵かぎをかける。裏口から台所に戻った。


    　屋敷で働いている中年メイドのダーシィは、一週間前から暇ひまを貰もらって故郷へ帰っている。明後日あさつてには帰って来るというが、いつも賑にぎやかなメイドがいないだけで、家は静かになるし寒々しい。


    　レアールは肌寒さに腕をさすりながら、コールランドが指定する応接室へと向かった。


    「先生。レアールです。入ります」


    　扉とびらをノックして、応こたえがあるまで待機。


    　室内からコールランドの声が聞こえたのち、一呼吸置いて扉を開ける。


    「失礼します」


    　ドア口ぐちで、そこにいる人々に向けて一礼。


    　家や主ぬしの幼児は、名前をセタ・コールランドという。銀髪にくりっとした黒い瞳。姿こそ幼児のものであるが、自己申告によると七十をすぎた老人である。どことなくハムスターを思い出させる雰ふん囲い気きが特徴だが、それなりに名の通った研究家なのだ。


    　コールランドは、今日も英国紳士の名に恥じぬよう、上から下までピシッと決めている。


    　そして、部屋には家主以外にもう一人いた。コールランドと対面する席に着いてこちらを見ているのは、華か僑きようの男だ。胴回りと顔が丸々として血色がいい。


    　お互いに軽く会え釈しやくして挨あい拶さつを交わすと、それを待っていた幼児が早速口を開く。


    「レアール君。急なことで悪いが、ロンドン港まで行って、ミレーユから荷物を受け取ってもらえるかね」


    「待ち合わせは何時ですか？」


    　レアールは部屋にある時計に視線を走らせる。まだ昼をすぎたばかりだ。


    「三時にいつもの場所だと連絡をしてきた。それまで一緒に話をしようじゃないか」


    　そう言ってコールランドは、既すでに部屋に用意しているティーセットの載ったワゴンを指し示す。


    「はい、先生」


    　少年は特別、紅茶を淹れるのが上う手まいわけではない。けれど誠心誠意、厳おごそかな気持ちで、三人分の紅茶を用意し始めた。


    「さあ、話してくれたまえ」


    　コールランドの催さい促そくを受けた男がパンと手を叩く。


    「好ハオ！　それじゃ話の続きに戻るネ」


    「今日は何のお話ですか」


    　レアールはティーポットにお湯と茶葉を入れ、砂時計をひっくり返す。砂が落ちていく様さまを眺めながら、己おのの教師に問いかける。


    「大陸にいる『蟲むし人びと』たちの話ヨ」


    「蟲人……『蟲人因子』ですか」


    　レアールは作業する手を休め、記憶を手た繰ぐるために空を見る。


    　ここ数か月で、レアールの『因子』に関する知識は、以前の倍に増えていた。自分自身が『吸血鬼因子持ち』と呼ばれる存在になったことがきっかけだ。吸血鬼、とは言っても、別にヒトの血を摂せつ取しゅしないと生きられないわけではない。


    　この地球に現存する『因子』を大きく分類すると、『獣人因子』や『蟲人因子』などのカテゴリに集約される。華か僑きようの男が言う「蟲人」とは、この中のひとつだ。


    『蟲人因子』と呼ばれるそれは、虫に関わる『因子』や、自然界にいる昆虫が因子の作用を受けて突然変異したものを指す。


    　蟲人に属する『種類』と『因子』の数は、結構なものだと言われている。


    「レアール君、アーバティ・アドバラムを覚えているだろう？」


    　コールランドの言葉に、レアールは力強く頷うなずく。


    「もちろんです」


    　彼女と出会ったのは四か月前になる。英イギリス領ギアナの密林でちょっとした事件があった。その一件にレアールらとともに巻き込まれたのが、アーバティ・アドバラムという名の、可か憐れんな少女だ。


    　偶然と必然が重なって、『女じよ王おう蟻ありの因子持ち』となったアーバティは、現在は英国陸軍という強力な庇ひ護ご下にある筈はずだ。


    「彼女と同じような事例がないか探しているのさ。もし見つかれば、アドバイスできるのではないかと思ってね。今日レアール君に取りに行ってもらう荷物には、ヨーロッパ大陸の蟲人の話が詰まっているんだよ」


    　コールランドは、ぱちぱちと瞬まばたきを繰り返す。


    「大陸は奇々怪々ヨー。村人に苛いじめられた蟲むし人びとが、復ふく讐しゆうとして村を鱗りん粉ぷんまみれにするとか。大陸を旅して回った蟲人の話とか。人に化けて狐きつねと化かし合いをするとか。恩義を感じて機はた織おりをするとか。いいことも悪いこともするし、悲しい話もあるヨ」


    　華か僑きようの男は、その中からいくつかの話をレアールに語ってみせた。


    「そうだ、アタシの故郷、中国にこんな話があるネ。『赭あかつちの糸』よ」


    　頼んでもいないのに、男は語り始めた。それはこんな話だった。


    



    



    　昔、ある森に『大ガラスの妖よう女じよ』と呼ばれる妖あやかしがいた。


    　そしてこの妖女の許もとには、器量よしで仕事熱心な機織娘がいた。


    　晴れの日も雨の日も。朝から晩まで黙々と。


    　娘は主人である妖女に捧ささげるために、自分の頭髪と同じ赭あかつち色の織物を紡つむいでいた。


    　これは森の近くにある村の、一番腕がいいと称される機織娘でも敵かなわない代しろ物ものであったので、「彼女は妖女の娘であろう」と人々は噂うわさした。


    　やがて娘の噂を聞きつけた男たちが、妖女の館やかたの周囲をうろつきだした。美しい娘の姿を認めると、今度は誰が一番に娘と仲よくなれるか、賭かけを始めた。


    　そのうち、一人の貧しい若者が、美しい声と歌でもって娘の心を射い止とめ、二人は結ばれた。


    　献けん身しん的な娘は、若者が貧しいことを知ると、自分が作った織物を彼に捧げ、それを町で売るように勧めた。織物は高値で売れ、彼は金持ちになった。


    　季節が春から夏に変わる頃には、織姫の許に訪れる回数が減り、秋が来る頃には、男はまったく姿を見せなくなった。


    　賭に勝利したし、甘美な肉の夢も見た。金持ちにもなれた。これ以上、この娘に深入りする理由はない。季節が夏から秋に移ろう時に、男は美しい妻を得た。彼女は村むら長おさの娘であり、次期村長候補と成なり果おおせたのだ。


    　彼は織姫を棄てた。


    　愚おろかな娘は、若者の愛が偽いつわりであることを悟さとるが、時既すでに遅し。それでも自分に向けられていた愛情を取り戻したくて、彼女は一匹の蛾がを遣いに出して愛する人を呼び出した。


    　呼び出された若者は、ある決意をもって織姫の許を訪れた。そして女の腹が膨ふくれているのを見て、ますますその決意を固めた。


    　このままではならぬ。自分の未来を、この阿あ婆ば擦ずれが、邪じや魔ま立てするやもしれぬ。


    　今なら誰も見ておらぬ。幸さいわい妖女も出かけている。やるなら今だ。


    　若者は、障害を排除するのに成功した。


    　しかし我われに返った男は、己おのれがしでかした悪あく行ぎように恐怖を覚え、急いで現場から立ち去ろうとした。


    　その時若者の目の前で、女の姿が変へん化げした。


    　美しかった女は、赭あかつち色の大おお蜘ぐ蛛もへと姿を変え、その腹から小さな蜘蛛がわらわらと飛び出し、男を捕らえた。子供が父親に構ってもらいたくて、縋すがりつくように。


    　何度払っても飛びかかってくる蜘蛛は、「助けてくれ」と許しを乞こう男を喰らった。


    　父である男の肉をすべて喰らい終えた子蜘蛛たちは、『母親』が主人と慕したっていた妖よう女じよの許へ参じ、事の次第を報告した。


    　妖女は、働き者の機はた織おり娘の死に心を痛め、娘が産み落とした子供たちを引き取り、誰も近づけぬよう、誰も傷つかぬよう、館やかたを妖術で隠してしまった。


    　赭色の髪を持つ娘たちは、今も妖女の館で糸を紡つむぎ、機織をしている。


    　美しい姿で、美しい声で歌を歌い、赭色の美しい織物を織りながら。


    



    



    　男が語り終えた後、レアールは十秒ほどの沈ちん黙もくをおいて感想を述べた。


    「お産に、栄養が必要だったんでしょうか」


    「ふむぅ。人は見かけによらないとか、男に騙だまされるなという教訓かと思ったがね」


    「コレは美談ネ、美談。親孝行の話ネ」


    　コールランドとレアールは「ふーむ」と唸うなって考え込む。華か僑きようの男は、レアールが淹れた紅茶で口を湿らせる。話をしている間に、冷めてしまった。


    「おっと、いけない」


    　少年が時計を見ると、外出の時間が近づいていた。


    　レアールは、自分が座っていたソファに置いた分厚いジャケットを羽は織おり、マフラーと手袋をして愛用のキャスケット帽を被かぶり直す。


    「では行って参ります」


    「気をつけるんだよ」


    「またあとでネ。美お味いしいご飯作って待ってるヨ」


    　この時期は、ドライフルーツが詰まったバターケーキを食べたり、クリスマスプディングを食べたりするものだ。でも、他よ所その国の料理で腹を満たすのも、たまにはいいかもしれない。


    「はいっ、お腹を減らして戻って来ますっ」


    　レアールは、霧きり雨さめで霞かすむ町に勢いよく駆け出した。


    



    
      ＊

    


    



    　レアールは、家から少し離れた所まで駆けると、そこから徒歩になった。


    　今の時間なら、ゆっくり歩いても余よ裕ゆうがある。目的地にたどり着くまで、町の様子を見ながら歩くのも悪くない。


    　霧きり雨さめで霞かすむロンドンの町を、散歩するような気分で歩いて行く。


    　公園では、若い男女が一本の傘を二人でさして歩いていた。人生につかれた顔をした大人がパブに消え、仕立てのよい服を着た女性がウィンドウショッピングを楽しむ。路ろ地じ裏うらを覗のぞき込めば、獣けものめいた顔の男が小さな黒板を使って、汚い格好をした子供たちに文字を教えている。教会の庭には牧師がいて、信者の人々と話をしている。


    　今年も、多少の騒乱があったものの、平和な一年だった。


    「このまま年末も平和にすごせればいいな」


    　鼻歌を歌いながら、歩いて行く。子供に追い抜かされ、犬とすれ違い、さらに二人組の若い女性が横を通っていった。


    　女性たちとすれ違った後、すぐ後ろでクスクス笑う気配がした。


    　ひょっとして、今の子たちに何かしてしまっただろうか？　服に触れてしまったとか。


    　怪け訝げんに思い、足を止める。


    「ちょっと、アンタ！　アタシたちを無視すんじゃないわよ」


    　如い何かにも気の強い少女の声に、レアールは体の向きを反転した。


    　よく聞く声だ。


    「ひょっとして。ひょっとする？」


    　二人分の軽い足音とともに、霧の中から少女たちが現れる。


    「アタシたち、ずっとアンタのこと見てたのよ」


    　そう言った一人は、黒っぽいコートを着て、ベレー帽を被かぶっている。レアールがよく顔を合わせる少女である。


    「ミッケラ。それに──」


    　もう一人は、淡いクリーム色のファーコートを着て、丸帽子ブルトンを被った褐かつ色しよくの肌の少女だ。


    「おひさしぶりです、レアールさん」


    　褐色の肌の少女が、レアールに柔やわらかい笑顔を向ける。


    「アーバティ！」


    　思わず声が弾はずんだ。


    「うふふ。三、四か月ぶりくらいですか？　手紙ではお話ししましたけど、直接会うのは本当にひさしぶりですね」


    「そうだね。元気そうでよかった」


    　レアールは、アーバティの姿を見て満足そうに笑う。


    「軍から許可を貰もらうの、ものすっごく大変だったんだから」


    　ミッケラが胸を張って得意げに言う。


    「許可？」


    　アーバティに問いかけると、彼女は笑顔のまま頷うなずきレアールに説明する。


    「ミッケラさんと会うまで、軍のかたと一緒にいました」


    「今もその辺にね、護衛兼監視員がいる筈はずよ」


    　ミッケラが人差し指でぐるりと広場を指し示す。つられてレアールも広場を見回した。


    　辺りにはさまざまな人々がいるが、どの人物がミッケラの言う護衛兼監視員であるのか、現在のレアールでは分からなかった。


    「あの少女趣味魔術師より、ちょっとだけマシね」


    　レアールとミッケラそれにコールランドが、アーバティと知り合うきっかけとなる、四か月前の英イギリス領ギアナで起きた出来事。レアールとアーバティが、『因子持ち』となった事件でもある。一連の事件を通して、シルクハットにフロックコート姿の奇妙な魔術師ジェイ・ヴァン・ドレイクの影がちらついていた。


    　レアールにはその人物と長時間会話する機会はなかったのだが、囚とらわれの身となったミッケラとアーバティには不評の人物のようだ。


    「あいつ。今度見つけたらギタギタにしてやるんだから」


    「ギタギタにされるのが関の山じゃないかな」


    　相手は本物の魔術師だ。ミッケラのような、小娘が敵かなう相手ではない。
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    「なにおぅ？」


    　目を三角にしたミッケラが、レアールの耳を引っぱる。


    「いたたっ」


    「『年末から年始にかけて呪のろう人間リスト』のナンバーワンにしてやるんだから！」


    「やなこった！」


    　アカンベーをして見せるミッケラに、レアールも同様の仕草でお返しする。


    　アーバティはニコニコと笑顔を崩さず、そんな二人を見守っている。


    「じつは、今日はミッケラさんと一緒に、降臨節アドヴエントにやるホームパーティの料理をどうしましょう？　って、相談する予定だったんです。今年知り合えた皆さんといっぱいお話をして、楽しい時間をすごしたいし……。生きていたら、お父さんもそう勧めてくれただろうし」


    　この国では、十二月に入ってから新年を迎える日まで、職場や家庭で毎夜カウントダウンの祝い事をする。


    「そうだ。レアールさんもこれから一緒に考えませんか？」


    　レアールはその嬉うれしい申し出を、断らなければならなかった。


    　コールランドに頼まれている荷物を受け取って、コールランド邸に戻って引き渡し、それからまたここに戻って合流するには時間がかかりすぎる。


    「お仕事ですか？」


    「うん。帰りが遅くなりそうだし……。一緒に料理の話ができなくて残念だよ」


    「そうですか……。でも、お仕事がんばってくださいね」


    



    　そう。これだよ、これ。この会話の受け答え。


    



    　声が。雰ふん囲い気きが。優しい笑顔が。


    　アーバティのすべてがレアールを癒いやしてくれる。寒さに震える体にじんわりと沁しみ込んで、体の内側から温かくなってくるのだ。


    　かなり長い間ぼんやりしていたのだろうか。気づけばミッケラがむぅと頰を膨ふくらませ、上うわ目め遣づかいでレアールをにらんでいた。


    　思わず指でつついてみたくなるような頰の膨れかたが可愛かわいらしい。──目を見なければ。


    　ミッケラのライトブラウンの瞳は、それだけで人を呪い殺せそうだ。


    　この目つき、レアールが酷ひどいことになる前にミッケラがよくしている眼だ。


    　スーッと血の気が引いていく。


    　残り数週間しかない今年は、せめて楽しくすごしたい。


    「──やっぱアンタの名前、呪いのリストに書くことにするわ」


    「や。やめてくれよ！」


    　地の底から響いてくるようなミッケラの声に、レアールは怯おびえた。


    「『ごめんなさいミッケラ様』って言ったら許してあげる」


    　ミッケラはそう言い、アーバティのまわりをスキップする。


    「ヤダよ。なんでそうなるんだよ」


    　レアールはその後ろを追いかける。


    「じゃあ書く」


    　アーバティは、再び追いかけっこを始める二人を見て、楽しそうにくすくす笑う。


    　二分ほどその状態を続けていると、どこからか、鐘かねの音が聞こえてきた。


    　四時を報しらせる音色だ。


    　我われに返ったレアールは、その場で足を止めて二人に叫んだ。


    「うわあっ、仕事っ！　待ち合わせ時間に遅れるから、ここで失礼！」


    　二人の淑女レデイに背を向け、泡あわを食ったように駆け出す少年の肩に、アーバティの柔やわらかい声がかけられる。


    「レアールさん、今度一緒に遊びましょうねー！　お仕事の話とか、聞きたいですからぁ！」


    　レアールは離れた所で振り返り、霧きりの中にいる二人に向かって手を振ると、大急ぎで目的地に向かって走り出した。


    　その後、人を跳はね除のけ、車道を横切り、通行人に多大な迷惑をかけた甲か斐いもあって、少年は指定の場所に十分遅れで到着した。


    「ちょっと遅れちゃったな」


    　人や荷物が行き交うなか、目的地に向かって真っ直ぐに突き進む。目指すは港の隅にある、小さなコーヒーショップ。運び屋と会う時にいつも使う場所だ。


    　指定された個室へ入る。灰色のボレロとロングスカートを着た、中肉中背の金髪の女性が、レアールに背を向け窓まど際ぎわに立っていた。


    　頭髪を綺麗きれいにまとめ上げたその女性に、レアールは声をかける。


    「ミレーユさん、遅れてすみませんっ」


    　景色を眺めていた女性が振り返り、灰色のロングスカートがふわりと揺れた。


    　彼女は水色の瞳をレアールに向け、やんわりとほほ笑んだ。


    「構わないわ」


    　ミレーユと呼ばれた女は、手袋に包まれた手を軽く横に振った。香水の匂いがレアールの鼻び腔こうをふわりとくすぐる。


    「他のお客様とも話をしていたから、ここに着いたのはほんの数分前だったの。それに活気のある町を見ているのは嫌いじゃないわ」


    　フランス語訛なまりの英語に、レアールは安あん堵どの息いきをつく。


    「長い時間お待たせしていないなら、よかったです」


    　彼女はフランス人の運び屋だ。コールランドが、英国にない資料をヨーロッパ大陸から取り寄せる時に利用している。


    　椅い子すに座ったレアールの注意が、彼女の足元にあるキャメル色のトランクに向けられる。角は革と金具で補強され、張り革は使い込まれていて、いい色合いになっている。


    「それが今回の荷物ですか？」


    「ええ。確認して欲しいのだけれど、いいかしら」


    　ミレーユは、部屋の隅でトランクを開け、中身をテーブルに広げる。


    　並べられたのは、羊よう皮ひ紙しと紙の束、二冊の本、七枚の写真。コールランド宛の手紙。


    「これが今回の依頼品ね。何を受け取るのか先生から聞いている？」


    「蟲むし人びとに関する、ヨーロッパ大陸での伝でん承しようだと聞いています」


    　レアールは早速資料に目を通す。


    　専門的な用語が多いレポートは、レアールには難しすぎる。よって絵や写真を中心にチェックすることにした。


    「羊皮紙は地中海沿えん岸がん部の伝承ね。新しい用紙に書いてあるのはフランス語。コールランド先生に言われていた資料で、現地からは持ち出し不可なものをフランス語に訳やくしたの」


    　ミレーユの説明を聞きながら、彼女が用意したレポートをぱらぱらめくっていく。


    　蝶ちよう。蜂はち。蟻あり。蟬せみ。甲かぶと虫むし。蜻蛉とんぼ。


    　ページをめくる度たび、さまざまな虫が目に飛び込んでくる。明らかな虫の形をしているものから、虫とヒトの中間の姿をしているものまである。


    　レアールは次の写真に注目する。


    「これは？」


    　緊張した面おも持もちの黒い肌の少女。笑顔を向けるアジア系の男。顔に皺しわが刻まれたロマらしき老女。高い知性を感じさせる瞳を持ったアラブ人。凱がい旋せん門もんをバックに写る白人の男女。


    　七葉の写真に写る人々は、人種も年齢もばらばらで、どういう理由で写されたのか悩んだ。


    「大陸にいる『蟲人因子』の皆さんに、協力してもらったの」


    　写真を見比べていると、ミレーユに説明される。


    「よく協力してくれましたね」


    　少年はミレーユの大きなトランクに、確認した荷物をひとつずつ丁てい寧ねいにしまっていく。これをコールランド邸に運べば、今日の任務は完了だ。


    「どんな仕事でも、コネクションは大事よ？」


    　彼女はそう言ってテーブルに頰ほお杖づえをつき、窓の外を眺める。レアールもつられて表を見た。


    　外が騒がしい。何かあったのだろうか。


    　窓を覗のぞき込み、様子を窺うかがうレアール。しかしこの部屋からは、港が死角になるため、何が起こっているのかはよく分からない。


    「密入国者でもあったのかしら。それとも……密輸かしらね？」


    　新しく運ばれて来たコーヒーの香りを楽しみつつ、ミレーユは先を続ける。


    「港に着いた人間が犯罪に関与していたら大おお事ごとだから、水みず際ぎわで止めようとして税関も必死よね。──ところで、荷物の確認は済んだ？　そろそろ引き上げたいのだけれど」


    　少年は、コールランドから預かった封筒をミレーユに手渡す。


    「どうぞ」


    「メルシー。いつもの通りに、ここで検あらためさせてもらうわね」


    　素す手でになったミレーユは、受け取った封筒の封を切って中からポンドの札束を取り出すと、素早く確認する。


    　ただ札束を数えるだけなのに、ずいぶんと絵になる人だ。


    「確かにありました」


    　レアールが見み惚ほれているうちに勘かん定じようを終えたミレーユは、少年の目の前で紙に何事かを書きつけると、封筒にはさみ込んで蠟ろうで封をする。


    「こちらの封筒には、領収書を入れたわ。先生には、『またのご利用をお待ちしております』とお伝えくださる？」


    「はい。確かに伝えます」


    　レアールはトランクの鍵かぎと封書を受け取り、ジャケットのポケットにしっかりとしまう。


    「それじゃ、私はこれで失礼するわね。他にも仕事が入っているのよ」


    　そう言って、運び屋の女性ミレーユは、手袋をはめ直した手を差し出してきた。


    　レアールは手の汚れをズボンでこすって拭ぬぐい落とし、ミレーユと握手をする。


    「次に会う時まで、元気でいてね」


    　お互いに笑顔で店を後にすると、レアールは帰路につく。


    　外はだいぶ暗くなっていた。空気も冷えている。


    　辺りを見回すと、積荷を下ろす男たちに交じって、人相が悪い男や冬なのに露出度の高い服を着た派手で厚化粧の女を見かけるようになった。


    　周囲の雰囲気が悪くなってきた。急いで戻ったほうがよさそうだ。
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    「ちょっと君！」


    　鋭するどい声で呼び止められたのは、あと数歩でロンドン港を出るという時だった。


    　振り返ると二人の制服警官が、小走りでレアールの許もとへやって来る。


    「今密入国と密輸の捜査をしているんだ。君も港を利用したね？」


    　太くて黒々とした眉が特徴の警官が、レアールに尋たずねてくる。


    　この港を利用したミレーユから荷物を受け取ったので、自分も間接的に利用したと言えるのだろうか。レアールは警官の問いかけに素直に頷うなずいた。


    「悪いが、そのトランクの中を見せてもらえないかね」


    　もう一人の、顎あごひげをたくわえた警官が聞いてきた。


    　中身についてはミレーユと一緒に確認している。レポートや羊よう皮ひ紙しが主な荷物で、特に警官にとがめられるようなものは入っていない。


    　後ろめたいことは何もない。


    「分かりました」


    「こちらへ来てもらえるかな」


    　警官が立ち会い検査しているという場所までつれて行かれて、テーブルの上にトランクを載せさせられる。


    「よいしょっ」


    　さっきより重たい気がする。


    　レアールは疑問を抱いたものの警官に急せかされ我われに返る。


    「鍵かぎを開けてくれたまえ」


    「はいはい」


    　制服警官の一人が偉そうに言ったので、ポケットから小さな鍵を慌あわてて取り出し、トランクの鍵かぎ穴あなに差し込む。


    「ん？」


    　鍵穴に何か詰まったのか。引っかかりを感じた。


    「どうしたんだね」


    　怪け訝げんそうにレアールに問いかけてくる警官。


    「いえ、ちょっと鍵がつっかかっちゃったみたいです」


    　鍵を差し込んだまま、強引に回してみる。ガリ、という音を立てて錠じようが外れた。


    「さ。どうぞ遠慮なく調べてください」


    　堂々とトランクの蓋ふたを開ける。


    　そこにあったものを見て、眉を顰めるレアールと警官。


    　たっぷり一分間の沈ちん黙もくが下りた後、口ひげの警官が先に喋しやべり始める。


    「これは？」


    「何ですかね、これ」


    　警官とレアールの前に現れたもの。


    　ソレは、身長約百五十センチ。狭いトランクの中で、膝ひざを抱えて体を丸めていた。その小さな体たい軀くからして、子供か女性。


    　肉と脂し肪ぼうが削そげ落ち、骨と皮だけの存在だ。皮ひ膚ふはくすんだ茶色。頭髪は黒。顔は腕の内側に隠れているので、どんな容貌だったかは分からない。肩も足もぴくりとも動かず、自発呼吸はない。残念ながら死んでいる。


    　異状があるとすれば、奇妙に膨ふくれた腹部にあった。


    　全身の脂肪や筋肉が、お腹に集結したようにも見える。


    　なぜかレアールは、驚くよりも先に、以前コールランドの所持する写真で、異教の『地獄』と『即そく身しん仏ぶつ』に関するものがあったことを思い出してしまった。目の前の死体のように、手足の肉が削げ落ち、代わりに腹部だけがボコリと出ている様さまは、あの写真のなかの、地獄に棲むという悪鬼を彷ほう彿ふつとさせた。


    　ただ、この死体。なんだろう？　いや、それよりなにより、なぜ僕のトランクに？


    「──え？」


    　レアールは、膨れている部分を注視した。腹の皮膚が変形したように見えた。皮の内側から、何かが押したように。


    　瞬まばたきしてもう一度見直す。何も変化はない。


    　嫌いやな汗が額ひたいに滲にじむ。そもそも、この死体はどこから湧いて出て来たのだ？　ミレーユと一緒に確認した資料は？　写真は？


    「この少女は、どうですか」


    　警官の声は、背は低いが立派な体つきの癖くせ毛げの男に向けられていた。大きなトランクを手にしており、また、この辺りでは見かけない顔のつくりであることから察するに、どうやら旅行者のようだ。死体の少女の関係者なのだろうか？


    　警官が尋たずねると、その男は何度も頭を縦たてに振り、早口で何事かをまくし立てる。そしてレアールを敵意の目でにらみ、つかみかかって来た。


    「ちょ、ちょっと待った！」


    　口ひげの警官が、癖毛の男とレアールの間に割って入り距離を取った。


    　レアールは事情が呑み込めずに黙り込む。よく分からないなりに、とてもマズイことになっているのだけはよく分かった。


    　眉の太い警官が言った。


    「──君がやったのか」


    「何を」


    「君が、この少女を殺したのか？」


    「まさか！」


    　警官たちがレアールを見つめる。レアールもじっと見つめ返す。


    　眉の太い警官も、口ひげの警官も、どちらも嫌いやな目つきだった。この人間はクロだと決めつけていて、こちらの言い分を一切聞かない時のものだ。


    　汗が、全身からダラダラと流れてくる。


    「……」


    　長い沈ちん黙もくと、ぴんと張り詰めた空気。


    　癖くせ毛げの旅行者が何かを叫び、レアールに再びつかみかかろうとする。それを羽は交がい締めにする警官たち。


    　その瞬間に、レアールは行動を起こした。


    「こらあ、待たんかっ」


    　警官お定まりのフレーズの途中で、レアールはトランクを持って駆け出した。


    　船から降ろされる積荷の真下を走って作業員から罵ば声せいを浴び、立ち話をしている婦人と紳士の間を抜け、驚きと怒いかりの声を背に受けながら走り続ける。


    



    　まずい拙まずいマズイ！


    



    　行く手を遮さえぎる坊主頭の偉い丈じよう夫ふを張り倒し、驚いた商売女が悲鳴を上げてすぐ近くにいた男に思わず抱きつく。


    



    　何がまずい？


    　パニックに陥おちいっている自分？　トランクの中身？　警官？


    　何よりも、自分が取ってしまった行動が、一番まずい。


    　反射的に逃げてしまった。


    　怪しいと宣言したようなものだ！


    



    　彼を止めようとした厳いかつい男の股またぐらをくぐり抜け、重たい荷物を抱えようと屈かがんでいる老人の背を、跳び馬の要領で跳び越える。


    　走れば走るほど逃げれば逃げるほど、追って来る怒ど号ごうは増えていく。


    「じょ、冗じよう談だんじゃないよ！」


    　Ｔ字路に差しかかった。道のど真ん中で停車した馬車を避けるため、少年は速度を落とさないまま右に曲がる。


    　背後で起きる衝突音と怒声。


    　ちらりと後ろの様子を窺うかがえば、咄とつ嗟さに立ち止まれなかった追っ手が、馬車に激突していた。


    「ごめんなさいっ」


    　背後に叫び、そして前方に目を向け直す。


    　するりと現れた小柄な影。眼鏡めがねをかけた女性がいた。


    「どいてどいて！」


    　この一言で、数人がレアールの行く手から逃げ出した。しかし彼女は動かない。


    



    　問もん答どう無む用よう！　ごめんなさい、お姉さん！


    



    　レアールの手が、ピクリとも動かない女性の左腕を払いのける。


    「そか。やるか」


    　小柄な彼女はレアールにそう声をかけると、レアールの手首を、逆につかみ返してきた。


    　逃亡者レアールは見た。


    　女性がかけている眼鏡めがねのレンズがキラリと光り、その口元がニヤリと歪ゆがむのを。


    「っはあっ」


    　眼鏡女の気合とともに、天地がひっくり返った。


    　次ついで背中全体に感じる鈍にぶい痛み。


    　呆ぼう然ぜんとして曇り空を見上げるレアールの視野に、手首を握ったままの女性と、取り囲むようにして現れた数名の警官が映り込んだ。


    「はい、ウチは警察な。君は公務執行妨害で緊急逮たい捕ほや。大人しくせんと、痛い目に遭うで」


    　強い訛なまりのある女性の声を聞き流しつつ、レアールは小さな声で救いを求めた。


    「先生～……、たーすけてー……」


    　ここにいないコールランドに、連絡はつくだろうか……。
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    「さっさと言ったほうが、楽だと思うがねえ？」


    「だから！　やってないんですってば！」


    　ここはロンドン警視庁スコツトランド・ヤードの取調べ室。港で逮捕された後、レアールはロンドンの治安を守る警察本庁に連行され、事情聴取を受けていた。


    　取調べ室は五メートル四方の小部屋だ。部屋の中央に机が置いてあり、その机を挟はさんでレアールと取り調べ役の刑事が椅い子すに座っている。壁かべ際ぎわにはもうひとつ小さな机があって、そこでは調書を書きつけている警官がいる。


    「何度でも言う。僕はやっていない。殺しだなんて、とんでもない」


    「そうだなぁ、坊主」


    　火の入っていないパイプをくわえた刑事は、レアールの言葉に何度も頷うなずく。机に隠れて見えづらいが、服の上からでも中年腹が揺れているのが分かる。


    「悪いことをやった奴は、最初はみーんなそう言うな。そこから少しずつ真実を白状させるのが、おじさんたち警察の仕事さ。ここに動かぬ証しよう拠こもある。そろそろ誰の差し金か、口を割ってもいいんじゃないかね？」


    　刑事が机の上に二枚の写真を放り投げた。それにはレアールが運んでいたトランクの『中身』が写っていた。


    「だ・か・ら！　あれは何かの間違い！　僕が荷物を確認した時は、仕事道具が入ってました」


    　刑事と被ひ疑ぎ者しやのやり取りが、振り出しに戻ろうとしていた時だった。


    「あのーぉ」


    　取調べ室の扉とびらがノックと同時に開き、レアールを背負い投げした眼鏡めがねの女が、その隙すき間まからヒョコっと姿を現す。


    　肩まである癖くせの強い赤毛を後ろでひとつに縛っていて、黒くろ縁ぶちのロイド眼鏡をかけている。瞳の色は宝石サフアイアのように真っ青だった。


    　室内にいた男たちが自分に注目しているのを知ると、彼女はズレてもいない眼鏡の位置を直しながら声をかけてくる。


    「ウチ、『移民管理局』の、イングリット・ガーバット巡じゆん査さ部長ですわ。上じよう司しに命令されて、この事件を担当することになりましたぁ。そんで、その子に話があるんやけど、そばに寄ってええですかぁ？」


    　高めの声が、取調べ室の壁に反響する。やや耳に痛い。


    　室内の刑事たちが揶や揄ゆするように答えた。


    「そのリバプール訛なまりを直したら、入ってもいいぞ」
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    「あっはー。そんなん一生かかっても無理や。せやけど、勝手に入らしてもらいますわ」


    　女刑事はずかずかと取調べ室内へ入ると、空いている椅い子すに座る。


    「ねえ君ィ。あのトランクの中身って本当に君のもんと違うの？　アヤシイおじさんかおばさんに、『これちょっと運んでーな、金あげるから』って言われて運んだのと違う？」


    「違います」


    　レアールは力強く断言すると、目の前の警官たちに説明したことをもう一度繰り返した。


    　自分はセタ・コールランドの助手であること。彼から頼まれていたものを引き取りに、ロンドン港を訪れていたこと。荷物はフランス人の女性から受け取っており、女性の身許ははっきりしていること。自分が運んでいたのは、ヨーロッパ大陸に存在する因子の資料であったこと。因子の密輸をしている人々とは、まったく関係ないこと。死体が入っていたのには自分も驚いていることなど。


    　イングリットは真剣な表情でいちいち頷うなずき、レアールがすべてを語り終えるまで、根気よく聞いてくれた。


    「そのコールランド先生って、あのコールランド先生？　ホンマに？」


    　レアールの保護者は、意外に高名なのだ。


    「噓じゃないって。疑り深いなあっ」


    　レアールは、聞き慣れない訛と、今までと変わらない質問に、苛いら々いらして机を叩く。


    　イングリットは肩を竦すくめた。


    「分かった。今日はもう遅いから、保護者の先生には、明日こちらに来てもらうわ。そんでもって、君の身柄やけど、今日はここに泊まってもらうから。覚悟してな」


    「えっ。帰れないの？」


    　今日は華か僑きようの男が、腕によりをかけて料理を作ってくれるのに。


    「関係者であることに違いないからなぁ。帰られへんわ」


    　フカヒレスープと北京ペキンダックが載った皿を前に、満面の笑みを浮かべるコールランドが頭に浮かんだ。


    　続いて焼売シユウマイ、春雨ハルサメ、餃子ギヨウザ。次々と浮かんでは消えていく──先生の胃に。


    「っちゅーわけで、夜食にフィッシュアンドチップスでも食べる？」


    「ついてないなー……」


    　レアールはがっくり項垂うなだれた。
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    　翌日。警視庁入り口で、二人、寒さに震えながら


    



    　コールランドの姿は、警視庁の入り口の前にあった。


    　隣となりにはミッケラが仁に王おう立だちして、挑いどむように警視庁を見上げている。


    「年末でみんな忙いそがしいのに、何でライティスは厄やつ介かい事を起こすのかしら」


    「さぁねぇ」


    　くぁ。と欠伸あくびをして目を瞬しばたたかせるコールランド。


    「アタシ、まだクリスマスカードを全員分書ききれてないんですよ」


    　ミッケラは頰を膨ふくらませた。


    「来なくてもよかったんだよ。今日は助すけっ人とを呼んだからね」


    「先生のイジワル。ライティスの困っている姿は、アタシにも見る権利がありますっ」


    　コールランドは何も言わない。ミッケラのコートの裾すそを見つめながら、眠たそうに瞬まばたきを繰り返すだけだ。


    「先生、ぐずぐずしていると取り調べが終わっちゃうかも。早く行きましょうよ」


    　息巻くミッケラを、コールランドが制止する。


    「もうちょっとだけ待ってくれ。今言ったように、もう一人呼んだから」


    「誰です？」


    「もうすぐ来ると思うんだ──ほら来た」


    　言ったそばから一台の軍用車が警視庁の敷地に入って来る。


    　二人のそばに横づけした車から、颯さつ爽そうと降り立ったのは、黒髪と青紫の瞳を持つ美び麗れいな軍人だ。


    「あっ」


    　その人物にはミッケラも心当たりがあった。


    　昨夜、警察から連絡を受けた後、コールランドは悩んだ。


    　未成年のミッケラと、見かけが子供の自分だけでは、初対面の人──それも、人に疑いをかけるのが仕事のような警察官を、説得する力がない。成年である屋敷のメイドは不在。近所の住人に手数をかけるわけにもいかない。レアールの両親は既すでに他界し、兄弟はなし。


    　コールランドのツテで、助けてくれそうな人間がいないこともない。けれど今はまだ、彼らの助力を乞こうのは避けたい。


    　他に誰かいただろうか？　部屋の中を十周したところで、唐とう突とつに閃ひらめいた。


    　一人だけ、心当たりがある。


    　レアールと関係があり、社会的にもある程度信用できて、こんな面倒な事を頼んでも引き受けてくれそうな人物。それが、目の前にいる軍人だった。


    『因子持ち』のレアールには、『因子』を彼に与えた──『因子上』の繫つながりのある──『親』がいる。今、車から降り立ったその人こそ、レアールの『親』だ。


    「ある意味で、ライティスにとっては、アタシたちより近い人ですものね」


    「その通り」


    　今、車から降り立った彼も、アーバティ・アドバラムと同じく、四か月前の英イギリス領ギアナ滞在時に知り合った。


    　コールランドが軍人に声をかけた。


    「やぁやぁ、おひさしぶりですな。ライド・ハンター大たい尉い」


    「二人とも、お元気そうでなによりです」


    　ハンターは幼児と少女の前で足を止めて、人好きのする笑顔を浮かべた。


    「ミッケラ、いつもアーバティと遊んでくれてありがとう。軍の基地には、年の近い女の子がいないから、遊び相手になってくれると助かる。部隊を代表して礼を言うよ」


    　ミッケラは嬉うれしくて頷うなずいた。


    　自分が褒ほめられたら、誰だって悪い気はしない。さらにそれが美しい異性であれば、喜びも増すというものだ。


    「俺も今度、女の子の密会に交ざっていいかな？　あ、でもオジサンがいると迷惑か」


    「もしお時間ありましたら、近いうちに二人で逢いませんかっ」


    　少女の思わぬ返事に、彼は愉快そうに笑い、ミッケラの頭をポンポンと叩く。


    「そのうち誘って。お昼ぐらい奢おごるよ」


    　続いてハンターは地面に片膝ひざをつき、手袋を外し、右手をコールランドに差し出した。


    「来てもらって助かるよ。呼び出して悪かったね」


    　幼児は軍人の手をしっかりと握る。


    「サボる機会を窺うかがっていたので、いいタイミングでした」


    「挨あい拶さつはあと。早く行きましょ。でないとライティスが──」


    　二人の男性は、無言でミッケラを見つめた。


    　ミッケラは二人の視線を受けて一瞬訝いぶかしんだあと、視線の意味を悟さとって頰と耳を紅あかく染めた。


    「こっ、このライティス人形！　これに呪のろいをかけた結果が知りたいだけですっ」


    　ミッケラは手に提げたカバンから、小さな人形を取り出して「ほらっ」と男性陣に突きつける。


    　握り締められた『ライティス人形』は、モデルの少年によく似ていた。


    　人形は手作りにしては立派なものだ。表情も大変愛らしい。


    　そう、人形は愛らしいのだ。


    　しかし問題の人形から、黒いオーラが漂ただよっているように見えるのは、その胴にぐるぐる巻きにされたどす黒い紐ひものせいだけであろうか。


    「ミッケラの気持ちが、ギュウギュウに込められた作品だね」


    「人形のレベルが高くていい（具合に呪のろわれそう）ですね」


    　大人たちの迂う遠えんな賞賛に、ミッケラは嬉うれしそうに頰を染める。


    「さ。行きましょ」


    　人形をカバンに突っ込み直すと、ハンターの右腕に自分の左腕を絡ませ、右手でコールランドの手をつかむ。


    「早く早くっ」


    　ミッケラにつれ出されるかたちで三人は、警視庁へ乗り込んだ。


    



    
      ＊

    


    



    「ガーバット刑事。面会のコールランドさんが参りました」


    　取調べ室にいたイングリットの許へ案内係がやって来たのは、レアールがトランクをどうやって手に入れたのか、その日四度目の説明をさせられている最中だった。


    「そか。こちらに……来るのは問題やな。会議室にお通ししてや」


    　イングリットが呼びかけ、部屋の外に控えていた警官がレアールを別室へと移動させる。


    　この部屋も、味気ない取調べ室と内装は大して変わらなかった。


    　少年が不安で顔を曇らせていると、閉じられていた扉とびらが開いた。


    「レアール君、大変な目に遭ったね」


    　ひょこ。


    　コールランドが現れる。


    　味方の登場に、レアールはぱっと顔を輝かせた。


    「君が帰って来ないから、ご馳ち走そうはご近所の人と一緒に全部食べてしまったよ」


    「先生、酷ひどい」


    　さようなら、フカヒレスープ。また会う日まで。


    「ライティスったら、本当に不幸よね。日頃の行いが悪いのよきっと」


    　ぴょこ。


    　続いてミッケラが現れた。


    「ね……ミッケラ。まさかとも思うけど、昨日僕と別れた後、僕に向かって何もしなかったよね？　具体的に言うと、呪ったとか」


    　視線をついと逸そらして薄笑いするミッケラ。


    「……うふふ、どうかしらね」


    　半ば予想通りの反応に、レアールの体がカタカタと震えた。


    　この震えが恐怖からくるものか、それとも怒りからくるものであるのか、震えている本人にもよく分からない。


    　さらに続けて出て来た軍人に、レアールはあからさまに嫌いやそうな反応を返す。


    「うわっ。お兄さん、その反応傷ついちゃうぞ」


    　台詞せりふとは裏腹に、傷ついた様子もないハンターは、刑事たちに笑顔を振り撒まきながら入って来る。


    「僕は無実だよ。身に覚えがない」


    　昨日から繰り返しそれだけを言っている。そろそろ口を開くのも億おつ劫くうになってきた。


    「俺もお前はやってないと思う。お前とは何度か会って話をしたが、そういう見え透すいた噓をつく奴じゃないのは理解している」


    　ハンターは机を挟んだ向かいの椅い子すに座り、机に頰ほお杖づえをついて欠伸あくびをする。


    「でもな、ただ言い張るだけじゃ駄目だ。お前は警察に、自分が犯人ではないという証しよう拠こを呈示する必要性がある」


    　ハンターは軍服のポケットから煙草たばこを取り出し、口に一本くわえた。ライターを取り出し、火をつける。


    　目を細めて美う味まそうに吸い、息を止めてゆっくり吐き出した。


    　部屋に拡散する紫し煙えんが、レアールの身体にまとわりつく。レアールはその煙で、喉のどを絞め上げられているような錯覚を感じ、小さく咳せきをした。


    「でも……思い出せないんだ」


    　ミッケラたちと会ったことは覚えている。運び屋のミレーユとした会話も覚えている。警官に声をかけられたのも覚えている。けれど、ミレーユと別れてから警官に声をかけられるまでの出来事だけ、どうしても思い出せない。


    　思い出そうとして焦あせる。焦るとますます記憶が遠のく。すり抜ける記憶を手にしようとして、また焦る。


    　この悪循環だ。


    　俯うつむき、ぼそぼそと昨日の状況を語るレアール。


    「自慢だけど、顔や名前を憶えるのだけは、得意だったのに……」


    　どんよりと、部屋の空気が暗く重たいものになっていく。


    　そんな時だ。場の空気を読まないミッケラが、明るく声をかけてきた。


    「じゃあ、落ち込んだライティス・レアール君に、こんなものを見せて元気づけちゃおうかなっ」


    　ミッケラはカバンの中から一体の人形を取り出した。


    「じゃーん、ライティスは、これ何かわかる？」


    　玄関口でハンターたちが見せられた、『レアール人形』だ。


    「僕の。……まさか」


    「そう。アタシが作ったお人形よ。このお人形の綿わたの中には、アンタの髪の毛と爪を詰め込んであるわ。アンタの分身そのものね」


    　うわぁ……。


    　部屋にいる誰かが、小さく呟つぶやいた。


    　ミッケラの素す性じようをよく知らない人間でも、彼女の発言の異様さに引き気味だ。


    「でね。昨日、これを使って近所の子供と一緒に人形劇やったのよ。アンタが犯人役でね。そうしたら、その日の夜に先生から、アンタが逮たい捕ほされたっていう連絡が来たの。効果抜群ね、コレ」


    　続く少女の甲かん高だかい笑い声が、会議室にいる人々の鼓こ膜まくを揺さぶる。


    　レアールは真顔で彼女の顔を見つめた。


    「ミッケラ」


    　とても静かな声に、少女がたじろぐ。


    「何よ」


    「僕、思うんだ」


    　少女のライトブラウンの瞳をじっと見つめる。ミッケラは少年の緑の瞳を見つめ返す。


    「何よもう。早く言いなさいよ」


    　しばし無言で見つめられ、照れて頰を染めたミッケラが先を促す。


    　レアールは思っていたことを口にした。


    「君は、もう少し空気を読むべきだ」


    　キョトンとしたミッケラ。少女の顔色が、先ほどとは違う意味で朱しゆに染まっていく。


    「悪かったわねえっ」


    　逆上したミッケラが、レアールの頭や体を拳こぶしで叩く。


    「アンタが困ってるから、ちょっと和なごませてやろうって思っただけなのにっ」


    　刑事たちが止めに入るまで、レアールはミッケラに殴られ続けなくてはならなかった。


    　ミッケラをレアールから引き剝はがし距離を取るまで、少年に対する質しつ問もんは小休止となった。再開したのは、それから十分後だ。


    「……で、どこまで憶えている？」


    　ハンターの声に、レアールは再び考え込んだ。


    　ほかに何か──。


    　その時レアールは閉ざされた会議室の扉とびらの向こうを、誰かが横切るのを見た。そしてその人影を見てふと思い出す。


    「そうだ。同じようなトランクを持った二人組がいたよ」


    　レアールは全員にそう伝えるが、ではその姿は？　と問われると答えに窮きゆうした。


    　記憶のなかにある二人組の姿は、影か靄もやのようにはっきりしない。


    　イングリットが眼鏡めがねを軽く持ち上げる。


    「特徴とか憶えてへんか？　たとえば、ウチみたいに眼鏡やったとか」


    　レアールは頭をコツコツと指で叩きながら、昨日の記憶を掘り起こそうと試こころみる。


    　相手の性別や年齢、髪や瞳の色はどんな色であったのかとか、声はどんなものであったのか、どういう訛なまりがあったのか。それが全然思い出せない。


    　その前に逢ったミッケラとアーバティの顔や表情、会話なら、一語一句とは言わないまでもはっきり憶えているのに。


    「こいつが思い出せないなら、そのミレーユとかいう運び屋を呼べばいいだろ」


    　ハンターの言葉に、イングリットが頭を振る。


    「ウチらもそう思って捜しとるけど、見つからんのよ。さっさと仕事を済ませて、ロンドンから出て行ったのかもしれん」


    　続いてコールランドが問いかけた。


    「フム、ならばレアール君のトランクに詰められていた被害者の、つれの男はどうだね？　その人物から、乗っていた船は割り出せるだろう？　そうしたらほかの乗客とも会話ができるじゃないか」


    「つれの男性は、『そんなトランクなんて知らん。俺が便所に行って戻った時には、彼女はもう姿を消していた』て言うてますわ。ほかにもなんとか連絡が取れた乗客の中から、彼女らと一緒の船室にいた連中にも聞いたんやけど、騒ぎなんて知らん言うし。お手上げですわ。なんや、今のこの子と同じで、みーんな首傾かしげるばかりやねん。なんやろね？」


    　そう言ってイングリットは、うんうん唸うなって首を捻ひねるレアールを指差す。


    「アンタが忘れるなんて珍しいじゃない。『因子持ち』になってから、ものを見て憶える力だけはズバ抜けてよくなったのにね」


    　ミッケラが意外そうに言う。


    「あ？　記憶が得意なんかいな。『因子』の種類と『親』は？」


    　イングリットが資料をめくり返す。


    「僕は『吸血鬼因子』持ちで『親』はそこの軍人。半年前ぐらいに『因子持ち』になったんだ」


    　煙草たばこを吸っている軍人を指差す。


    　くいと眼鏡のブリッジを指で押し上げ、イングリットは再び質問に戻る。


    「なら、同じようなトランクを持ってたやつをよく憶えていないのは何な故ぜなん？」


    「そんなの僕が知りたいよ。僕だって、こんなの初めてのことなんだから。──霧きりの中にいるみたいに曖あい昧まいで、何も思い出せない」


    　確かにあの日は霧雨で周囲が見えづらかった。でも人の顔を忘れ去るほど、酷ひどかったわけじゃない。


    「何か思い出せないか？」


    　ハンターが落ち着いた口調でレアールに問いかける。


    「何も──」


    「ふむ、そうかね。思い出せんかね」


    　コールランドが声を上げる。室内の大人たちの視線が、幼児に釘づけになる。


    　幼児は眠たそうに瞬まばたきをして、自分の考えを口にした。


    「これは、ひとつの可能性なんだがね？　記憶力のいいレアール君が、噓をついていないという前提で話をすることになるが」


    　そう前置きすると、コールランドは説明を始めた。


    「可能性のひとつとして、『因子持ち』が絡んでいるかもしれんね。なんたってこの世界には、記憶操作に長たけた力を持つ者もいることだしね」


    　それまでずっと聞き手に回っていた中年腹の刑事が、手を挙げる。


    「そういう『因子能力』は確かに報告にあります。ですがそれだけでは分からない。もう少し的まとを絞れませんか」


    「うーん、せやなぁ……」


    　分厚いファイルを忙せわしくめくるイングリット。ミッケラが興味津しん々しんに覗のぞき込むが、女刑事はパラパラめくった後にファイルを閉じた。


    「『因子持ち』のリストを調べるより、証しよう拠こを調べるほうが早いやろな」


    　ひとつ手を打ち、ハンターが立ち上がった。


    「なら俺が見て来よう。レアールが運んでいた変死体はどこにある？」


    　刑事の一人が動き、ハンターに視線でついて来いと合図する。


    　ハンターは出て行こうとして体の向きを急に変えかけ、思い出したように指をレアールの鼻先に突きつけた。


    「な、なに」


    「俺が『来い』と言ったら、どこにいても何をしていても、できるだけ早く俺のところに来る。分かったな？」


    　瞬まばたきを繰り返すレアールに、ハンターは「分かったな？」と念押ししてくる。


    「う、うん」


    「──では失礼」


    　軍人は、自分の言いたいことを言うと、さっさと一人で退出する。


    「はー……ほかに何も思い出さへん？」


    　女刑事が自分の肩をとんとん叩きながら問いかける。問われた少年は、脱力した顔で応えた。


    「今はまだ」


    「隠し事があるなら、早めに言ってもらえると嬉うれしいわぁ」


    「なんで皆して、そうやって疑うんだよ」


    「アァ？　警察は疑うのが仕事やねん。ケチつけるともう一日、留りゆう置ち場に置いとくで」


    　キラリと光るイングリットの眼鏡めがね。


    「ヒャッ！」


    　場違いなミッケラの突然の悲鳴に全員が注目する。


    「ごめんなさい。急に白い小さい蛾がが、顔めがけて飛んで来たから、ビックリしちゃって」


    　全員の注目を浴びたミッケラが、きまり悪そうに言い訳する。


    「……蛾？　ヒッ！」


    　問い返すイングリットが、自分のそばに飛んで来た白い蛾に驚いて一瞬固まり、椅い子すをうしろに引いて立ち上がると部屋の隅へ逃げた。


    「ウヒィ、いるいる！」


    「たかが虫だろうが」


    　刑事の一人が、取調べ室で使っていたノートをイングリットの手から取り上げると、机に迫って来た小さな蛾を叩き潰つぶす。


    「あああっ、何すんねん！」


    「倒しゃいいんだろ。ほら、死んだぞ」


    「阿あ呆ほう、机とノートが汚くなったやないか！　汁が出たで!?　どないしてくれんねん！」


    「拭ふけばいいだろ」


    「や……イヤアア、不ふ潔けつな手で触らんといてっ」


    　ギャアギャア喚わめくイングリットが、再び引きつった声を上げる。


    　──その時、換気口からさらに三匹の蛾が、部屋に入り込んで来た。


    　それに気づいたミッケラが、あわててレアールのそばへ逃げる。


    　しかし、ドアの下にある僅わずかな隙すき間まから、次々と部屋に蛾が入り込んで来る。


    「あかんあかん、こっち来んな！」


    「なんとかしてよライティス！」


    「おやおや、これはこれは」


    　ジタバタと暴れるイングリット。レアールを盾たてに避け続けるミッケラ。あっという間に空間を埋め尽くした数十匹の蛾がに、目を丸くして辺りを見回すコールランドと刑事たち。


    　ミッケラに服をつかまれ、自由に動けないレアールは、自分に向かって飛来する蛾を手で払いのける。


    



    　──『来い』


    



    　レアールの耳には、確かに聞こえたハンターの声。反射的に頭上を見上げる。もちろんそこには天てん井じようしかない。


    「どこに行けばいい？」


    　虚こ空くうに向かって問い返す。応こたえはない。


    「自分で探せ、ってことか」


    　少年は小さく息を吐き出して、椅い子すから立ち上がり、蛾でいっぱいになった会議室の外に出ようとした。


    「待てやっ。逃がさへんよ！」


    　それまで虫に怯おびえて大騒ぎしていた女刑事が、己おのれの仕事を思い出し、レアールの行く手を遮さえぎる。そして、息を呑んだ。


    　彼女が見たのは、レアールの瞳が、緑色から鮮血の赤に浸しん食しよくされていく様さまだった。


    「──」


    　驚いてドアの前から退しりぞく刑事たち。


    「レアール君レアール君」


    　コールランドはレアールのズボンをくいくいと引いて、自分に注意を向けさせる。


    「そんなに目の色変えて、どうしたんだね？」


    「呼ばれました。あいつに」


    　レアールは、会議室のドアを開け放った。驚くべきことに、外にも数百という数の蛾がいる。


    「あいつ？」


    　頷うなずくとレアールは、コールランドに行くべき場所も告つげず、バサバサと羽ばたく大小の蛾の群れの中に駆け出した。


    「行きますっ」


    　黄色。白。淡い黄色と黄緑。翅はねに目玉模様があるものや、枯れ葉のような姿をしたもの。掌てのひら大のものから、指先くらいの小さいものまで。色も形も種類もさまざまな蛾がが、庁内を縦じゆう横おう無む尽じんに羽ばたいている。


    　レアールは蛾に襲われて右う往おう左さ往おうする警官や、書類を届けに来た一般人の間をすり抜け、蛾が顔面にぶつからないよう両手で顔をガードしながら走る。


    　耳元を掠かすめる重たい羽の音に身を強こわ張ばらせる青年。服の内側に飛び込まれてパニックを起こす若い女性。姿が蜂はちによく似た蛾が、逃げる男児を追いかけている。


    「先生っ」


    「ああ、我々も行こう」


    　頷き合うと、ミッケラとコールランドも手を取り合い、レアールを追って駆け出した。


    　最後に残った刑事たちは──まだ混乱していた。


    「ガーバット、被ひ疑ぎ者しやを追うぞ」


    「いやあああああっ、ウチはここでいい！　ドア閉めて！」


    「お前は仕事をしろ！」


    　イングリットの奇声をＢＧＭに、レアールたちは庁内を駆けて行く。


    　庁内は右を見ても左を見ても、前も後ろも蛾だらけだ。


    「この子たち、どこから来たのかしら」


    　ミッケラの疑問に、コールランドは走りながらその疑問はもっともだと相あい槌づちを打つ。


    「レアール君が遭遇した人物といい、今の庁内の状態といい。嫌いやな予感がしないでもないねえ」


    　少年は、曲がり角で立ち止まり、耳を澄ませるような仕草を見せては走って行く。まるで犯人を追跡する警察犬のようだ。


    「うふふ、やっぱりライティスのそばって、飽きないわ」


    　ミッケラは好奇心丸出しの猫のように。


    　コールランドはさらにその後を追いかけるハムスターのように。


    　二人は好奇心に衝つき動かされて、大量の蛾が飛ひ翔しようしていても怯ひるむことなく、レアールの後を足取り軽くついて行く。


    「どこへ向かっているのか、分かりますかな」


    　幼児は自分の隣となりをゆっくり歩くイングリットに尋たずねるが、同どう僚りようを盾たてにして目を瞑つぶり、口をしっかり結んでおよび腰で歩く赤毛の女には応える余よ裕ゆうもない。


    　代わりに盾たてにされている中年腹の刑事が答えた。


    「この方角にはモルグ死体置場と解かい剖ぼう室しつがあるが、今向かっているのは恐らく見学室だ。軍人もそこに案内されているだろう」


    　コールランドはふむふむと頷うなずいた。


    「うーむ。ハンター大たい尉いの居場所を突き止めているのか。レアール君の持つ『因子』も、改めて調べなくちゃいけない点があるようだねえ」


    　レアールは庁内を歩き回ったあと、プレートに『見学室』と書かれたドアを躊躇ためらいなく開けて中に入った。


    　見学室の規模は、先ほどまでいた会議室より一回り大きい。中央には安物のテーブルと椅い子すが置いてある。ここで会議もできるらしい。


    　壁は、ガラス窓で覆おおわれていた。その外側には署内と同じように数百という蛾が舞い飛んでいる。この蛾が舞う外側の部屋が、刑事の話していた解剖室だろう。


    　しかし不思議なことに、ここだけは蛾が一匹もいない。部屋に飛び込む寸前まで蛾は一行につきまとっていたが、この部屋にまでは入り込もうとしなかった。


    「どうしてこの部屋に入って来ないのかな」


    　ミッケラが不思議そうに呟つぶやき、その隣でイングリットが恐る恐る目を開け、安あん堵どの息をついた。


    「ハンター大尉！」


    　レアールが呼びかけた。


    　庁内の騒動とは無縁の静かな部屋であった。案内役の刑事と軍人が二人揃って椅い子すに座って煙草たばこをふかしている。


    「呼んでから五分三十二秒。時間がかかりすぎ」


    　腕時計をちらりと見て呟つぶやく。


    　ハンターの赤い瞳は、瞬まばたきをすると青紫の瞳へ変色した。


    「警察所は初めて来た建物だから迷ったんだよ。誘導するなら、もうちょっと簡単な所にしてくれよ」


    　レアールが瞬きを繰り返す。少年の瞳の色も、スゥと赤から緑に戻っていく。


    「簡単に終わったら『因子』の訓練にならないだろ。とりあえずその窓の外を見てみな。騒ぎの元凶がいる」


    　煙草を挟はさんだ指が、蛾がの飛び交うガラス窓を指し示す。


    「そこの窓から、下にある解かい剖ぼう室しつが見えるぞ」


    「解剖室？」


    　幼児と刑事の会話を聞いていなかったらしいレアールの問いかけに、服や髪についた鱗りん粉ぷんを払いながらイングリットが答えた。


    「この部屋はな、検けん屍し官かんの仕事っぷりを観察する所なんよ。そこのガラス窓から解剖室が見えるで。吹き抜けになってて階下の解剖室が見える仕組みなんよ」


    　レアールが恐る恐る窓に近づくと、解剖室は丁ちよう度ど二階分──レアールたちが現在いるフロアと同程度の──天てん井じようの高さがあった。蛾の群れの中に蠢うごめくものが見える。


    「なんだ？」


    　無秩序に舞っている蛾の一群。そのざわめきの波間に、確かに何かがあった。


    　さらに意識を集中してみる。


    　解剖室中央にある検屍台の上に、瑞みず々みずしくも干ひからびている──としか言いようがない奇妙な遺体が置いてある。レアールは、それがトランクの中にいた女性であることを覚さとった。


    「誰か生きてる人は？」


    「検屍官は逃げ切った」


    「それはよかっ──」


    　少年は、その時自分の目に入ってきたものが信じられず、あんぐりと口を開けた。


    　思い思いの方向に飛んでいる蛾の群れの中から現れたのは、体長がイングリットの身長くらいある赤黒い体色の巨大芋いも虫むしだ。頭部を左右に振り、身体に触ろうとする蛾がを振り払っている。


    「なんだよ。あの出来の悪い冗じよう談だんみたいな大きさの芋虫」


    「レアール君レアール君！　見たい、見せてくれ」


    　少年のズボンをつかんで駄だ々だをこねるコールランド。背が低すぎて、ガラス窓のある位置に自力で到着できないのだ。


    　レアールは幼児の胴に腕を回して抱え上げた。


    「どれどれどこに──おお、あそこか。フーム」


    　ふぅむ。なるほどなるほど。


    　幼児からは納得と驚きの声が交互に上がり、観察し終えるとレアールの手を叩いて降ろしてもらう。


    「どうですか？」


    　レアールは床に静かに降ろして答えを待つ。衣服の乱れを直し、コールランドは首を傾かしげつつ答えた。


    「いくつか候補はあるがね。恐らく外来の、それも蟲むし人びとの幼虫だろうね。あんな大きな幼虫は、自然界に存在しないから。何かの文ぶん献けんで見たような気もする。あの尻にある角つの、あれは確か──」


    「よ、幼虫？」


    　ミッケラが復唱する。


    「左さ様よう左様。いずれは成虫になるだろう」


    　幼児はコクコクと頷うなずいた。


    「ヒトがベースの蟲人やったら、ウチも仕事がやりやすいんやけどねぇ」


    　イングリットは、それだけ言って目を閉じる。


    『蟲人因子』は、人が虫に関わる『因子』を持っている場合と、蟲が因子の影響を受けて突然変異し、なんらかの方法でヒトになりすます場合とがある。それらを全部括くくったのが『蟲人因子』となる。


    　再び目を開けると、イングリットは肩を竦すくめた。


    「ウチらの国に登録されている蟲人に、そういう姿の奴はおらへん。いても、もうちょい小柄な筈はずや。──こいつ、ブリテン島上陸を認められてへん奴やな」


    　イングリットの声を聞き流しながら、レアールはもう一度、窓まど際ぎわに立って階下の解かい剖ぼう室しつを眺める。


    　自分が運んでいたトランクに、あんなものが潜ひそんでいたというのが恐ろしい。もし、警察にとがめられず、家に戻っていたらどうなっていたのだろう。


    　窓に張りついて、巨大芋虫と蛾がを眺めているレアールの隣となりにハンターが並んで立ち、同じように窓を覗のぞき見る。


    「ところでお前。そろそろ何か思い出したか」


    「困ったことに、思い出せないんだ」


    　真顔で否定したレアールに、ハンターは少年の肩を叩いた。


    「飴あめをあげてもいないが、まず鞭むちを使ってみようか」


    　そこから彼の行動は速すみやかだった。


    　ハンターが、解かい剖ぼう室しつと今いる部屋を仕切っている窓を開け放つ。その先には数千匹の蛾がが飛び交っている。こちらの部屋には入ってくる気配がないため一安心しかけたレアールだったが、一瞬ののち、まさかあそこに放られるのでは、という恐怖を直感的に覚えた。逃走しようとすると、ハンターは少年の肩をつかんで自分と解剖室のほうに向き直らせた。


    「暴力反対っ」


    　叫ぶレアール。しかしハンターは、その整った顔を悲しみに歪ゆがめて首を振る。


    「残念だけど、お兄さん、軍人なの。暴力行こう使しがお仕事なのよ」


    　そして往おう生じよう際ぎわ悪く逃げようとするレアールの鳩みず尾おちを、強したたかに殴りつけた。


    「ぎゃあ、閉めんかっ、早はよぅ閉めて！　蛾が入ってきたらどうするんや！　怖いんやからっ」


    　軍人はイングリットの悲鳴を無視した。鳩尾を殴られ、くの字になってくずおれるレアールの胸むな倉ぐらをつかみ、蛾の密集する解剖室へ押し出した。


    「ハンター大たい尉いの、鬼イイイイイイィ！」


    　頭から落下するレアール。一階下にある解剖室の床が近づいて来る。


    　激突する！


    　やってくる苦痛への恐怖に目を瞑つぶると、ぐん。と足に抵抗を感じて落下は止まった。


    　レアールは逆さになった状態のまま、三、四メートルほど上にある天てん井じようを見下ろした。解剖室は吹き抜けになっているので天井が高い。レアールの頭のある位置から見て一メートルほど上に、投げ込まれた窓がある。現在はハンターがそこから身を乗り出し、レアールの膝ひざ下したを、両手でしっかりと押さえつけている。


    「死なせねぇから、安心しろ」


    「いだっ！　いたたたたっ」


    　上方からのレアールの乱入に、パニックに陥おちいった無数の蛾が、顔面や体に体当たりしてくる。羽音や蛾の鳴き声──鳴き声を発する種類もあるのだと、この時レアールは初めて知った──を聞きながら、顔を手で覆おおう。


    「顔面だめ、痛いから顔面やめて！」


    　窓を開けても、ミッケラたちがいる部屋には、一匹も蛾が侵入して来ない。


    　蛾がガラスに弾はじかれたように、飛行方向を変化する様を見て、イングリットが声を上げた。


    「どうなってるんや……ちゅーか、軍人！　未成年者に何しとんねん！　それにここは警察のテリトリーやで、でしゃばりすぎやないかっ」


    　女刑事が軍人に、びしっと人差し指を突きつける。指を突きつけられた軍人は、うるさそうにイングリットとほかの刑事たちを見返す。


    「早く事件を解決したいだろ？　なら黙ってくれ」


    　イングリットが、助けを求めるようにコールランドを見た。


    「ハンター君に、少し任せてみませんかな。因子のことなら、我々より『因子持ち』のハンター大たい尉いのほうが分かるでしょうから」


    　警察を黙らせたハンターは、レアールの膝ひざを押さえたまま、彼に語りかけている。


    「いいか、レアール。埒らちがあかないから、お前の因子を強制的に叩き起こして、思い出させるぞ。生命の危機に晒さらされると、因子って発動しやすいんだ。本当はこのままお前を解かい剖ぼう室しつに叩き落としてもいいけど、出口から逃走しそうだからな……。逃げられないよう、逆さ吊りで腹筋。これで試ためしてみよう」


    「だからって、こんな無む体たいな」


    　レアールは、逆さまのまま辺りを見回す。


    　赤黒い体色の巨大芋いも虫むしが、生餌レアール目指してモゾモゾと這はって来る。


    　芋虫の体長は、一メートルと五十を超えるくらい。細長く黄色い角つののようなもの──その突とつ起きが尾び角かくと呼ばれるものであることを知るのは、ずっとあとのことだ──が、尾に当たる部分についている。


    「冬眠でもしていたんだろうが、そこを叩き起こされて、腹が立っている上に空腹らしい。頭に嚙かみつかれないよう注意しろよ」


    　芋虫の丸い頭が、レアールめがけて伸ばされる。


    「ひ、ひど……うわっ」


    　腹筋を使って上体を起こして、嚙かみつき攻撃を回避する。


    「ひいいいっ」


    「あらあらライティス。いい姿ね。はい、いーち、にーい」


    



    
      ＊

    


    



    　──十分後。


    「にひゃくはちじゅうにー、にひゃくはちじゅうさーん」


    　急きゆう遽きよ過酷な肉体労働を課せられることとなったレアールは、赤い顔をして腹筋を続けていた。


    　不条理すぎる。意味が分からない。というより、意味があるとは思えない。


    「思い出せないなら、さっさと餌えさになりなさいよ。にひゃくはちじゅうごー」


    　無む邪じや気きなミッケラの声に、次第にむかっ腹が立ってくる。


    「ミ、ミッケラ」


    「なによ」


    「そんなことばかり言ってると、そのうちに君も痛い目みるんだぞ」


    「!?」


    　少女は少年の顔めがけて、レアール人形を叩きつけた。


    「アタシが痛い目に遭う前に、もっと痛い目に遭え！」


    　もう遭ってます。


    　腹筋を苛さいなむ激痛に、レアールの集中力が解けた。背中と後頭部を壁に打ちつける。背中にべちゃ。と何かが潰つぶれる感触。今ので蛾がを数匹巻き込んだのだろう。憂ゆう鬱うつだ。


    　イングリットを含む刑事たちは、軍人とミッケラの行動をハラハラしながら見ている。


    「ぬぐぁぁぁっ」


    　芋いも虫むしの口が、レアールの金髪を掠かすった。急いで腹筋に力を入れて身体を起こす。


    「ぼ、僕は……僕は」


    　僕は、重要参考人だぞ！


    　刑事と軍人に対して、レアールはそう言いたかったけれど、口を大きく開いてしまったら、蛾が入って来そうなので歯を食い縛って堪こらえる。
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    　その代わり、無実だったと彼らが認めた後のことを考えることにした。謝罪は必要だ。本日駄だ目めにしたシャツの代金は、誰に支払わせるべきか。


    　身体を思い切り伸ばした芋いも虫むしが、餌えさを求めてパクパクと口を開閉する。


    「うううううぅ……っ」


    　力尽きたレアールが、両手をぶらりと下げて降こう参さんした。


    「不ま味ずいけど食べたいなら食えよ！」


    　赤黒い体色の芋虫が、思い切り体を伸ばしてきた。


    　動物園にいる肉食獣を彷ほう彿ふつとさせる生臭い息とともに、レアールの頭上にソレが迫る。


    　嚙みつくためなのだろうか、牙きばのような歯が表に四本。奥にはもっと細かく小さなものが並んでいる。


    　抵抗をやめた獲え物ものに、芋虫が喰らいつこうとした。


    　誰かの甲かん高だかい悲鳴が上がった。


    



    　どくん。


    



    　悲鳴を合図に、レアールの心臓は大きく鳴り、辺りの景色から色が消え、音が消えた。


    　眼前に広がる赤と茶色の風景が漂白され、白黒の世界に変わっていく。


    



    　──カラスの旦だん那なの使いでやんす。


    



    　一人の男の声を思い出した瞬間、レアールの記憶を覆おおっていたモノが、ガラスが破は砕さいする時のような高く澄んだ音を立てて砕け散った。


    　ロンドン港で会った二人組は、レアールと同年代の若い夫妻だった。異国人で、やや訛なまりのある穏やかな話しかたが特徴だ。そして彼は夫妻と少しの間、立ち話をした。フランスから、新大陸アメリカへ行くと言っていた。そう、そして迎えがやって来て、彼らは人目を避けるように立ち去った。彼らから香る甘い匂い。夫妻が持っていたトランクと、自分が持っていたトランクがまったく同じであったこと。そして『カラスの旦那の使い』と名乗った男がつかんだトランクが、じつは──。


    　レアールは、記憶の底に沈んでいた『それ』をしっかりすくいあげる。


    「思い出したっ」


    　叫んで芋虫の頭部を叩くと、ハンターがレアールの胸むな倉ぐらをつかんで引き上げた。


    　レアールの世界に色と音が戻り、ゆっくりと巻き戻された時の流れも回復していく。


    「さすがだな」


    　ハンターに頭を乱暴に撫なでられる。


    「レアール君、さすがだね」


    　コールランドも、腹筋をさすっている赤い瞳の弟で子しに労ねぎらいの言葉をかける。


    　ミッケラがレアールに何か言おうとしてそばに座り込むが、イングリットに押しのけられる。


    「思い出したんやな？　ちゃんと語れるな？」


    　レアールはぐわっと迫るイングリットの勢いに若じやつ干かん引きつつも、取り戻した記憶を語り始めた。
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    　運び屋ミレーユと別れた後、レアールは急ぎ足で舗ほ装そうされた道を歩いていた。


    　人の波に揉もまれて、ようやく囲いを抜けた時だ。


    「っとっ」


    　足を取られてつまずく。よろけた先にいたのは、お腹の大きな女性だった。


    「きゃっ」


    「んぎゃっ」


    　レアールは、トランクを放り出し、相手を巻き添えにして盛大にこけた。


    「い……ててて……。ご、ごめんなさい！」


    　トランクをそばに置き、まず自分が立ち上がる。そして地面に尻しり餅もちをついたままの女性に手を差し伸べた。


    「お怪け我がはありませんか？」


    　そのついでに相手を観察する。


    　レアールが巻き添えにしたのは、腰まである蜂はち蜜みつ色の髪を三つ編みにした若い妊にん婦ぷだった。顔立ちが愛らしい。


    　レアールは、自分と同じくらいの年だろう妊婦の姿を見て、出かける前に聞いた伝でん承しよう『赭あかつちの糸』を思い出した。男に殺された機はた織おり娘も、こんなたおやかな女性だったのだろうか。


    「すみません。つまずいてしまって。悪気はないんです」


    　彼女は、差し伸べられた少年の手を取った。


    「あなただけが悪いわけじゃないわ」


    　若いけれど、落ち着いた声の女性だ。


    　立ち上がった女性は、レアールを気遣うようほほ笑んだ。頰に残るそばかすが健康的に見える。


    「私も人を捜して余よ所そ見みしていたから──あなたこそ大丈夫？」


    　言葉の端々に、ミレーユと同じようなフランス訛なまりがあることに気づいた。あの運び屋の女性と同じ国からやって来た旅行客なのだなと理解する。ひょっとしたら、同じ船に乗っていたのかもしれない。


    「エリーズ！　エリーズ！」


    　黒いコートを着た栗くり色いろの髪の若者が、人ごみを搔かき分けてやって来る。こちらの男性にも、目の前の妊婦と同じ訛があった。


    「大丈夫かい？　怪我はないかい？」


    「ええ、大丈夫よジュール。怪我はないわ」


    　スカートの埃ほこりを払いながら、エリーズと呼ばれた女性は恋人らしき人物に答えた。


    「そうか、ならよかった」


    　若者は栗色の頭髪を乱したまま、コートが汚れるのも厭いとわず、女性のそばに跪ひざまずいた。


    「本当に怪我はないね？　そっちの君も、無事だね？」


    　足先から妊婦の安あん否ぴを確認していく。外から見てどこにも異状がないことを確認すると、若者は続いてレアールに視線を移した。ダークブラウンの瞳にレアールの姿が映る。


    「僕が一人でつまずいた先に、折おり悪あしく彼女がいて……。僕は大丈夫です」


    　ジュールと呼ばれた若者──妊婦を気遣う態度や言葉からして、彼女の夫だろう──は、レアールに怪我がないか確認していた。


    「うん。大丈夫そうだ」


    　ジュールは乱れた栗色の髪を手て櫛ぐしでさっと直し、女を押し倒してしまった少年にほほ笑む。大して特徴がある顔立ちではないが、頰と鼻の頭に残るそばかすが、いかにも彼女とお揃いでお似合いなのだなとレアールには思えた。


    「あなたは？　誰かの出迎えですか？」


    　ジュールの言葉にレアールは頷うなずく。


    「カラスですか？」


    　続くエリーズの問いかけに、レアールは首を傾かしげた。


    　カラスとはなんぞや？


    「あ、失礼。私どもが捜している人ではないようだ。お気になさらず」


    　ジュールが笑って手を振る。


    「私たちは、ロンドンでの案内人を捜しているのですが……。あまり遅くなると、妻が疲労するので、早いところ見つけないと──あ、失礼。名乗り遅れました」


    　ジュールはトランクから手を離し、分厚い革手袋越しに握手を求めてきた。


    「私はジュール・スタンダール。彼女は妻のエリーズです。フランスの沿えん岸がん部の小さな村からやって来ました」


    「あ、どうもご丁てい寧ねいに。僕はレアール。ライティス・レアールです」


    　レアールもトランクを手離し、ジュールの手を握る。


    「じつは仕事をなくしましてね。まとまった休みが今までなかったし、いい機会なので、妻と二人でアメリカまで旅行してみようと考えているのです。それで直行便がなかったので、こちらへ立ち寄りました」


    「アメリカに？」


    「ええ。もし住みやすそうな場所なら、そこに移住を考えてもいいかなと思いまして。下見を兼ねてね。今は不況の真っ只ただ中なかではあるけれど、新天地でしかつかめないチャンスもあるし」


    　年が近いからか、三人はその場で暫しばらく談笑を続けた。


    「旦だん那ながた、ジュール・スタンダールさんとその奥様ですかィ」


    　粗雑な風体の男が声をかけてきたのは、一通り話が盛り上がった後のことだ。


    　いかにも蛙かえるを彷ほう彿ふつとさせる顔かたちの中年男だ。


    「誰？」


    　レアールはその蛙男をジロジロと観察する。背はレアールと同じくらい。代わりに肩幅や体つきは大変がっちりしていて、全体的に四角い。顔はどことなく両生類を思わせ、右頰にはイボがあった。焦こげ茶色のジャケットとズボン。灰色のハンチング帽を被かぶっている。


    　そして全体の身なりや、すれた雰ふん囲い気きは、レアールに好ましい印象を与えなかった。


    「どなた？」


    　ジュールが丁てい寧ねいに問いかけると、男は被かぶっていたハンチング帽を脱ぐ。そして目を大きく見開き、茶色く変色した歯を剝むき出しにした。
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    　エリーズが怯おびえたように、ジュールの服の裾すそをつかむ。


    　奇っ怪なその表情が、男なりの営業スマイルであることを覚さとったのは、次の言葉があったからだった。


    「あっしはカラスの旦だん那なの使いでやんす」


    　名乗りを挙げた蛙かえる男は、そう言って再び作り笑顔を浮かべる。


    　ジュールは頷うなずいた。〝使い〟の言葉に心当たりがあるのだ。


    「迎えが来てしまいましたね。あなたとは、もう少し話をしたかったのですが……これで」


    　もう一度レアールはジュールと握手を交わし、続いてエリーズとも握手をする。


    　蛙男が、ジュールのキャメル色のトランクを手に取った。


    「さ。行きますぜ。奥様をこれ以上寒空の中、歩かせるわけにいきやせん。暖かい場所へ移動しやしょう。そこは安全でやんす……誰の目にも留まりません」


    　ジュールとエリーズは、レアールに会え釈しやくする。レアールもキャスケット帽を脱いであわてて会釈する。少年のその様子に彼らはほんの少しほほ笑み、つれ合いの手を互いに取り合った。


    「では、ごきげんよう」


    　その言葉を最後に、彼らは男とともに人波の中へ消えて行った。


    「──楽しいご旅行を」


    　既すでにいない二人へ向けて、レアールはそう呟つぶやき、そののち盛大なくしゃみをする。


    「……くしっ。……くしっ、……へっぶしっ」


    　ずずっと鼻水を啜すすり、ムズムズする鼻の下を指でこする。


    「……早く帰ろ」


    　それにしても。


    　レアールは歩きながら、自分の手を見つめる。


    「お似合いの二人だったなぁ」


    　夕方になり、次第に夜の活気に満ちつつある港を歩く。


    　腹がぐぅと鳴った。


    「さっきの人たちの宿泊先、聞いておけばよかったかな」


    　年も近いし、旅先での苦労は僕もよくわかっている。若い夫婦だったし、ロンドンで立たち往おう生じようするかもしれない。英語には不自由しないようであったけれど、身み重おもの奥さんをつれての旅行は大変だろう。あの案内人とかいう男は、ちょっと怪しいが……。


    　もし次にこの町で出会った時には、親切にしてあげよう。自分が知っているような所なら、案内してもいい。時間があるようなら、僕の得意な似顔絵をその場で描いて二人に渡してもいい──。


    　しかし今日はひとまず帰ろう。


    　そして美お味いしいご飯を腹いっぱい食べよう。


    　ミッケラとアーバティは、あの後どんな会話をしたのだろう？　頻ひん繁ぱんに会っているようだから、次の予定を聞いて今度は一緒について行こうか。


    　少し遅くなってしまったから、帰りは地下鉄チユーブを使って帰ることにしようか。


    　レアールの足は、ロンドン港から一番近くにある、地下鉄チユーブの入り口に向かった。
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    「──そこからの僕は、皆が知っている通りだよ。警察に呼び止められて、トランクの中身に驚いて、そしてここにいるわけ」


    　語り終えたレアールは息を吐いた。やっと胸のつかえが取れた。


    　何か言われても、あやふやな記憶の間は下へ手たに反論ができなかったが、これで胸を張って自分がやっていないと言える。ひょっとしたら、という思いが心のどこかにあって怖かったのだ。


    「もしスケッチブックと鉛筆をくれたら、詳細な似顔絵を描くよ」


    「了りよう解かい、鉛筆とスケッチブックやねっ」


    　腰を上げたところで、イングリットは座り直して俯うつむいた。全員の視線を受けたイングリットは、小柄な体をさらに小さくして口の中でボソボソ喋しやべる。


    「今、廊ろう下かに出るのは、堪かん忍にんしてな」


    　溜ため息いきと沈ちん黙もくが場に流れた。


    「あのー、質問！　この部屋、どうして蛾がが入って来ないんですか？」


    　たしかに先ほどハンターが窓を開けた時も、一匹も侵入してこなかった。ミッケラのもっともな質問に、黒髪の軍人は気だるそうに答える。


    「俺の人じん徳とく。噓、因子の力さ」


    「君、ムカつく軍人やな。ウチの代わりに筆記用具取って来て」


    「ああいいよ」


    　あっさりと了りよう承しようしてハンターは立ち上がる。


    「俺が部屋から出た瞬間に蛾が押し寄せてくるけど、堪こらえてくれ」


    　その場にいた全員が、彼が去るのを引き止めた。


    「じゃあ、どうします？　俺はこのまま帰っても、差しつかえないのですが」


    　軍人の問いかけに、コールランドが問い直した。


    「ハンター大たい尉い。こき使って悪いが、手を貸してくれんかね。今度何かでお礼をするよ」


    　お願いされた側は、ちらりと腕時計を見た。


    「頼み事に応えるのは、相棒ロツクラインほど得意じゃないですが、やってみましょう。俺も時間がない」


    　ハンターが窓まど際ぎわに近づき、レアールに語りかける。


    「レアール、お前、俺とヒュー・ロックラインが因子について講義したこと、ちゃんと憶えているか？」


    　レアールは、多た忙ぼうな軍人と会える機会が少ない上に、会えたとしても時間は毎回あまり取れない。しかし自分たちの因子について、多少は知識とスキルを詰め込まれていた。


    「僕らの因子は、『支配』や『知覚』に関するものと、肉体能力を高める能力とがある。たとえば、ヒューお姉様の『声』は、名指しして特定の人を束そく縛ばくして支配する力。ハンター大たい尉いなら、他人の呪じゆ術じゆつを拒否する力。だよね」


    　レアールが答えると、ハンターが小さく頷うなずく。


    「お前の『記憶』は、『支配』に関わっていないけど。これはどういうことだったかな」


    「僕の『記憶』は、身体能力を高める、という部分に関わっている」


    　淀よどみなく答えるレアールに、ハンターは「よくできました」と手を打つ。


    「でもな。俺、それだけじゃなくて、こういうこともできるんだよ」


    　ハンターが目を見開く。青紫の虹こう彩さいが、さっと赤く染まる。


    　キィンと高い耳鳴り。


    　思わず耳を塞ふさいだレアールは、階下の芋いも虫むしに視線を戻した。


    　初め芋虫は、頭をもたげてゆらゆらと揺れていた。音が聞こえ始めると、それは次第に大人しくなり、全身を細かく震わせ始め、最後には生理的嫌けん悪おをもたらす叫びを上げだした。すると幼虫を守るように取り巻いていた蛾がが、壁に激突してボトボトと床に落下してゆく。


    　誰も手を出していないのに、飛んでいた蛾がガラス窓や壁にぶつかり、自死してゆく。


    　薄気味悪い現象に、少年は瞬まばたきを繰り返す。


    「何をしたんだ？」


    「取り巻きの蛾の群れを呼び出したのは、たぶんあの幼虫の坊やだ。だから、坊やに『そいつらを処分してね』ってお願いしただけさ。こちらのお願いを理解できるくらいの知能がないと駄目だし、かといって高い知能がありすぎても言うことを聞いてくれないから駄目だけどな。人間にはさっぱり効かないね」


    　レアールが見ている前で、ハンターの瞳の色が戻っていった。


    「すごいな。僕にもできるようになる？　そういうちょっと派手で強い能力」


    「そのうちな」


    　ハンターは眉み間けんを指でつまみ、ソファへ戻るとぐったりと体を預ける。


    「……なんだか辛つらそうだね？」


    　レアールは自分を『因子持ち』にした『親ハンター』に問い質ただす。


    「──因子の力を使うと、けっこう疲労すんのよ。いずれお前も分かるよ」


    　ハンターは目を瞑つぶったまま『子レアール』の質問に答える。声は先ほどまでと違い、消しよう耗もうしきっていた。レアールはまだ、ハンターほどの力を使ったことがない。


    　外に様子を見に出た刑事が戻って来た。


    　建物の中で乱舞していた蛾がの大群が、崩れ落ちるように自死していったと報告する。


    「今日は大掃除か……おおぅ、気色悪い」


    　イングリットが身震いする。


    「まあ、芋いも虫むしはなんとかしよ。問題はそっちの少年やな」


    　眼鏡めがねを外し、ハンカチを取り出すイングリット。


    「僕はトランクの中身を知らなかったんだぞ」


    「それでも。ゴメン、で済むなら警察はいらん。知らん、で済むなら裁判所もいらん。起きた事件は解決する必要があんねん。ついでに君はこの事件のポジションとして重要や」


    　眼鏡のレンズを拭ふきながら、女刑事は応じる。


    「今の君の話が本当であるとしても、君を即刻解放するわけにいかん。平たく言うと、今の君の証言を裏づけるものが、現時点で何もあらへん。君の証言だけや。でもって、もし君の言う通りに彼らが殺人事件の犯人だったとしても、どうして死体をトランクに詰めたのか。何であの幼虫がおったのか。それが分からんのよ」


    「死体の隠し場所に困ったとか──お腹に寄き生せいさせたとか」


    　レアールが言葉を濁す。相当大きな芋虫であったから、もし腹に抱えて歩いていたら、それは妊にん婦ぷのようになっていたのではないか？


    　──妊婦。そういえばエリーズは妊婦であった。あの大きな腹に、幼虫が詰まっている図を想像する。だとすると、夫であるジュールの中身はいったい何になるのだろう？


    「蟲むし人びとでも、そんな人たちはいないわよ。ライティスも知ってるでしょ？」


    　ミッケラの指摘にレアールは曖あい昧まいに頷うなずく。


    　では、あのトランクと幼虫と死体の関係は？


    　レアールが頭を抱えると、イングリットが眼鏡に息を吐きかける。


    「ひょっとしたら、その夫妻も蟲人かもしれへんな。人目を避けるように港を去ったっちゅーのが気になる。それに二人を案内した男は、ウチらがずーっとチェックしとる密入国斡あつ旋せん業者かもしれん。可能性は大いにあるで──まあ、君の言い分を信じるなら、やけどな？」


    　光にレンズを透すかし、女刑事はさらに磨く作業を継続する。


    「だから、僕は正しいことを言ってるってば！」


    「そこや！　ウチな、君にひとつ提案があんねん」


    　レアールだけでなく、全員の注目を浴びるイングリットは、続けてこう言った。


    「『因子持ち』で、犯人と直接会話して、顔を見ている記憶力抜群の君に、協力を要よう請せいしたいわけや。もちろん、礼はする」


    「僕が描く似顔絵を見ればいいじゃないか。今から描いてあげるから、それを持って町に捜しに出ればいいだろ」


    「そうやね。でもこれな、じつはもうひとつ利点があるんよ。君が捜査に同行、協力してくれるとな、君が今言った言葉が本当か噓か、わりと早い時点で確認できるんよ。どや？　やらへんか？」


    「どういうこと？」


    　眼鏡めがねをかけ直したイングリットが、レアールを真っ直ぐ見る。


    「ウチのコネ使って、白黒はっきりさせたる言うとるんよ。正しかったら、ボロボロにした服を弁べん償しようしたるし解放したるわ。……ただ、捜査には協力して欲しいけどな」


    　レアールは呟つぶやく。


    「少し待って。考えるから」


    　その台詞せりふに、ビキ、とイングリットのこめかみに青筋が立つ。


    「待つ……て、こっちは時間が」


    「レアール君、レアール君」


    　コールランドが二人の間に割って入り、穏やかに諭さとす。


    「君がここで首を縦たてに振ることで、誰が幸せになれるか考察したんだ、聞いてくれるかい？」


    　コールランドは、そう前置きして指を折り始める。


    「まず警察。仕事が早く片づく」


    　幼児とレアールの視線がイングリットに向けられる。「そうだよね」という幼児の言葉に、彼女は大きく頷うなずいた。


    「ロンドン市民を守るのがウチらの仕事や」


    　女刑事は握り締めた拳こぶしをブルブル震わせながら力説する。


    　続いてコールランドは自分自身を指差した。


    「次に私。荷物が早期発見されて、アーバティ君や君に関する研究が早く進むね。そしてミッケラ。君が活躍する姿を見て満足する」


    「アンタが無ぶ様ざまに転げ回る様を特等席で見ることができるのよ。これはチャンスだわ」


    「最後に君自身だ。アーバティに活躍を自慢できるよ？」


    「ハンター大たい尉いは？」


    　レアールの緑の瞳が、青紫の瞳の軍人を射いる。


    「俺？　会議すっぽかして来たから、昆虫好きの上官に芋いも虫むしを進呈して、点数稼かせぎをする」


    『戦利品』である芋虫を指差す。その場にいた警察官全員から「勝手に決めるな」という視線が送られるが、ハンターは知らぬふりを決め込む。


    「よく分かりました。僕が首を縦に振らないと、全員不幸になるんだ」


    　何度も何度も頷き、少年は周囲の大人たちとミッケラを見渡した。


    「ほな答え聞こか」


    　代表してイングリットが口を開く。


    「どないする？　協力か、拒否か」


    　イングリットの問いかけに、少年は首を傾かしげ、なおも戸と惑まどった様子を見せる。


    「そんなこと言われても」


    　自分は事件に巻き込まれただけだ。たまたまトランクが入れ違って、その中身が女性の変死体であっただけだ。たかだか十代の子供が、大人に交じって何ができる？　因子があると言われたって、いつでもその力が発揮できるわけじゃない。今回のように記憶を封じられ、濡ぬれ衣ぎぬを着せられたらどうしてくれるのだ。


    「ウチらもな、時間がないねん。危険な『因子』が潜せん伏ぷくしとるなら、早はよぅ見つけて手を打たなあかんの。ほかの利用者からも情報収集中やけど、どうもレアール君と同じように記憶に蓋ふたをされてるらしくてな。思うように成果が挙がらんのよ」


    　そして赤毛の女刑事は解かい剖ぼう室を指差す。


    「下の状況は見たやろ？　あの幼虫は人を喰う。そんで、あいつを運んで来た奴らがおる。奴らが運んどったのは、ホンマにこの一匹だけか？　それはまだ分からん。調べ始めたばかりやからな」


    　それはここに来るまでにも何度か聞いている。レアールは頷うなずいた。


    「情報が足りん。人手も足りん。ついでにウチは人じん望ぼうがあらへん。女で刑事であるのが面白ない奴らがおるんでな」


    　騎士道があると言っても男だん尊そん女じよ卑ひが色濃く残る警察機構では、イングリットの存在は確かに珍しいものだ。


    「ウチは、この事件を早期に解決したい。いつもいつもウチに厄やつ介かい事を押しつける同どう僚りようを見返してやりたい。そのためなら、道端に落ちている石だって、誤ご認にん逮捕だった因子持ちの少年だって、なんだって使う。──それともアレか？　君も、女にこき使われるのは嫌いやなタイプ？」


    　レアールは勢いよく頭を横に何度も振った。


    　女性の警官だから嫌だとか、そういうことはない。知り合いにはロックラインという女性士官がいるし、彼女が男のハンター以上に活躍していることも知っている。第一、そのような気持ちがあったなら、ミッケラとは縁が切れている。


    「そんな理由で嫌がったりしないよ。なんていうのかな、本当に僕しかいないわけ？」


    　少年は、イングリットのサファイアの瞳を凝ぎよう視しする。


    「残念ながら事件は君から始まったんよ。ウチらが事件を解決するために、君の協力が必要なんや。頼む」


    　イングリットは澄んだ目と静かな声で少年に訴える。


    　女刑事がもう一度「頼む」と言って口を閉ざすと、見学室の中はしんと静まった。


    　レアールは目を伏せて暫しばらく考える。イングリットが気を揉もんでいる。だが、レアールの意思表示をじっと待ってくれているのもよく分かった。


    「分かったよ、協力する」


    　レアールははっきりした声で宣言し、大きく頷うなずいた。


    「よし、それでこそ男や！」


    　歓喜で顔を輝かせたイングリットは、ぐいとレアールの胸を強く押した。よろけたレアールを同どう僚りように押しつけると、大きく手を叩いて場を仕切る。


    「君と先生とお嬢ちゃんは、さっきの会議室に戻って作戦会議！」


    　警察官がミッケラを押し、レアールを引きずり、コールランドを抱えて部屋を出て行く。


    　続いて、女刑事は部屋に取り残されたハンターを指差す。


    「軍人。ウチの上じよう司しのところに案内したるわ。何か貢みつぎ物が欲しいなら、ウチの上司と交こう渉しようせぇ」


    　タダでは渡さへん。


    　イングリットの言葉に、ハンターは嬉うれしそうに頷いた。


    　ハンターの上官は「会議を抜けて行くなら、見返りになりそうな、それなりの成果を出して来い」と言って送り出してくれた。上官に特に望んだものがあったわけではないだろうが、外出を許してくれたからには、何かしら得て帰りたいと思っている。


    　たとえば、階下にいる芋いも虫むしとか。警察の情報とか。コネクションとか。


    「ビジネスの話ね。脅きよう迫はくよりそっちのほうが好きだな」


    　強制より懐かい柔じゆう。脅迫より交こう渉しようが、ハンターの好みだ──レアールに対しては別だが。話し合いは望むところである。


    　刑事の上司から如い何かにして戦利品をもぎ取るか、歩きながら思し案あんする。


    「ウチと同じく、リバプール育ちのオッサンや。手て強ごわいでぇ？」


    　それに、ハンターは尻上がりに口笛を吹いた。彼の本当の戦いはここからだ。
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    　レアールが尋じん問もんと『親』からの拷ごう問もんを受けていた頃


    



    　ロンドンの地下にある人工の洞どう窟くつでは、若い夫婦が寄り添って座り込んでいた。


    　辺りは暗く、冬であるというのに暖かい空気が立ち込めている。


    「エリーズ、寒くはないかい？」


    　茶髪の若者は、自分が着ている黒いコートを脱ぐと妻の肩にそっとかける。


    「ええ。大丈夫よ。気遣いありがとう、ジュール」


    　港でレアールとすれ違った夫婦は、到着したその日と翌日の大半をこの暗い地下ですごした。


    　英国イギリスに着いたその日は運悪く、港で密航者の取り締まりや積み荷の検査をする日であった。だが迎えの男が抜け道に誘導してくれたおかげで、彼らは警察の目を逃のがれることができたのだ。


    　ここまでは大丈夫だ。ここまでは。問題はここから先、新大陸アメリカへ移動するまでの自分たちの言動だ。ひとつ間違うと、種族全滅の恐れがある。慎しん重ちようにいかねばならない。


    「『彼』は、遅いね」


    　低く呟つぶやいてジュールは聞き耳を立てる。港で出会った蛙かえる顔の案内人は、地下のルートを探って来ると言ったきり、もう半日近く戻って来ない。


    　遠くから風の音が響き、地上よりも暖かい地下に棲み着いている虫や動物が、微かすかな足音を立てる以外、特に大きな音を立てるものはない。


    「思い切ってこんな遠い場所までやって来たけれど、私たち本当に他よ所その土地でやっていけるかしら。子供を育てるのだって、上う手まくできるか分からないし」


    「でも、元いた場所には戻れないよ」


    　彼らはギリシアから仏国フランス南部、そして仏国北部と流る浪ろうの旅を続けて来た。暖かい地方で静かに暮らしていたのに、新しん参ざんの人間や他の因子持ちに住処すみかを追われ、それでは新たな土地をと思い選んだ住処は、同じように流離さすらっていた同どう胞ほうとの縄張り争いに敗北して奪われた。都市部に行けば偏見で凝こり固まった人間たちに嫌けん悪おし差別され、誰も知らない土地を探し求めていた。


    　寒さで動かなくなりそうな体を、二人で支え合いながら、ヨーロッパ大陸を彷徨さまよい、そこに安住の地がないと知るや、新大陸アメリカに居場所を求めた。


    「この国みたいに寒かったら……」


    　表情を曇らせるエリーズ。


    　英国イギリスは思っていた以上に寒かった。でもこの時期に出ないと、仏国フランスの警察の目をすり抜けるのは難しかった。彼らは自分たちをよく知っている。彼らの気が緩ゆるむ今の時期を使って、脱出するしかなかったのだ。


    「大丈夫さ。新大陸アメリカはとても広い土地だと聞いている。僕らが住める環境が必ずあるよ。それに、君と僕が一緒ならきっとやっていける。これまでも一緒にやってくることができた。そうだろう？」


    　ジュールは、そっと笑ってエリーズの腹を優しくさする。


    「誰か来たわ」


    　エリーズが囁ささやき、ジュールに寄り添う。


    　ランタンの明かりが鬼火ジヤツク・オ・ランタンのように、ゆらゆらと揺らめきながら二人に近づいて来た。


    「遅くなってすみませんねェ、旦那だんながた」


    　鬼火とともに現れたのは、二人をロンドン港からこの地下に導みちびいた蛙かえる顔の案内人だ。彼は例の、目をかっと見開き歯を剝むき出す奇妙な愛あい想そ笑いを浮かべたが、ランタンの明かりを顎あご下から浴びているものだから、奇怪な上に不気味さが増している。


    　凄すごみを増したその笑顔を見たエリーズが、「なんだか餌えさにされそう」と囁ささやいた。


    「おっと奥様。外見で人を判断しちゃいけねぇや」


    　ばつが悪そうにエリーズが俯うつむき、ジュールが立ち上がって謝罪する。


    「妻が失礼を」


    「なぁに、構いませんて。さ、参りやしょうか」


    　蛙顔の案内人は顎をしゃくり、自分が今来た道を戻り始める。


    　案内人が歩く度たびに明かりは揺れ、レンガで舗ほ装そうされたトンネルをおぼろげに照らし出す。ところどころから水が滲にじみ出して人の顔のような模様を作っている場所もあれば、レンガが剝はがれ落ちて剝むき出しの土が見えている場所もある。人の気配に驚いて、逃げ出すドブネズミもいる。


    　腐った水の臭いと、生ぬるく停滞した空気。


    「そういえば、旦那がたはランタンを持たなくて平気なんですかィ」


    　ジュールは物珍しいのか、忙せわしなく周囲を見回しながら案内人に答える。


    「僕らは暗くても明かりを必要としない。見えるんだ。……ひょっとして君、『因子』を持っていないのかい？」


    「へぇ。あっしは、生まれてから今日まで因子なしなもんでねェ」


    　夫妻が運ぼうとしていたふたつのトランクのうち、片方はジュールが、もう片方は案内人が運んでいる。ガタゴトと騒がしい音を立てるので、エリーズが抗議した。


    「荷物はもう少し丁てい寧ねいに扱ってくださらない？　命より大事なものが入っているの」


    「おっとと、こいつぁあっしの不注意でぇ」


    　そうやっておどけた醜男ぶおとこは、そこから先は非常に丁てい寧ねいにトランクを運んで行く。


    「ところで、ここはどういう所なのかしら」


    「ロンドン地下鉄チユーブの廃線になった地下道でさァ。現在使用されている路線にも、繫つながっている場所がありまさァ」


    　案内人は足元のレールを蹴りつける。


    「抜け道もいくつか存在するんで、これからも地下を利用するつもりなら、ゆっくり確認するといいですぜ」


    「そうだね。そうするよ」


    　二人は蛙かえる男に誘導されてしばらく廃線を歩き回った後、ある壁の前で立ち止まる。


    「ここでさァ。ここが、旦だん那ながたの仮の住まいでさァ」


    「ここが？　ただの壁では……いや、隙すき間ま風が……？　隠し扉とびらかい？」


    　ジュールの指摘に男は「へぇ」と頷うなずき、壁の前に首から下げていたペンダントをかざす。


    　男の目の前の壁が長方形にチカと光り、壁の一部が消えた。


    「ははぁ、魔法で開くのかい」


    　トンネルの壁が消失し、その先に小さな部屋がある。ジュールは愉快そうに中を覗のぞき込んだ。


    「へぇ。このペンダントはふたつございますので、ひとつは旦那が持ってくだせぇ。もうひとつは、あっしが持ちやす。ここを引き払う時には、そのペンダントをお返しくだせぇ。そういう決まりになっているんでさァ」


    　ジュールにペンダントを手渡すと、男が最初に入って夫妻を呼び込む。


    「ここは屋敷の地下室になりやす。屋敷は家具付き。前の住人が置いていったので、それを使ってくだせェ」


    「廃線になった地下迷宮に、秘密の入り口を作ったのかい？　なかなかすごいことをするね」


    「へェ。あっしは魔術なんてよく知りやせんが、魔術師の先生が、チョチョイとね」


    　夫妻を案内すると再びペンダントをかざす。ぽっかりと長方形に開いていた入り口が、チカと光って単なる壁に戻った。


    「さ、こっちでさァ」


    　案内人の男は、夫妻を先導する。地下室から階段を使って階上へ出る。


    　三人の眼前には、薄暗く冷え切った屋敷のホールが現れた。


    　背後には、たった今歩いて来た地下室に通じる扉がある。正面には十分な広さを持ったホールと立派な玄関が見える。とても立派だが、埃ほこりまみれになってしまっている二階へ続く階段。絨じゆう毯たんは正面玄関から階上まで、真っ直ぐ敷かれていた。汚れているが、元は緋ひ色いろをしていたようだ。


    　ジュールはホールの中央に立って頭上を仰ぎ見る。蜘く蛛もの巣が張り巡らされたシャンデリアがある。蜘く蛛もの巣を払えば豪華なのだろうが、現状はただ不気味なだけだ。


    　続いてホールの左右の壁を見る。どちらにも同じ位置に扉とびらがあり、そこは閉じられていた。この扉を開けた先に、部屋があるのだろう。


    「ずいぶん立派な屋敷だね」


    「へぇ。暖だん炉ろのある場所に移動しやしょう」


    　こちらでやす、と案内人はジュールが見ていた右の扉を開けた。


    　扉の向こうには、廊ろう下かが真っ直ぐに延びており、その廊下を挟はさんだ両側に、いくつかのドアが等とう間かん隔かくに並んでいる。


    「ここは、ホールを挟んだ両側に、同じ数、同じ広さの部屋がありやす。後で見ておいてくだせぇ」


    　後に続くエリーズが、腕をさすりながら呟つぶやいた。


    「いい家ね。でも少し寒いわ」


    　愛あい想そ笑いをした蛙かえる男は、ホールから一番手前にあるドアを開けた。


    「ほぉ」


    　感嘆の声を上げてジュールは廊下を観察する。


    　ドアノブの数は八つ。左右対称だから、ホールを挟んで建物の逆側にも、同じように八つの部屋があるのだろう。仮住まいにしては、充分すぎるほどの広さと言える。


    「ささ、こちらへ」


    　エリーズがまず中に招かれる。


    「こちらでやんす」


    　一行が埃ほこりだらけの談話室に到着すると、案内人の男は、運んでいたトランクを静かに下ろし、暖炉の前に駆け寄った。


    「あっしらは、英国イギリス本土に正規ルートで入れない人たちを支援するのが仕事でしてねェ。この屋敷はそんな風に臑すねに疵きずを持つ『お客さん』がたが一時的に使う場所でさァ。ただこの半年ばかり誰も住む人間がいなかったんでェ、ちょっと汚いかもしれやせんが、そこは我慢してくだせェ」


    　暖炉に用意していた薪まきをくべて火を点ける。


    「石炭はちょいとお値段が張るんでね。これで我慢してくだせェよ」


    　小さな種火が徐々に大きくなっていくのを確認すると、蛙男は暖炉のそばから離れた。


    「ありがとう、案内人さん」


    「いえいえ。あっしは仕事をこなしただけでやんす。ほかにご用はございませんかねェ。特にご用がないなら、一週間後にまたこちらに伺うかがうことになりやすが」


    「ここまでどうもありがとう。英国人は紳士だね」


    　ジュールはポケットからポンド札を取り出し、数枚を男に差し出す。案内人の男はジュールから金を受け取ると、その場で金額を確認することもなく、くたびれたジャケットのポケットに突っ込んだ。


    「それと、僕たちをロンドンに呼び寄せてくれたかたにお会いしたい。えぇと名前は……ジェイ・ヴァン・ドレイク卿きようだったかな。都合をつけてくれないだろうか」


    「カラスの旦だん那なですかィ。追加の代金を頂ちよう戴だいしやすが」


    「頼む。なるべく早くに会いたい」


    「分かりやした。旦那と連絡が取れたら、またここに参りやす」


    　蛙男は挨あい拶さつすると、来たばかりの扉とびらをくぐり抜けて立ち去った。


    　夫婦だけになった後、ジュールは部屋に置かれた安あん楽らく椅い子すを、暖だん炉ろの近くに移動させた。座る部分に積もっている埃ほこりを丁てい寧ねいに払はらいのけ、そこにエリーズを座らせる。


    「そうだわ。子供たち。窮きゆう屈くつな思いをしていないかしら」


    　案内人とジュールがひとつずつ運んで来たトランクは、部屋の隅に置かれたままだ。


    　ジュールがふたつのトランクをエリーズのそばまで運んで行き、そっと横たえると静かに鍵かぎを開ける。


    　夫の息を呑む気配に、エリーズは目を剝むき立ち上がった。


    　ひとつのトランクには、革を幾いく重えにも敷いた中にくるまれるように入っている巨大な芋いも虫むし。もうひとつには──紙と羊よう皮ひ紙しの束が詰められていた。


    「リュシアンしかいないわ。ベルナデットがいない！」


    　トランクに入っていた芋虫がみじろぎし、ガラスを爪で引っ搔かく時のような声を上げた。


    　ジュールは呆ぼう然ぜんとトランクを見下ろす。


    「どういうことだ」


    　ロンドン港からこの屋敷まで、荷物を引きずって来たのは、先ほどまで一緒にいたあの男だ。廃線内で待っていた時には、ジュールもエリーズもトランクのそばから離れなかった。


    　警察の回し者か？　それとも、偶然か。


    　エリーズは頭を搔き毟むしる。頭髪が数本、ちぎれて床に散らばった。


    「何なの、この写真と紙の束はっ？　どういうことなのっ？」


    　ジュールはヒステリックに叫ぶ妻と、トランクの中身を見比べる。


    「どこかで入れ替わったんだ」


    「そんなことは見れば分かるわ！　早くベルナデットを見つけないと！」


    　夫にしがみつき、エリーズは叫ぶ。


    「人間に殺されてしまうわ！　あいつら、本当に酷ひどい生物なのよっ」


    　金切り声で叫ぶ妻に、ジュールは困こん惑わくする。


    　自分たちは英国に不法入国した身だ。自分一人ならともかく、身み重おもの妻がいる。下へ手たに騒ぎ正体がばれた場合、逃げ切れるとは限らない。そもそも自分たちの種族は、人間たちに迫害されてきた身だ。この国の住人とも極力接触したくない。


    　自分には君がいる。僕らさえいれば、何度でもやり直せるじゃないか──。


    　ジュールの逃げ腰の思考を読み取ったのか、エリーズは夫の胸を叩いた。


    「子供は大事よ！」


    「正論だ。でも僕らが生きてこそ、次の世代が──」


    　夫の言葉にエリーズは目をかっと見開き、怒鳴りつけた。


    「あなたっ。あなたにはただの『子供たち』でしょうけれども、私には、お腹を痛めて産んだ宝物なのよっ」


    「でも、見知らぬ土地で下へ手たに動き回ってみろ、発見されやすくなるに決まってる」


    「見つからないように動いて、あの子を取り返せばいいのっ」


    　ヒステリックに喚わめくと、先ほどより強く夫の胸を叩く。


    「あの子が人間に八つ裂きにされるなんて考えたくもないわっ。もう犠ぎ牲せいはたくさんなのっ」


    　エリーズの脳のう裏りには、かつて子供を撲ぼく殺さつし燃やし尽くしたフランス人たちの姿が焼きついている。奴らはジュールたちが暮らしていた森を焼き払い、そこに工場を建てたのだ。


    「わ、分かったよエリーズ」


    　ジュールはトランクに鼻を近づけひくつかせる。


    　女性用の香水の匂い。革の臭い。海の匂い。機械油の臭い。


    　船で捕らえ食糧とし、そのままトランクに押し込めた若い女の匂いはどこにもない。


    　複数の匂いがついているが、ひとつだけ異様なものを嗅かぎ分けた。──『因子持ち』特有の匂いだ。自分のものではない。妻子のものでもないし、案内人の男のものでもない。そしてそれはとても新しい。


    「この匂いの人物か」


    　続いてジュールは、トランクにあった封筒に注目する。それを手に取り、表に書かれた名を目でなぞる。


    「セタ・コールランド……コールランド、どこかで聞いた記憶があるな」


    　首を傾かしげる。


    　封筒を開けることに躊躇ためらいがあったが、緊急事態だ。


    「申し訳ない」


    　この場にいない宛名の人物に謝罪し、封筒を開けて中身を確認する。そこに書いてある文章を幾いく度どか読み返し、あることを思い出してポンと手を打った。


    　ヒトの生活を知ろうとして、いくらかの書物を手にしたことがある。そのうちの一冊の著者、オカルト研究家と同じ名だ。


    「彼なら、何か知っているかもしれないな」


    　ジュールは立ち上がる。


    「エリーズ、すぐに取り返して来る。場所は──まだよく分からないが、相手はそれなりに有名だから、たぶん大丈夫だ。少し待っていてくれ、必ずベルナデットを取り返す」


    「見捨てたら駄目よ？」


    　念を押すエリーズに神しん妙みような顔で頷うなずき返すと、レアールが持ち帰る予定であったトランクを手に携たずさえ、人工の地下迷宮に戻って行った。
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    　　　　４


    



    　魔女っ子ミツケラの通う学校のそばのベンチにて


    



    　レアールは、盛大な溜ため息いきを吐き出した。


    「はーっ。成果が挙がらないなぁ」


    　もう一度、溜息をつく。


    　その隣となりにいるイングリットは、各社の新聞を一部ずつ買って記事に目を通している。


    　女刑事の青い瞳が左右に忙せわしなく動き、新聞の文章をなぞっていく。


    　新聞には警視庁スコツトランド・ヤード内の写真入りで、大量の蛾がが出現したこと。怪け我が人が多数発生したこと。昨日今日と警察の事務処理が滞とどこおっていること。そして警視総監の「署員が咄とつ嗟さに対応できず、極めて遺い憾かんである」というコメントが記載されている。


    「ご飯、買って来る」


    　小こ腹ばらが空いたレアールは、近くの店から二人分のフィッシュアンドチップスを買って戻って来ると、イングリットと同じベンチに腰かけた。


    「はい、刑事さん」


    　レアールが円えん錐すい状に丸めた新聞紙をイングリットに差し出す。この新聞紙の中には白身魚の揚げ物とフライドポテトが包まれている。白身魚の切り身に、小麦粉を卵と水で溶いた衣ころもをつけて油で揚げ、ジャガイモを棒状に切って揚げたポテトを添えるのだ。味付けはモルトビネガーと食塩、あるいはケチャップやマヨネーズをつけてもいい。


    「おおきに」


    　油が滲にじむ包み紙ごと受け取り、魚の揚げ物をかじる。新聞紙のインクの匂いと、食物油の匂いが鼻をつく。


    　これが二人の本日の昼食だ。


    「そういえば、あれからハンター大たい尉いの姿が見えないけど、どこに行ったの」


    「あのＣ調シーチヨー男やったら、『戻らんと仲間にブッ殺される』て言うて、戦利品を持って帰りよったわ」


    　女刑事は揚げ物を咀そ嚼しやくしながら、新聞の残りの記事に目を通していく。


    「Ｃ調男って何。リバプールの方言？」


    「『調子いい男』のことや。調子チヨーシを逆さにしてシーチョー。だからＣ調な」


    「刑事さんって、若く見えるけど、じつはだいぶ年とか」


    「……ウチも同どう僚りようから聞いたんやで」


    　レアールは、イングリットを見返す。その疑いの眼まな差ざしに、イングリットが眉まゆ尻じりを吊り上げる。


    「そういうことにしておくよ」


    　女刑事の隣となりで昼飯にかぶりつく。


    　レアールが食べているＦ＆Ｃフイツシユアンドチツプスには、食塩とモルトビネガーをたっぷりかけてある。


    「可愛かわいくないなぁ。……ここでどのくらい待てばええの」


    「ミッケラが、学校終わってやって来るまで」


    　レアールが指した先には鉄てつ柵さくがあり、さらにその先にはゴシック様式の立派な建築物がある。


    　午前中の捜索を終えた二人は昼食をとる傍かたわら、その学校からミッケラが出て来るのを待っていた。


    「時々この道は通るけど、ここの学生は可愛い子が多いんやね」


    「うん」


    「レアール君とミッケラは、どういう関係なん？　つき合ってるん？」


    「それはないない。僕は大人しい子が好きだし」


    



    　たとえばアーバティのような。


    　しとやかで暴力なんて絶対ふるわない、何よりも笑顔が似合う子が好き。


    



    　心の中で呟つぶやき、Ｆ＆Ｃフイツシユアンドチツプスをさらに一口かじる。分厚い衣ころもがたっぷり油を吸っているが、そこがまたいい。


    「そか？　まぁ、ええけどな」


    　イングリットは眼鏡めがねのブリッジを持ち上げた。


    「ほな重ねて聞くけど、彼女とコールランド先生は、どういう関係なん？」


    　昨日に引き続いてまた尋じん問もんかあ。という表情がレアールの顔に出たのだろう。あわててイングリットはつけ加えた。


    「あ。今日は純粋な興味やで！　まあ仕事も……多少絡むけどな」


    「ミッケラは、コールランド先生の本を読んで、感動して押しかけたって言ってた」


    「本って？」


    「『魔術と呪じゆ術じゆつ─東洋と西洋の違い─』っていう本。僕はあまり難しい文章を読めないから、本の内容はよく分からないけど。聞きたい？」


    　このぐらいの厚みがあるんだ。レアールは十センチほどの幅を指で作ってみせた。


    「またの機会にするわ。長くなりそうやし、すぐには理解できへんやろ」


    「だろうね。僕も分からない。でも次の『超古代文明─その光と影─』では僕とミッケラも本を作るのを手伝ったんだぜ」


    　少しだけ得意になるレアール。彼が手伝ったのは、絵や魔方円を資料から原稿に正確に書き写す作業だ。


    「僕は、食うに困っていた時に、先生に拾ってもらったんだ。文字の読み書きは得意じゃないから、肉体労働専門。文字は先生とミッケラに教えてもらっているよ」


    「へぇ！　なんで『因子持ち』になったん？」


    　レアールは因子持ちになった経けい緯いを話した。


    　コールランドとともにギアナに行き、そこでアーバティやハンターらと出会ったこと。密林の奥深くに入ったこと。命を落としかけたところで、ハンターに救ってもらったことなど。


    「あの時は大変だったよ」


    　少年はその言葉で締めくくると、ポテトをもそもそと咀そ嚼しやくし飲み下す。


    「でも『因子持ち』になっても、先生もミッケラも近所の人も、以前とまったく変わらないよ」


    　だから少し拍ひよう子し抜けしている。


    　レアールは肩を竦すくめてイングリットを見る。


    「ええ人たちばっかやな」


    「うん。……魔女ミツケラさえいなきゃ、ね」


    　その言葉が、合図だった。


    「ライティス～」


    　ミッケラの明るく弾はずむ声が近づいて来る。


    「ちゃんと待っていたわね。えらいえらい」


    「今日は早いね。まだ食べ終えてないのに」


    　レアールは、制服のまま駆けて来るミッケラを発見すると、残ったＦ＆Ｃフイツシユアンドチツプスを急いで胃に押し込める。


    「アンタが不幸になるのを目の前で観察するのが、今のアタシの趣味なの！　学校が終わったから、これから趣味の時間なの！」


    「ミッケラの悪趣味」


    　ベーっと舌を出してレアールの抗議を却きやつ下か。続いてイングリットに向き直って一礼する。


    「イングリットさんこんにちは！　ライティスが足を引っぱってないですか？　アタシが来たからには、百人力ですよ！」


    「レアール君は、ミッケラちゃんがおらんでも、しっかりがんばったよ。にしても、君は虚きよ弱じやくそうやのに、昨日も今日も元気[image: ]はつ剌らつやなあ……魔術とか呪じゆ術じゆつって、そんなに元気よくなるものなん？　教えてもらおうかなあ」


    　ミッケラはいい笑顔で頷うなずいた。


    「イングリットさんがその気なら、もう二、三人お呼びして、講習会開きましょうか？」


    「ホンマに？　ほな、時間ある時に頼みますわ。仕事に役立ちそうや。いやぁ、面白い子と知りおうたね、レアール君」


    　イングリットがレアールに同意を求める。そんなことを言われても、と思い少年は複雑な表情をした。


    　女性ばかり仲よく固まっていく。それはいい。女性というのは、そういうものだ。しかし、ミッケラが中心にいることが、レアールはとても恐ろしい。イングリットらに何を教えるつもりなのだろう。


    「呪のろい人形とか作ってないよな？　また新しい魔法とか作ってないよな？　実験する気、ないよね？」


    　少女はほほ笑んだ。それだけなのに、何な故ぜかレアールにはとても邪じや悪あくに見える。


    「残念。今日はやってないの」


    「今日『は』……か」


    　ゲンナリするレアール。


    「いやぁ、青春やね！　見てるとなんだか妬やけるわぁ」


    　女刑事はアハハと笑ってベンチから立ち上がると、握り拳こぶしを作ってレアールとミッケラの腹に気合を入れる。


    「さぁ少年少女探偵団！　捜査続行や。気合入れていくで」


    「はーい！」


    　イングリットに従い、レアールとミッケラは、濃いレンガ色をしたチューダー様式のテラスハウスの前に立った。


    「ここなんよ」


    　玄関に立ち、ドアノッカーを叩く。扉とびらが開いてなかから出て来た大男は、肩の筋肉が盛り上がり、荒すさんだ雰ふん囲い気きをまとっている。ここの番人のようだ。


    『番人』が、イングリットたちをにらみつけた。


    「何の用だ」


    　男の不ふ機き嫌げんでぶっきらぼうな声を嫌って、ミッケラがレアールの背後に隠れた。


    「女主人ミストレスに、スコットランドヤード『移民管理局』のイングリット・ガーバットが来た、って伝えてもらえます？　うしろの子は、ウチの協力者ですわ」


    　レアールが帽ぼう子しを脱いでお辞じ儀ぎをし、その陰からミッケラが挨あい拶さつをする。


    「密入国しよった『因子持ち』が、ロンドンに潜せん伏ぷくしている可能性がある。そいつら蟲むし人びと因子の可能性が高いんよ。蟲人言うたら、お宅のコミュニティが一番大きいやろ？　ひょっとしたら何か知らんかなー、て思うて、立ち寄ってみた」


    　リバプール訛なまりで滔とう々とうと訴えると、大男は顎あごをしゃくった。


    「入んな」


    「おおきに」


    　招かれると、レアールは顔を上げて、ぐるりと見回す。


    　玄関を入ると、十歩ほど歩いたところに年季の入った階段と、入り口から二十メートルほど先まで真っ直ぐ続く廊下がまず見えた。白い壁には花の絵が飾られており、床は茶色の絨じゆう毯たんが敷き詰められている。


    「ここってどんな所？」


    　レアールは一番間近にある絵に目を留める。絵画だと思っていたそれは、一枚の白い布地に色とりどりの糸で描かれた薔ば薇らの刺し繡しゆうだった。


    「ここは『蟲むし人びと因子持ち』のサロンや」


    『因子持ち』全員に協力的な『親』がいるわけではないし、理解者に恵まれるわけではない。なかには非協力的な者もいるし、周囲からの差別を受けている者もいる。


    　彼らが、自分の因子とつき合っていくに当たっての心こころ得えを学ぶため、また、「自分一人ではない」という安あん堵ど感を得るため、どこの町にもサロンやコミュニティが設けられている。


    　そしてここは『蟲人』の因子を持つ人々が集つどう場所であるというのが、イングリットの説明だった。ちなみに今いるサロンは、紹介制である。


    「以前にもな、蟲人因子持ちが絡む事件があったんよ。切り裂き魔の事件でなぁ？　そんでその時に、今から逢う女主人ミストレスと知りおうてな。それ以来、懇こん意いにしてもろうてるんよ。因子持ちでもないのに、ここに入れるのは、警察でもウチだけやで？」


    　すごいやろ？　これもウチの人じん徳とく、コネやで！


    　得意げに言うと、イングリットはレアールに問いかける。


    「レアール君は、『吸血鬼因子』やろ？　そういうの、ないの？　あったら教えて欲しいけどなぁ」


    　レアールは首を傾かしげた。


    「そういえば、聞いたことないな」


    　『親』ハンターの口から、そんな話は出たことは一度もない。レアールの周囲が、因子持ちに寛かん容ようであるから不必要と判断されたのか、それとも単に紹介するのが面倒臭いのか。


    「あるのかもしれません。でも僕は、今のままでも満足している」


    　因子の話はハンターとロックラインから聞ける。二人がいない時には、先生に聞いている。近所の人やミッケラの態度は、一年前となんら変わらない。無理に知り合いを作る必要もない。


    「君、コールランド先生とミッケラちゃんに感謝せぇよ」


    　レアールたちに入館を許した筋肉男が案内した部屋は茶さ話わ室しつだった。頰を緩ゆるませる暖かい空気が、来訪者を迎える。


    　空気中には紅茶のいい香りが漂ただよい、暖だん炉ろでは石炭が爆はぜる音が聞こえる。


    「こ、こんにちは」


    　レアールは緊張しながら挨あい拶さつした。


    　長テーブルと木製の椅い子す。窓は大きく、明かりを採っており、暖炉は壁かべ際ぎわにあって、そばに安あん楽らく椅子が置いてあった。


    　その椅子には、編み物をしている白髪の老婦人が座っていた。


    「こんにちは、女主人ミストレス」


    　立ち上がって出迎えようとした婦人を、イングリットが手で制する。


    「ええですよ。そのままで」


    　このサロンを仕切る女主人ミストレスは、春の木漏れ日のような笑顔を三人に向けた。


    「今日は可愛かわいいお供をつれて、どんな御用件かしら」


    　イングリットは、レアールの描いた絵を差し出し、ここに来た目的を手早く語った。


    　老いた女は、レアールとイングリットの話を聞き終えると、静かに頷うなずく。


    「名めい簿ぼが必要なのね」


    「調べさせてもろて、えぇですか？」


    　女主人ミストレスが合図すると、メイドの一人が退出し、数分もすると人数を倍に増やして分厚いファイルを携たずさえ戻って来る。


    「こちらになります」


    　イングリットが一番上のファイルを手に取り、ページをめくる。


    　そこには名前と住所。どのような因子であり、『親』に当たる人物は誰であるかという情報が事細かに記載されていた。


    「イングリットさん、アタシ手伝います」


    　資料の山を前にして、ミッケラが立候補した。一冊のファイルを手に取ると、勧められた席で調べ始める。


    「ホンマありがとう、ミッケラちゃん。ウチ、調べ物に時間かかるタイプやから、手伝ってもらえて嬉うれしいわぁ」


    　あてにならなくてごめん。


    　文字が読めないレアールは、二人に心で謝罪した。


    　女性陣が名簿を調べ始めてからすぐに、レアールはあることに気づいた。


    「でも刑事さん。偽ぎ名めいを使っているってことはないですか？」


    　レアールの危き惧ぐに、イングリットは自信満々で答えた。


    「それは大丈夫や。女主人ミストレスは、噓つきを見破る特技をお持ちやからな」


    「大した能力じゃないのですけどね」


    　おっとりとした老婦人は、三人にほほ笑むと編み針を操り始める。


    「偽名か本名か、噓をついているかどうか、その程度なら因子の力で分かりますわよ」


    　ミッケラがファイルとにらめっこをしていた顔を上げ、キラキラした目で老女を見た。


    「すごいっ。そんな力があったら、ライティスが噓をついているかどうかなんて、一発で分かっちゃいますね！」


    　ミッケラは、きちんと名めい簿ぼに集中しているのだろうか。レアールは少しだけ心配になった。


    「そやそや。レアール君は、噓をついていませんでしたか、女主人ミストレス？」


    　そうだ、まだ疑われたままだったのだ。


    　藪やぶから棒なイングリットの問いかけに、緊張する少年。そんな彼を見て、老婦人はころころと上品に笑う。


    「噓だなんてとんでもない。彼はとても正直な人よ」


    「そうですか。これ以上、その子を疑わずに済みそうですわ。おおきにです」


    　レアールはほっと胸を撫なで下ろす。港でのアリバイを、やっと信じてもらえたようだ。


    「あの。僕は外に聞き込みに行って来ます」


    　まだレアールをいじり足りないのか、ミッケラに不満顔をされたが、いちいち突っ込んでいる暇ひまはない。今は仕事の時間なのだ。


    　似顔絵を持って、少年はそそくさと脱走した。


    　そして二時間ほどすぎたのち……。


    「あかんね。こっちにはないわ」


    「アタシが見たほうにも、それっぽい名前はありませんでした」


    　ファイルをすべて調べ終えた女性陣が、該がい当とう者なしであることを伝えてくる。


    「レアール君は？」


    　イングリットに話を振られ、レアールは頭を振った。


    「見つからないね」


    　似顔絵を手に、外回りの刑事たちに交ざり、道行く人々にスタンダール夫妻の消しよう息そくを尋たずね回ってみたが、収しゆう穫かくはなかった。


    「ここには寄っとらんかぁ」


    　目を瞬しばたたかせるイングリットに、ミッケラがもじもじしながら挙手をした。


    「ちょっとお手洗い」


    　少女は勢いよく席を立ち上がると、急いで部屋の外に出た。


    「……狭い狭いと思っていたロンドンですけど、いざ人捜しとなると途と端たんに広く感じますね」


    　レアールは地図と似顔絵を見比べ、肩を竦すくめる。


    　老婦人も既すでに部屋にはおらず、室内には一時的に二人だけになった。


    「なぁなぁ、レアール君」


    　呼びかけられたレアールは、情けない声のイングリットを見た。


    「ウチ、現場の刑事やから、書類まとめや資料読みは苦手やねん。疲労感を払ふつ拭しよくするような、面白い話をしたってぇな」


    　だれきった表情と声で、レアールに催さい促そくする。


    　人に頼み事をするのにそんな態度はないだろうと思ったが、──お人よしのレアールは天てん井じようを見上げて記憶をさらった。


    「うーん……そうだなぁ」


    　女性が好きそうな話があっただろうか。


    　結果、華か僑きようの男から聞いた話を披ひ露ろうすることにした。異国の話であれば、自分より経験を重ねているイングリットでも、知らない可能性が高い。


    「刑事さんは『赭あかつちの糸』ってご存じですか。ある森の中に妖よう女じよと妖女に使われている機はた織おり娘がいたんだ。娘はとても美人だったんだけど、毎日毎日機織ばかり」


    「ほぉ」


    　気の抜けた相あい槌づちだったが、レアールは構わず語り続ける。


    「だから彼女を振り向かせようとして、近くの村の男たちが彼女に言い寄った。彼女は、歌声が綺麗きれいな貧しい男を気に入って、彼に自分の織った織物をあげたりして尽くした。だけど彼は、彼女に飽あきちゃった。彼はその後、村むら長おさの娘と結婚できる立場になって、彼女を棄ててしまったんだ」


    「酷むごいもんやなぁ」


    　女刑事はしみじみと呟つぶやき、眼鏡めがねのレンズをハンカチで拭ぬぐっている。


    「人としてやっちゃいけないことだよね。でも機織娘はどうしても好きでしょうがなかったから、男と話をしようとしたんだ。男が娘に呼び出されて会ってみると、彼女は彼の子供を身ごもっていた。娘が生きていると立場が悪くなると思った男は、『邪じや魔ま者は消してしまえ』ということで、機織娘を殺してしまうんだ。そしたらどうだろう、死んだ娘は大おお蜘ぐ蛛もに化けてしまった。もともと彼女は大蜘蛛だったんだ」


    「……」


    「死んだ大蜘蛛の腹から小さな蜘蛛が出て来てね、そいつらは逃げようとする男を殺してしまうんだよ。そののち、子蜘蛛は妖女の許もとに戻って事情を説明し、母親のあとを引き継いで綺麗な声で歌う機織娘になった。──ってお話さ」


    　レアールが話を語り終える頃には、イングリットは表情を引き締めていた。


    　眉み間けんに縦たて皺じわを作り、真剣な表情でなにごとかを考えている。


    　単なる御お伽とぎ噺ばなしのつもりであったのに、相手の意外な反応にレアールは困こん惑わくした。


    　そんなに難しい話であっただろうか。


    「その男、君に面白い話をしたなあ。レアール君は、その話を聞いてどう思った？」


    　レアールは天井を見上げて視線をさまよわせる。


    「……後味が悪い話だなあと」


    　蜘蛛女とともに寝るとか、利り己こ的な理由で人を殺すとか。腹から子蜘蛛が出て来るとか。


    　想像したら恐ろしい光景ばかりではないか。


    「せやな。──で、その話、誰が黒幕やと思う？」


    「クロマク？」


    　思わぬ言葉に、レアールは復唱する。声が素すっ頓とん狂きようなものになった。


    「そう、黒幕や」


    　イングリットは真ま面じ目めな顔で頷うなずく。


    　レアールは唸うなった。


    　さすが刑事思考。何にでも疑ってかかるその精神には、恐れ入る。


    「美お味いしい思いをした人物って意味なら当然、男……じゃないですか？」


    　富と権力を手に入れようとして、結果としてその前に死んでしまったけれど、彼がいなければ、機はた織おり娘は静かに暮らしていたのではないか。


    　レアールはそう告つげた。


    「せやな。でももっと得した奴がおるで。そいつが首しゆ謀ぼう者や」


    　重ねて質問され、レアールは物語を冒頭から思い出してみる。


    　織物を売ってもらった町の人？　村むら長おさ？　娘？


    　矢や継つぎ早ばやに言うと、イングリットはすべてを否定する。


    　イングリットが頭を振る度たび、その癖くせの強い赤毛が揺れた。


    「ほかにもおるやろ。肝心な奴」


    「えー……」


    　ぐるりと目を一回転させ、思考を続ける。


    「こいつ、損したように見えて、得しとるで」


    「妖よう女じよ？」


    　この一言が出たのは、ほかに登場人物を思いつかなかったからだ。


    「せや。話が妖女に都合よすぎや」


    「確かにそうだけど」


    　だからといって、妖女が裏で糸を引いていたというのも安あん直ちよくすぎやしないだろうか。


    「まあ何にでも、裏があるわけやないし、御お伽とぎ噺ばなしにまで背後を求めるのは、刑事の悪あく癖へきやけどな。ウチはそいつが事件の黒幕や思うとる」


    「おまたせー！」


    「お、来よったな」


    　ミッケラの姿を認めると、イングリットは席を立つ。


    　つられて席を立ったレアールに、イングリットが笑顔を向けた。


    「ま。いろんな立場になって物語を見たらええよ。現実の事件に当たる時は、魔女役に注意や」


    　魔女。


    　レアールは、弾はずむような足取りで自分たちの許もとへ戻って来た『魔女』を見た。


    　二人の視線を受け、ミッケラは小首を傾かしげる。


    「深刻な顔をして、いったい何の話をしていたの？」


    「いやなに。ナゾナゾをしたんや」


    　少女のライトブラウンの瞳が、嬉き々きとして輝く。


    「どんな話？」


    　レアールはもう一度語って聞かせた。二度目ともなると、説明も上う手まくできるようになる。


    　話を聞き終えたミッケラの感想は、こうだった。


    「子こ蜘ぐ蛛もすごいじゃない。生まれてすぐにママの敵かたき討うちよ。立派ね」


    「それで、この話で一番いい思いをしたのは誰だろうっていう」


    「答えはあるの？　ないのね。じゃ、アタシは機はた織おり姫の自作自演だと思うわ。最初から子供に男を食べさせるつもりで、わざと殺されたの。呪のろって駄目なら殺して幸運を手に入れるのよ」


    「いちいち発言が不ふ穏おん当とうだよ。ミッケラ……」


    　少年少女の言葉の応おう酬しゆうに、笑い声を上げるイングリット。


    　そんな彼女の許に、茶さ話わ室しつの入り口で見張っていた大男が二人の警官をつれて来た。


    「おい女。テメェの客だ」


    　粗暴な言葉遣いで、二人の男を部屋に通す。


    　一昨日、港から出ようとするレアールを止めた、口ひげの警官と眉の太い警官の二人組だ。


    「ガーバット刑事、事件です」


    　部下の姿を見て、イングリットの緩ゆるみきった顔から笑顔が消えた。


    「なんや、話してみ？」


    　敬礼を終えた二人は、イングリットの顔を見たまま、早口で報告を開始する。


    「巡じゆん回かい中の警官が、子供の誘ゆう拐かい事件に遭そう遇ぐうしました。また、止めに入った警官と地域住民に死傷者が出ております。追跡しましたが、いまだ消息不明です」


    　女刑事は眉を跳ね上げた。


    「なんや、似顔絵の男が出たんかと思ったわ」


    「目撃者の証言では、まったく違う人物です」


    「別件かいな。あかんなぁ、年末は静かにすごすべきやで」


    　イングリットは頭を搔かく。縛っていた赤毛が、ボサボサになる。


    「子供の命も大事やからな……。よしっ、現げん場じように案内！　二人とも行くで」


    「了りよう解かいっ」


    　三人が向かった先──。


    　見覚えのある風景に、少年と少女が顔を見合わせる。


    　レアールはミッケラの顔に、ミッケラはレアールの顔に不安の色を見た。同じことを考えているのだ。


    　先ほどの警官は、何と言っていた？


    　今日、先生はどこで何をしていた？


    「まさか子供って」


    　レアールは助手席からコールランド邸を凝ぎよう視しする。


    　邸宅とその周囲に立つ警官や近所の人々が見えてきた。


    「しもたな。蛾がのことが新聞に載っとったから、奴は本庁に行くかな、と思うてたのに。こっちに来よったか」


    　イングリットが低く呟つぶやく。


    　不安が現実になった。
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    　時を少し遡さかのぼり、レアールが昼食を頰ほお張ばっている頃


    



    　ロンドンの中心部を半日ほど徘はい徊かいして、ジュールはやっと目指していた屋敷に到着した。


    「ここが、そうか」


    　町では、警察官がたくさん徘はい徊かいしていた。出かける直前に思い留とどまり、ロンドンに到着した時とはまた違う人間の皮を被かぶってきてよかったと思う。


    　この人間スーツは五年前に手に入れた。ギリシア系の中年男だ。巻き毛の黒髪を短く整え、口ひげがある。背の高さも体つきも平均的なもので、目立つ姿をしていない。目立たない姿を選んでいるのだ。衣服はジュールがイギリス到着時に被っていた栗くり毛げの少年のものを使っている。二人とも身長は同じくらいだった。


    　コレは特に思い出深い。今より若かった頃だ。この皮を手に入れる現場を複数の人間に発見され追い回されたが、返り討ちにしてやったことを憶えている。当時、彼らが住んでいた森にフラフラとやって来た冴えない男を襲い、臓ぞう腑ふを吸って内部へ入り込もうとしていたその時、学生らしき集団に遭遇してしまったのだ。そしてその翌年、妻のエリーズと出会った時に被っていた皮でもある。


    　人間が起こす小こ競ぜり合あいや、我が種族に対する嫌けん悪おからくる差別はもうウンザリだ。さらに同族同士での住処すみかを巡ってのトラブル。思い起こせばきりがない。


    　ヒトの皮の内側で、ジュールは小さく溜ため息いきをついた。


    　色々なことがあった。これからも色々なことがあるのだろう。新大陸アメリカは今もまだ経済が混乱中と聞くから、渡米しても安住の地を見つけるまでは苦労するかもしれない。先に移り住んだ同はら胞からたちと利益が対立し、争うことになるかもしれない。


    「でもがんばろう。ひいては自分のためだ」


    　欧州ヨーロツパ大陸では人間からの迫害や蟲むし人びと同士のテリトリー争いに敗けた。人間どもの起こした戦争のせいで家が焼かれ、移住を余よ儀ぎなくされた因子持ちは数知れない。そしてこの移動がまた、因子持ち同士の文化的な摩ま擦さつを促うながし、険悪な関係にさせていったのだ。あの旧大陸では、私たちは自分の子孫を遺のこすことはできない。もう住める場所もない。新しん天てん地ちを求める必要性があるのだ。


    「僕はもう父親なんだ。僕がしっかりしなきゃ。エリーズを守るんだ」


    　ジュールは深呼吸して、ドアノッカーを叩く。たった一度では反応がなかったので、少し待ってからもう一度叩く。


    　二度目のノッカーで、太った中年メイドがやっと現れた。


    　ジュールは、女性を素早く観察する。


    　脂肪しぼうが多く詰まったメイドだ。化粧が濃い。口紅はべっとりと絵の具を塗ったように赤い。これは食べ物として適正ではないだろう。武器は、持っていない。


    　ギリシア男の皮を被かぶったジュールは、唇をゆっくり、慎しん重ちように開いた。


    「セタ・コールランド先生のご自宅は、こちらでよろしいでしょうか」


    　メイドは頷うなずいた。


    「ええ、よろしいですよ」


    　そしてメイドはジュールの目の前で勢いよくドアを閉めた。


    　扉とびらが起こした風で、前髪がぶわりと揺れる。


    　ジュールは彼女の横柄おうへいな態度に面食らったまま、目の前で閉まったドアの前に立ち尽くした。


    　英語が通じなかったのだろうか。


    　我われに返るとあわててドアノッカーを叩き直す。再びメイドが出て来た。


    「コールランド先生は、いらっしゃいますか」


    　先ほどよりもゆっくりと、はっきりと質問する。


    　メイドはまた頷いた。


    「おりますよ」


    　ばたん。


    　風圧で再び前髪が跳ね上げられる。


    　ジュールは三度みたび、ドアノッカーを叩いた。


    「なんです。さっきから」


    　同じ中年女が出て来て、面倒そうに対応する。


    　ジュールは大声で名乗った。


    「私、ジュール・スタンダールと申します。彼に会いたいのです。会わせてください」


    「面会のお約束は？」


    　メイドは今度は頷く代わりに、ジロジロとジュールを観察する。


    「約束はしていません。この手紙を見せてくだされば、用件が分かるのではないかと思います」


    　再び閉められては適かなわないと思ったジュールは、ポケットからしわくちゃになった封筒を取り出し、女に差し出した。その手紙は、ミレーユがコールランドに宛てたものだ。


    「そこで待って頂ちよう戴だい。先生に聞いて来るわ」


    　手紙を──ジュールから毟むしり取るように──受け取ると、メイドは再び扉を閉めた。


    　十分ほど待たされて、もう一度ノッカーを叩くべきだろうかと思い始めた頃、ようやく玄関の扉とびらが勢いよく開いた。


    「先生がお会いになるそうです。どうぞ」


    　玄関から一番近い応接室に通される。


    「こちらでお待ちください」


    　暖だん炉ろには赤々と火が燃えており、部屋の内装によく合った調度品が置かれている。


    　ジュールは暖炉から一番遠い席に着いた。


    「あなた、先生のお姿はご覧になったことが？」


    「いいえ」


    「ではお姿を見ても驚かれませんように。中身はしっかりしておりますから」


    　謎めいた台詞せりふを言い残し、メイドは再び姿を消した。


    　応接室に取り残された男は、物珍しそうに周囲を見回す。


    　壁にかけられた人物画や写真。背の低いテーブルとソファ。


    　子供がいるらしく、子供用の椅子が置いてある。


    　子供はいい。特に幼児は柔やわらかくて美お味いしい。やんちゃな次男坊のご飯にいいし、エリーズのお産の後の栄養補給として使ってもいい。


    　暖炉でぱちぱちと薪まきが燃える音がする。その音を聴きながら、ジュールは目を閉じて耳を澄ます。


    　物音は二か所で立っている。子供のものと思われる軽い足音が聞こえるが、応接室の前を通ってもうひとつの物音のところへ向かっていった。そちらにはあのメイドがいるのだろう。


    　しばらく待っていると、再び小さな足音が戻って来た。


    　応接室と廊ろう下かを仕切る扉が開き、薄く開いた隙すき間まから幼児が入って来る。


    「どうも、お待たせしました」


    　ニコニコと笑顔を振り撒まきながらトトトと駆けて来る。


    　まるで地下に住んでいるドブネズミのようだとジュールは思った。しかしドブネズミにしては可愛かわいらしい姿をしているとも思う。


    「私がセタ・コールランドです。お話を伺うかがいますよ、ジュール・スタンダールさん」


    　齧げつ歯し類るいめいた人間が、小さな手を差し出し握手を求めてくる。綺き麗れいな発音のフランス語だ。


    　ジュールは幼児の手を握り、安あん堵どの微び笑しようを浮かべる。


    　大柄な男でなくてよかった。争い事になったら負けていたかもしれない。


    「いやいやいや。私はフランス人ではないので、いささか発音がおかしいかもしれません。その点はご容よう赦しやください」


    　コールランドの声を聞きながら、ジュールはほほ笑みを浮かべた。


    「本日は、先生のお荷物を届けに参りました。それと、私の悩みを聞いていただきたいと思いまして……」


    　ジュールは頷うなずき、持って来たトランクをテーブルの上に置き、鍵かぎを開けた。


    「まずはこちらの確認を」


    「では失礼」


    　幼児がトランクに身を乗り出し、中身の確認を始める。一通り揃っていることを確認すると、小さい頭がゆっくりと縦たてに振られる。


    「なるほどなるほど」


    　その頭が三度縦に振られるのを見て、心に安あん堵ど感が去来した。話のわかる人のようだ。


    「確かに揃っておりますな。順番としてはあなたのお話を私が聞く番ですが。しかしその前に一点お尋たずねしたい」


    　コールランドのつぶらな瞳が、ジュールを見み据すえる。


    「──『妖よう蛾がアケロンティア』が、どうして我が国を訪れたのですかな？　あなたがたが来ることを、我が国の移民法は許していない」


    　ジュールは瞬まばたきを繰り返した。そしてむっとした表情を作る。


    「何の話ですか」


    「昨日、ロンドン警視庁スコツトランド・ヤードが蛾の大群に遭そう遇ぐうした。という珍事に見舞われたのを、あなたはご存じですか？」


    　ジュールは沈ちん黙もくした。
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    　返事は戻って来ないが、コールランドはそのまま話を続ける。


    「私はその現場に居合わせていたのですよ。そこで私は、巨大な芋いも虫むしを見かけました。特徴のある芋虫でしたから、家で図鑑をひっくり返して調べてみました」


    　尾び角かくがある芋虫の種類は、それほど多くない。コールランドは警視庁から戻った後、図鑑と今回起きた現象を照らし合わせて、少しずつ敵の正体を絞り込んでいたのだ。そして今しがた、ジュール自身が持って来た資料から、その名前を見つけ出した。短時間で見つけきれたのは、レアールが運び屋から資料を受け取る際、挿さし絵えを見て、その特徴ある姿を憶えていて話してくれてあったからだ。


    「そして、私が警視庁にいた理由は、私の遣いに出ていた者が、荷物の入れ替わりが原因で警察に捕らわれていたからなのです。そう、あなたが届けてくれたこのトランクと、幼虫が入っていたトランクですね。遣いの者に聞きましたが、どうやらあなたがたの案内人と名乗る男が、取り違えてしまったようですな」


    「よく憶えておいでですね、その坊やは」


    　ジュールは微かすかに首を傾かしげた。


    　エリーズが因子の力を用いて、出会った人間たちの記憶から、自分たちに関する記憶に蓋ふたをしていた筈はずなのだが、どうやってその蓋を外したのだろう。


    「彼はいつ、どうやって記憶を取り戻したのですか」


    「記憶することと絵を描くことが取り柄の子ですからね。因子もそういう力に偏かたよっておるのですよ。思い出すまでに、苦しい体験をしましたがね。それにしても、私は男の子とは言っておりませんが、よく『彼』だとお分かりになりましたね」


    「……。彼も因子持ちだったのですね。先生に噓をついても、仕方ありません」


    　コールランドは、納得するジュールから置時計に視線を移す。時間は三時半を指している。


    「うちの子は……」


    「残念ながら、その後は存じません」


    　コールランドの答えは、ジュールの想定内の応答だったので、小さく息を吐くだけでやりすごした。戻ってエリーズに伝えなければいけない。しかし我が子の死体をその目で見るまでは、エリーズはきっと信じようとしないだろう。


    「困ったな」


    　さてどうやって子供を捜そう。まだ警察が確保しているだろうか。


    「ひとつ私が理解できないことがあるのです」


    　コールランドがジュールに話しかけ、疑問をぶつけた。


    「何な故ぜ、このような時期に来られたのですか？　あなたがたとしては、もう少し暖かい時期のほうが動きやすかったでしょうに」


    　コールランドの黒い瞳がジュールを見つめる。


    「今の時期、仏国フランス警察の我々に対する監視の目は甘いのです。我々が寒さに弱く、活動が鈍にぶるのを知っているので、『奴らはこの時期に動く筈がない』と思い込むのです。だから私はその思い込みを利用した」


    「この国に居つくつもりですかな？」


    「それは──」


    　ジュールは、辺りを見回した。注意深い表情を浮かべ、まわりを見回す。


    　ゴトゴトと複数の靴音が家屋に侵入して来た。息を潜ひそめて、扉とびらや、窓の側に集結して行く。


    　眠たそうな目をした幼児が、ジュールの異変に気づいて声をかけようとしたその時、扉が荒々しい音を立てて開かれた。


    　部屋に雪な崩だれ込んで来る警官隊を見て、コールランドとジュールが立ち上がった。


    「お話し中に失礼。こちらに不審な男が現れたと聞いてやって来たのですが」


    　制服警官の姿に、ジュールの表情が険しくなる。


    　警官もジュールの表情の変化を見み逃のがさなかった。


    「そちらのコートの男性。署までご同行願えますかな？」


    



    
      ＊

    


    



    　ええ。そうですよ。ええ。


    　本日は、コールランド先生は、朝からお仕事をされておりました。昼食を終えて少しした頃、来客が二件ありまして。その一件が問題のお客様でしたわ。


    　見知らぬ男性で、コールランド先生に会いたいというのですが、面会の予約を取っていないのでお断りしようとしたところ、手紙を差し出されました。名前ですか？　ジュール・スタンダールと名乗っておりましたわ。ギリシア系なのかしら、彫りの深い顔立ちでした。私の新婚旅行先がギリシアでしたから、すぐわかりましたのよ。え？　はい、──ええそうです、その手紙です。その手紙を持って先生に見せに行くと、彼に会いたいと仰おつしやるので、この応接室にお通ししました。先生には警察のほうに、このことをご連絡差し上げるようにとも言われましたので、先生にお伝えした後、すぐに警察にお電話しました。


    　お茶を用意しに席を外したので、さっぱり会話は分かりませんでしたけれど、ワゴンにお茶を用意して、さあお話を聞こうと思ったら……盗み聞き？　いやだ、メイドの特権ですわよ。ヲホホ。それで、お話を聞こうとしていたら、今度は刑事さんがいらっしゃって。


    「近隣の住人から、怪しい男がコールランド先生の自宅を調べていたと聞いた。誰か面会人は来ていないだろうか？」なんて仰るのよ。いよいよ面倒なことになったと思ったわ。


    　それでね、警官が乗り込んだの。そしたら案あんの定じよう、あの男ったら先生を捕まえて、そのまま逃走しようとするじゃない！　妨害しようとした警官が、酷ひどい目に遭ってしまって──ああどうしましょう私。


    　ご近所のかたも何人かが騒ぎに気づいて、皆さんいい人たちばかりでしょ？　だから止めに入って怪け我がをされた人もいて──警察のかた、助かるのかしら。


    　ところで、お茶とクッキーはいかが？


    



    



    「彼女ってさ。お喋しやべりよね」


    『犯行現場』のソファに三角座りしたミッケラが、辟へき易えきした様子で呟つぶやく。彼女の視線の先にメイド服を着た太った中年女と、彼女から事情を聴いている警官たちがいる。


    「警察が言葉の濁だく流りゆうに翻ほん弄ろうされて、挙あげ句くの果てに溺でき死ししなきゃいいけど」


    「彼らはプロだから、大丈夫じゃないかな。たぶん」


    　警官はウンザリしているが、メイドの話は止まらない。


    「思うのだけど、メイドがあんなにお喋りでいいの？　大事なことを近所に言い触らされたりしない？」


    　ミッケラは膝ひざ上に何枚かの紙を置き、さらさらとペンを走らせる。メイドの甲かん高だかい話し声に紙を引っ搔かく音が混じる。ふたつの音が重なり、楽を奏かなでているようだ。


    　メイドのマシンガントークと、魔女っ子の操あやつるペンの即興曲──シュールだ。


    「今いま更さらじゃないかな。先生も僕も、ほかの人に知られると困ることは、彼女の労働時間に話してないし。それに賑にぎやかでいいよ。僕も先生も仕事や趣味に没ぼつ頭とうしていると、一緒の家にいても一日口をきかないこともあるし」


    「本当に出で不ぶ精しようねえ」


    「ほっとけよ」


    　床に這はいつくばったレアールは、ハンカチでカーペットのある部分を押さえる。そのハンカチをじっと見つめた後、別の場所でも同じ動作を繰り返した。何かを採取しているようだ。


    「紙」


    　少年の短い催さい促そくの言葉に、ペンの音が止まった。


    「アンタ、もうちょっと文字と家事と、お作さ法ほうを覚えなさいよ。先生だって、そっちのほうが喜ぶわ。アンタの淹れるお茶のほうが、メイドのより美お味いしいもん」


    　少女は、ソファに無造作に投げ出されている薄い紙をつかみ、一枚だけレアールに投げつける。金髪の少年は虚こ空くうを舞う紙を目視しないままにキャッチすると、その中央を十字に軽く折ってゆっくり立ち上がる。


    　立ち上がったレアールは、警官が立ち退のいた後のテーブルに触れた。指先に付着するものがあることを確認すると、ポケットから取り出した刷は毛けで、テーブルの上の粉を丁てい寧ねいに搔かき集める。そしてミッケラが投げ渡した紙の上に、静かに粉を落としていった。すべてを落とし終えると粉を中央に盛り、散開しないよう紙をゆっくり折り包み込む。


    「ねえ、なんとか言いなさいよ」


    　ミッケラは紙に書きつらねた文章を三度読み直し、封筒にしまって封をする。封筒の表になにごとかを書きつけると、用意していた蠟ろう燭そくに火を点し、手紙を近づけた。


    「そういう提案は、今この場にいない先生に言ってくれよ。で、誰に手紙？」


    「お友だち」


    　白い封筒が炎に巻かれ燃え尽きる。その一瞬のち、封筒は白しろ鳩ばとの姿を取った。


    「友だちって誰？　魔法使うような友だちって、君にいたっけ」


    　魔法使いといえば。ウィッジ中佐っていたなあ。


    　アーバティを保護する部隊の副隊長。自分の『親』ハンター大たい尉い、ヒュー『お姉様』の上官。今後、彼が登場する時には、彼の紹介文にミッケラの『文通相手』とか『ミッケラに師事している人』なんて言葉がつくのだろうか。


    　ただでさえ変人と繫つながりができて、嫌いやだなと思っているのに。


    　これからもっと大変になるのかと思うと、零こぼれる溜ため息いきはひとつどころじゃない。


    「いけ、白鳩！」


    　レアールが一番近くの窓に手をかけ開け放つ。


    　白鳩は、室内にいる警察やメイドの頭上を掠かすめるように旋回して彼らを驚かせると、レアールが開け放った窓を使って外へ出て行った。


    「先生の用事がない限り、家で一日中絵を描いて終わる出で不ぶ精しようなアンタより、学校に通って色んな人とお話ししているアタシのほうが、お友だちを増やす条件は整っているのよ」


    「僕は毎日、芸術と語り合っているんだ。──はいミッケラ。これで足りるかな」


    　ハンカチと薄い紙に集めた粉を差し出すと、ミッケラは目を輝かせてそれを受け取った。


    「十分よ！　待ってね。今すぐ場所を絞り込んでくるから。イングリットさんが出かけるようなら呼びに来て。いつもの部屋にいるから！」


    　ミッケラは蠟燭を吹き消すと蠟燭と便びん箋せん、それにレアールから渡されたものを手に取り応接室を出て行く。


    　その背を見送ると、レアールは部屋の隅に置かれているトランクに近づいた。


    　警察が調べ終えたものから、ひとつずつ手に取って中身を確認していく。


    　手紙の封を切られている以外、損傷を受けたものはない。運び屋ミレーユからコールランドに宛てた手紙がないだけで、そのほかは運び屋と一緒に確認した時のままだ。


    「ジュールさんは、意外といい人なのかもな」


    　パラパラと資料をめくっていると、つかれた顔でイングリットがやって来た。彼女はソファにどさりと体重を預けて、ウンザリした様子で語る。


    「あのオバサン、喋しやべりすぎや」


    　レアールは肩を竦すくめて言い返す。


    「いつもの彼女なら、あと三十分はやめないだろうね」


    「きつい冗じよう談だんやな。ホンマなら最悪やで。甲かん高だかい声でずーっと話すもんやから、鼓こ膜まくがつれたわ」


    　イングリットは眼鏡めがねを外し、レンズを拭ふいてからレアールの作業を見る。


    「それ、君が運ぶ予定だったっちゅー荷物かいな」


    「うん。先生が蟲むし人びとのことを調べようとして、大陸から取り寄せた資料です。こっちの資料はフランス語に訳やくした蟲人のことが書いてあるって言ってました」


    「フランス語かぁ。ウチ、少ししか読めんなぁ」


    　女刑事はパラパラと資料をめくって考え込む。


    「うーんこれは……わからんな。英語に訳してみよか。辞書、借りてもええ？」


    「先生の部屋から持って来る」


    　二階の部屋へ上がる時、ミッケラが立てこもっている部屋のそばを通りすぎる。


    「ク……フハハハハハ！」


    　──扉とびらの向こうから聞こえる邪じや悪あくな笑いから、ミッケラは絶好調だと認識。


    　邪悪な魔女を刺激しないように静かに歩き、コールランドの書しよ斎さいに入って辞書を片かたっ端ぱしから取って来る。手当たり次第に引っぱり出して来た本を、階下の応接室のテーブルにどんと置いた。


    「たぶんこの中にあると思う」


    「おおきに」


    　そう言うとイングリットは辞書を一冊手にして手紙に向き直る。


    　室内は忙いそがしそうな人々でいっぱいだ。武器になりそうなものでも探そうと表に出ると、近所の住人までが警官に事情聴取を受けていた。


    「あ、レアール君。無事だったかい？」


    　頭に包帯を巻いた初老の男が声をかけてくる。


    　あなたのほうが、大丈夫そうに見えない。


    「振り切られて少し怪け我がしちゃったよ。大したことじゃないがね」


    　アハハハハ。と気楽に笑い飛ばす隣人に、レアールは深々と頭を下げる。


    「ご迷惑おかけしてすみません」


    　レアールはもう一度、丁てい寧ねいに頭を下げてからその場を離れ、納なん戸どに向かった。鍵かぎを開けて武器になりそうなものを探す。


    　園芸ホースは人目につきすぎるため、さすがに持ち運びできないが、いくつか隠し持つことができるものがある。


    　錆さびた鎌かまは、錆を落として綺麗きれいに研とげば使えそうだ。シャベルは殴っても突いてもいい、じつに使い勝手のいい武器になる。袋にしまって背負えば分からないだろうし、イングリットと一緒に歩いていれば、見とがめられることはないだろう──たぶん。


    　園芸用品に付着している土を手で払い落とし、道具を携たずさえて自室に戻った。


    「草を刈るためのものだったのにな」


    　結局自室まで戻って床にシートを敷くと、その上で道具の手入れを始める。


    　ひょっとしたら、これで相手を害することになるかもしれない。鎌かまやシャベルも、本来の用途以外の使われかたをするなんて可哀想かわいそうに。


    　鎌の仕上がり具合に満足した時だ。滅めつ多たに開けない机の引き出しに、小型拳銃が入っているのを思い出した。


    　コールランドがずいぶん前に「迷ったのだけれどね。でも私が危険になった時のために、君に預けておくよ。私には、反動が大きすぎて使えないからね」と言って預けてきたものだ。


    　今日こそ、これを使う日かもしれない。


    「必ず助けますからね。先生」


    　拳銃はジャケットのポケットにねじ込んでおく。予備の弾はズボンのポケットに入れた。


    「あと、できそうなことは」


    　周囲を見回し、先ほど研といだばかりの鎌を手に取る。


    「いてっ」


    　不注意から、研ぎすぎた鎌の刃で指を切ってしまった。


    　傷口から、じくりと溢あふれる赤い液体。


    　少年は傷をじっと見つめて咽の喉どを鳴らす。『因子持ち』になって困るのは、こういう時だ。傷口を広げて、その赤色をもっと見たくなる。


    　恐る恐る、傷口を舐なめてみる。錆さびた鉄の味が、口内に広がった。


    「ライティス、ここにいるの？　──って」


    　ミッケラはシートの上に散乱するシャベルと血のついた鎌を見、次ついで胡坐あぐらを搔かいて指を押さえているレアールを見て首を傾かしげる。


    「何してんの」


    「考え事してたら、鎌で指切っちゃって」


    「あ、そう。目が赤いから、何してそうなったんだろうって思った」


    　ミッケラは自分の目を指して、レアールの虹こう彩さいの色が抜けて赤くなっていることを伝える。


    「え？　ほんと？」


    　レアールは鏡を取り出して目を覗のぞき込む。いつも緑色の瞳が今は鮮やかな赤に染まっている。


    「まさか──おーっ見えるみえる」


    　そう言いながら窓の外の景色を眺める。いつもよりずっと遠くまで輪りん郭かくがぼやけることなく綺麗きれいに見えた。


    　予期せぬ出来事だったが、因子が発動した。


    「よかったわね。できないようなら、昼ちゆう夜や問わずに呪のろってあげようと思ったんだけど。そしたら少しは本気になるでしょ？」


    　ミッケラは、そう言い捨て、部屋を出て行く。


    　赤い瞳の少年は、窓の外を眺めた。


    　ずっと向こうを歩く人々の表情の細部まで分かるし、遠くの空を飛ぶ鳥まで観察できる。人捜しをするならもってこいだ。


    　気配がして振り返る。ミッケラが救急箱とボウルを手に、部屋に入って来た。


    「怪け我が、勝手に治しなさいよ」


    　そう言って、作業机に水を張ったボウルと救急箱を置くと、部屋の入り口まで引き返してじっとレアールの様子を見つめている。


    「あと、いくら吸血鬼因子だからって、自分の血を吸うのはバッチィわよ」


    　レアールは肩を竦すくめて、救急箱に手を伸ばす。


    　どういう風の吹き回しか分からないが、ありがたく使わせてもらうことにした。


    　少年は傷口をボウルに入った水につけて洗い、清潔な布でそっと拭ぬぐうと、手早く手当てを始める。


    「怪我をしたりしないで、因子を使えるようになるには、どうやったらいいんだろうな」


    　首を捻ひねるレアール。


    「呪ってあげようか」


    「別の機会に頼むよ……」


    　言ってから、しまったと思ったが後の祭り。


    「ふふ。色々考えておくわね」


    　ミッケラはニヤリと笑うと、踵きびすを返して廊ろう下かに出て行った。


    「はやく降りて来なさいよ。イングリットさんが待ってるわ」


    　廊下から、それだけ言い捨て扉とびらを閉ざす。


    「すぐ行くよ」


    　少年は閉じられた扉に向かって返事をし、シャベルと鎌かまを麻あさのバッグに詰め込む。


    　出しっぱなしの鏡をしまおうと手に取り、鏡面を覗のぞき込む。


    　映った瞳の色は、もう緑色に戻っていた。


    　レアールはしばらく鏡のなかの自分と、怪我をした手を交互に眺めていたが、人を待たせていることを思い出して、荷物を手にしてイングリットたちが待つ部屋に向かう。


    　ミッケラとイングリットは、テーブルを挟はさんで向かい合うソファに腰を下ろし、レアールの到着を待っていた。


    「お帰りレアール君。ずいぶん待たせてもろたけど、報告してもええかな？」


    「お願いします、刑事さん」


    　レアールは、ミッケラと一人分席を空けて座る。


    「警視庁で見た幼虫に関係しそうなやつを見つけるのに苦労したわ。彼らの特徴がいくつか書いてあったから、それを言うよ」


    『妖よう蛾がアケロンティア　非感染型。メンスズメガの変異種。紀元前一世紀ギリシャの記録に、アケロンティアと思おぼしき存在があることから、少なくともその時代には人間に知られていた。


    　ヨーロッパ大陸中に出しゆつ没ぼつするが、北欧は冬の厳しい気候と彼らの生態とが折り合わないのか、姿を見せない。また英国イギリスも彼らの存在を確認できない土地だ。しかし存在しない理由が、島国という地理的条件であるのか、ブリテン島の居住者が淘とう汰たしたのか、理由は分からない。


    　また幼生の体色は環境と個体によって違うので、色や模様から種族を特定することは不可能。その代わり、尾び角かくと呼ばれる突とつ起き物が尻に存在するのが特徴だ。


    　そして成体は黒こつ褐かつ色しよくと赤土色の身体に黒い紋もん様よう。腹部には骸がい骨こつのマークを持っている』


    「因子を持たん通常の蛾は、花の蜜みつやら蜂はちの蜜を吸って生きるんやな。でもこいつらは因子を持ったことで、体が肥大化しよった。そのデカイ体を維持するために、今までみたいに蜜じゃ間に合わなくなって、肉食に切り替えたようや」


    　そう言ってイングリットは主食の文を読み上げる。


    『幼生は肉食。人や獣けものの肉を喰らう。成体は口こう吻ふんと呼ばれるストローのような細長い口を獲え物ものに突き刺し、そこから体液を吸い取っていく。犠ぎ牲せい者はミイラのように干ひからびて死亡する。


    　特徴としては小さな蛾を大量に呼び寄せる。人体や動物の皮ひ膚ふに潜り込み、成りすますこともある。知能は人間並み』


    「大きさは？」


    「エート。大きさは、開かい翅し時にはメスでも三メートル越えやて。……おお、気色悪」


    　女刑事は自分の読んだ言葉に思わず身震いする。


    「『彼らが出現すると砂のように荒く、赤土色の鱗りん粉ぷんが周囲に飛び散る』……心当たりある？」


    　問いかけられ、レアールは目を閉じて思し案あんする。「言われてみれば」ややあって頷うなずいた。


    　レアール自身は手袋をしていたので気づかなかったが、港で荷物検査をした警官が、死体の入ったトランクを証しよう拠こ品ひんとして持ち運ぶ時、不快そうに何度も手を拭ぬぐっていた。


    「子供はたくさん産むんやて」


    「イングリットさん、彼らが潜ひそんでいそうな所に放火はどうですか？」


    　ミッケラが自分の手帳を眺めながら、イングリットに提案する。


    「あのねミッケラ。もうちょっと常識をわきまえたほうがいいよ。……それよりも、先生が拉ら致ちされた理由はなんですか」


    「幼児ってさ、食べやすいからじゃない？」


    　ミッケラの返答に、質問者のレアールが狼ろう狽ばいした。ソファから立ち上がり、荷物を鷲わしづかみにする。今にも駆け出しそうな少年を、女刑事が窘たしなめた。


    「落ち着きや。無む闇やみに走っても空から回まわるだけやで」


    　眼鏡めがねの位置を修正しながら、イングリットが読み上げる。


    「なになに、弱点のひとつとして、炎に弱いっちゅーのがあるなぁ。やっぱり保健所に通報して、ロンドンに火を──冗じよう談だんやでっ、冗談！」


    　レアールの非難の眼まな差ざしに、イングリットは必死で弁明する。


    「それともうひとつ報告があんねん」


    　部下が持って来たメモに目を通し、音読する。


    「夫妻が乗船していた船に失しつ踪そう者が出とったのは、レアール君は知っとるよな？　つい先ほどな、誰も記憶にない死体が、船内で干ひからびた姿で発見されたそうや。詳細は調査中やけど、首に小さい孔あながあった。つまり、中身を吸われた──夫妻のどちらかの犠ぎ牲せいになったんやろな」


    　一度言葉を区切り、メモの続きを読み上げる。


    「また密入国斡あつ旋せん業者の中で、一人行方ゆくえ不明者がいる。レアール君が人相書きしてくれた蛙かえるみたいな面つらした男や。今、業者のほうは追い詰めとる」


    　続く資料を受け取り、目を通して自分自身に頷うなずくと、イングリットは眼鏡の位置をさらに細かく修正しながら宣言した。


    「殺人容疑、営利誘ゆう拐かいの実行犯、英国イギリス移民法違反容疑、公務執行妨害で、ジュール・スタンダールとエリーズ・スタンダール両名に逮たい捕ほ礼状が出たわ。あとは、捜す場所やな」


    　レアールは挙手した。


    「刑事さんが聞き込みや翻ほん訳やくでがんばっている間に、ミッケラが、今日この場所に来た蟲むし人びとの居場所を絞り込んでいます！　そろそろ先生を助けに行きたいです！」


    「阿あ呆ほう。そういうことは早はよ言え！　どこや!?」


    　イングリットが怒鳴り、ロンドン市内の地図をテーブルに広げる。ミッケラが地図の一か所を指し示した。


    　──ウェストミンスター周辺。


    「ええ度胸やな」


    　イングリットの顔に不敵な笑みが浮かぶ。


    　地下鉄チユーブのウェストミンスター駅のすぐ北側には、赤あかレンガの建造物がある。そしてその建物に入っている組織名は、ロンドン警視庁スコツトランド・ヤードという。


    　イングリットの職場であり、レアールが三日前に連行された先でもある。


    「決戦の場が職場のそばやなんて、招しよう集しゆうかけやすいなぁ。ちょっと署に連絡入れてくるわ」


    　イングリットは上じよう司しに増援許可を貰もらうため、電話のある場所へ移動した。


    　ミッケラと二人で部屋に取り残されたレアールは、無駄だろうと思いつつ、ミッケラを説得することにした。


    「ミッケラは家に帰れよ。小お父じさんと小お母ばさんが心配するだろ？」


    　彼女は両親とともに暮らしていて、学校帰りや休みの日にこの家に立ち寄るのだ。娘がいつまでたっても戻って来なかったら、親は心配するだろう。


    　しかしミッケラはフンと鼻を鳴らし、レアールの提案を一いつ蹴しゆうした。


    「パパとママ？　今日は出かけて戻って来ないから平気。事情も話してあるし。それにアンタの活躍が見ることができないのは嫌いやだもん」


    　レアールの脳のう味み噌そには、同時通つう訳やくされたかのように「つれて行かないと呪のろう」と聞こえた。


    「分かった、分かったよ。その代わり何かあっても知らないからな」


    「その、何かあった時のために、アンタがいるんでしょ」


    　少女はにこっと笑顔を作るとソファから立ち上がる。


    「少年少女探偵団。そろそろ行くで」


    　イングリットの言葉に促うながされ、ミッケラが踊るような足取りで女刑事の許もとに参じる。


    「増援、上う手まくいきそうですか？」


    「バッチリやっ」


    　レアールはわざとらしく溜ため息いきをついてみせると、ミッケラに遅れて立ち上がった。


    　今回の仕事もそろそろ終わりとなりそうだ。
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    　三人はタクシーをつかまえ、コールランド邸からロンドンの中央部まで移動する。


    　ロンドンのタクシーは素早さと正確さが命だ。荒っぽい運転で町中を走る。


    「ええか？　レアール君。しっかり見つけてな」


    　後部座席からイングリットが呼びかけた。レアールは荒っぽい運転に冷や冷やしながら何度も頷うなずく。イングリットと同じく後部座席にいるミッケラは、急速に後ろに流れていく車窓の景色にご満まん悦えつだ。


    「人が多いけど、がんばってみるよ」


    　出かける前に、メイドから男の特徴を聞いて、紙に描き出している。それを見つめながら、レアールは自分に言い聞かせた。


    　大丈夫。きっとできる。


    「でも、もう少し優しく運転してもらえませんか」


    　助手席から運転席のドライバーに懇こん願がんする。答えは「ノー」。


    「急げ、って言うから急いでいるんだよ坊や。文句はそっちの姉さんに言いな」


    　客の要求に正しく応えるロンドンタクシー。


    　イングリットが後ろから吼ほえた。


    「急げ言うてるやろっ、車停めたらあかんよ！」


    　レアールは黙ることにした。


    「さ。着いたで」


    　目的地に到着するとタクシーは急停車し、レアールは転がるように下車した。


    「しばらくタクシーには乗りたくないよ……怖い」


    　レアールは徒歩のほうが好きだ。安全だし、健康にいい。


    「さて」


    　レアールはキャスケット帽の位置を直しながら、周囲を見回した。


    　目の前には、自動車が二台並んで走行してもまだ余裕がある大きな橋がある。


    　ウェストミンスター橋だ。


    　この橋の中央には車道、端の両端には歩道を設もうけられている。


    　車道では、タクシーやモーターバスが、かなりのスピードを出して走っている。そのなかに時折、ロールスロイスやモーリスコーレー、フォード、オースチン・セブンなどの自家用車が交じって走っており、道行く人々の注目を集めている。


    　少年は橋を渡った先に注目した。対岸にゴシック様式の建築物と時計塔が見える。


    　その建物が、ウェストミンスター宮殿。併へい設せつされている時計塔が、ビックベンだ。すぐそばにはイングランド王室と繫つながりの深いウェストミンスター寺院も存在する。


    　宮殿と寺院を横目に見ながら、道なりに十分ほど歩いていけば、英国王室の公邸・バッキンガム宮殿に到着する。


    　逆に橋を渡らず、橋に背を向けて歩けば、ウォータールー駅に到着する。


    「本当に、『彼』がいるのかい」


    　レアールの問いかけに、ミッケラは胸を張って答えた。


    「アタシの占いを信じなさい」


    　三人はマン・ウォッチングを開始した。


    　イングリットは橋のど真ん中で、車や歩行者をそれとない様子で観察する。レアールは橋の入り口側、ミッケラはウェストミンスター側で待機だ。


    　それぞれが、いかにも人待ちであるかのように見せかける。


    　橋を渡る歩行者はさまざまだ。教師風の男や、遣いに出されたかメイド風の若い女性。裕ゆう福ふくではなさそうだけれど元気いっぱいの子供に手を引かれる労働階級ワーキングクラスの夫婦や、いささかなりとも気品溢あふれる上流階級アツパークラスの紳士淑女など。


    　ウェストミンスター側から、穏やかな笑みを湛たたえた老夫婦がゆっくりした歩調で歩いて来る。寺院で祈りを捧ささげた後だろうか。


    　走りゆく車に対して、好奇心と羨せん望ぼうと嫉しつ妬との入り交じった眼まな差ざしを向ける無ぶ精しようひげの男もいる。この男は歩道から車を暫しばらくにらんでいたが、背中を丸めて寂しそうに去って行った。


    　楽しげに歩く者もいれば、沈んだ様子で景気について語り合う者もいる。


    　歩行者の会話を聞き流し、自動車の排気ガスに辟へき易えきとしながら、十五分おきに鳴るビックベンの鐘の音色を二回聴いた後だ。


    　レアールは、ふと何か引っかかるものを感じた。それは視覚ではなく、嗅きゆう覚かくが察知したものだ。


    　スンスンと鼻を鳴らし、周囲を見回す。


    　コールランドがよく用いるオーデコロンの匂いがしたような気がした。さらによく見回し、小さく息を飲む。


    　洒しや脱だつなデザインの黒コートを着た黒髪に巻き毛のギリシア系の若い男性を発見した。


    　レアールはこのコートに見覚えがあった。忘れもしない、港で会った夫妻が着ていたものだ。


    　そしてその男は、メイドや隣人の証言を得て、自分が描き起こした似顔絵とよく似ていた。


    　その似顔絵の男が、レアールとは逆側の歩道を歩いて橋を渡ろうとしている。


    　少年はもう一度絵を見直した。確かにギリシア系の男だ。目撃者の証言通り、特徴も間違いない。ただ、肝心のコールランドの姿が見当たらなかった。


    「……」


    　少年は心を落ち着けるため、深呼吸して数を数える。


    　そして行動に移した。


    　何気ない素そ振ぶりで歩き出し、往来する車の間を抜けて橋の逆側に移動し、男のあとをつけ始めた。


    　うしろから男を観察していると、独特の歩きかたをしていることに気がついた。地面を滑るようにしてやや足を引きずりながら歩くのだ。


    　レアールは記憶の中から港での出来事を引っぱり出す。蛙かえる男に連れられて、二人が互いの手を繫つないで立ち去る姿を見送った。人は歩く時は歩行用の体勢になる。人によって前屈かがみであったり、跳ねるように歩いたりとさまざまだ。けれど、あの夫妻は、歩いていても止まっても同じ姿勢を保たもっていた。


    　あの時の二人の歩きかたと、自分がつけている黒コートの男の歩きかたが類るい似じしていることに、レアールは気味の悪さを覚えた。


    　レアールの動きに呼こ応おうして、橋のあちこちで人待ちのフリをしていた私服警官が、それとなく動き始めた。


    　イングリットもレアールに少し遅れて歩き始める。


    　橋の真ん中まで来た時だ。


    　ギリシア系の男は、どこからか寄よ越こされる視線に気づいたか、突然足を止め、落ち着かない様子で辺りを見回す。


    　そしてレアールを見た。


    「あ……君」


    　姿のわりに声が若い。そしてレアールの耳は、その声を憶えていた。


    「……ジュールさん。その姿は？」


    　レアールは先日会った時とはすっかり別人になっているジュールらしき男に、ゆっくりと歩みを進めた。


    「やっぱりジュールさんなんだ。その姿はどうしたんですか」


    　コートの男は地面に視線を落として唇を嚙かみ締めた後、レアールに背を向けて逃走した。


    「待って、ジュールさん！」


    「走れっ」


    　イングリットが鋭するどく命じ、自みずからの発言を実じつ践せんする。


    　逃亡者を追い、レアールとイングリット、それに私服の警察官たちが橋の方ほう々ぼうから駆け出した。


    　レアールの追跡を振り切ろうとして、ジュールは歩道から車道に飛び出した。たまたま今は車が走っていない。


    　突然始まった逃亡劇に、呆ぼう然ぜんとしていた歩行者の中から「危ないっ」と叫び声が上がった。タクシーが勢いよく突っ込んで来たのだ。


    　急接近する鋼鉄の塊かたまりに、立ち竦すくむジュール。女性の悲鳴に似たブレーキ音を上げて、ジュールの目の前で車は急停車した。


    　橋の上にいた歩行者や、レアールたちがほっと息をつく。その間に再びジュールは駆け始めた。


    「待て！」


    「止まらんかいっ」


    　口々に叫んで逃亡者を追って車道に飛び出る追っ手。急停車したタクシーの前を、レアールが走って横切る。


    「こらあ待てっ！」


    　イングリットの甲かん高だかい声に、呆ぼう然ぜんとしていた運転手が我われに返った。彼は次々に車道を横切って行く警察官たちに向かって罵ば声せいを浴びせる。


    「馬鹿野郎、死にてぇのかっ」


    　逃亡者と追っ手は、ウェストミンスター橋を走って行く。ジュールは一いつ旦たん足を止めた。


    　勝気な笑みを浮かべた、ストロベリーブロンドの少女が、行く手で仁に王おう立だちしている。


    　ウェストミンスター側で待ち構えていたミッケラが、ジュールの前に立ちはだかったのだ。


    「よく来たわね。褒ほめてあげるわっ」


    　まるで悪役のような台詞せりふを吐いたミッケラは、組んでいた腕を解くと、胸の前で交差させた。


    「でも不幸ね。このミッケラ様は、狙ねらった獲え物ものは絶対逃がさないんだから」


    　そして両手の親指と人差し指、中指をぴんと立てて軽く俯うつむくと、早口で文言を囁ささやき始めた。


    「逃げろ、魔術だ！」


    「巻き添えを喰うぞ！」


    　ミッケラの詠えい唱しようを聞くなり、ジュールの周囲にいた一般人が口々に叫んで逃げ出した。


    「……魔女かっ」


    　ジュールの同はら胞からは過去数度、魔術師や呪じゆ術じゆつ師の手によって酷ひどい目に遭わされている。一番新しい記憶は欧州戦争だ。権力の手先になることで迫はく害がいを逃のがれようとした奴らが、ジュールたち蟲むし人びとの住処すみかを強奪したのだ。


    　ジュールはミッケラの前から遁とん走そうすることを決めた。退路を求めて周囲を見回す。


    　右手と背後からは追っ手が駆け寄って来る。左手には、地下鉄チユーブの入り口がある。ただ、地下に逃げるためには、ミッケラという障害を乗り越えなければならない。


    　殺気を孕はらんだ風が、ジュールのそばに巻き上がる！


    「アタシの勝ちよ。これでも喰らいなさいっ」


    　ミッケラが目を開き右手を翻ひるがえす。


    　勝ちを宣言したミッケラに隙すきができた。余計な一言のせいで、呪文の詠唱がワンテンポ遅れたのだ。ジュールはその隙を見み逃のがさず、ミッケラに右手の指を突きつける。コートの袖そでから一匹の掌てのひら大の蛾がが現れ、少女の顔面に急襲をかけた。


    「へ？　……うひぁっ」


    　ジュールは悲鳴を上げているミッケラの横をすり抜け、地下への階段を駆け下りた。


    「逃がすかっ」


    　腰を抜かしたミッケラのそばをすり抜け、続いて地下鉄構内に飛び込むレアール。三人並べるかどうかという狭い階段を、逃亡者の背を追って駆け下りて行く。


    　階段を降りきると、開けた空間に出た。排気ガス臭い地上と違って、埃ほこりっぽい空気の匂いと薄暗い地下だ。


    　レアールはムズムズする鼻を指でこする。


    　階段と床の隅には、灰色の綿埃わたぼこりが大小いくつも転がっている。風が地下から地上に向かって吹き上がる度たびに、ころころと転がるのだ。


    　レアールが駅の改札に到着するのと入れ違いに、ジュールは駅員の制止を振り切ってさらに奥に進入していた。


    　木製のエスカレーターで地下に降りようとしているその背に、レアールは思い切り叫んだ。


    「ジュールさん、僕ですレアールです！　止まって！」


    　駅員を振り切ったジュールは、一瞬レアールを見た。その背後から殺気立った赤毛の女がやって来るのを覚さとると、さらに地下へ降りて行く。


    「ジュールさん、待って！」


    「ちょっと！　無む賃ちん乗車は困ります」


    「駅員さん、ごめんなさい！　あとから来る眼鏡めがねのお姉さんに、二人分ツケといてっ」


    　レアールは止めに入った駅員を押しのけ、ジュールを追いかける。


    　続いてやって来たイングリットと私服警官を、さらに係員が改札で止めた。


    「どかんかい！」


    　イングリットは舌打ちして、警察バッジを取り出した。


    「警察やっ！　そこどかんと、公務執行妨害で刑務所にブチ込むで！」


    　鼻先に突き出された警察バッジに仰のけ反ぞった駅員を押しのけ、女刑事は、レアールの後に続く。既すでにレアールは地下にあるプラットホームへ続くエスカレーターを半分ほど下っていた。


    「止まらないと撃つぞ！」


    　少年は叫んでから、ポケットにしまっていた銃を取り出そうとするが、ポケットの口に引っかかって取り出せない。エスカレーターの利用客たちは事態を把握できず、恐怖におののいている。


    　叫びに応じて振り返ったジュールが、足を止めもたもたしているレアールをにらみ返し、口元を奇妙に歪ゆがませた。


    「そういうのは、先に出してから言うものだよ。ライティス・レアール君」


    　ジュールは掌てのひらを上にして口元へ近づけると、ふっと息を吹く。風が巻き起こり、赤茶の粉が男を中心に構内に舞い散っていく。


    　エスカレーターに乗っていた人間たちが、パタパタと倒れていく。


    「あふ」


    　レアールの前にいた、毛皮のコートを着た若い女性が、ぐらりと体を傾かしげた。その身をかわすと、彼女は白目を剝むいてエスカレーターのステップに倒れた。ゴテゴテの指輪をいくつもはめ、上質の毛皮をまとった厚化粧の女性だ。


    「な、なんだこの粉」


    　レアールの視野が揺れた。そして急激な眠気が襲ってくる。眠気で倒れそうになり、あわててエスカレーターの手すりにつかまる。


    「深く眠ってしまうといい。なに、眠るだけで異常はないよ」


    　粉が巻き起こるなかで、ジュールの笑いを含んだ声が聞こえた。


    「ただ、一週間ほど眠ってしまうかもしれないがね？」


    　少年は唇を強く嚙かみ締める。ぶつりと音がして、口内に血の味が拡がってゆく。


    　レアールの緑色の瞳が赤色に変わり、サァと頭から眠気が去っていく。


    　拳銃を突き出そうとするレアールの襟えり首くびを、誰かがむんずとつかんだ。


    「え、なに？」


    「様子がおかしい。深追いは危険や！　撤収するで！」


    　ハンカチで口元と鼻を押さえたイングリットが、レアールをつれて下りのエスカレーターを逆走する。


    「もう少しで捕まえられたんだよ！」


    　手をほどこうとするが、小柄な筈はずのイングリットの力は、思った以上に強い。


    　エスカレーターを駆け上がり改札へ戻ると、その付近に留とどまっていた駅員と利用者は地上目指して二か所ある出口へ殺到していた。


    「まったく、なんの騒ぎなんだね。これは」


    　最後尾にいる紳士がハンカチで口を押さえながら、地下鉄チユーブに対しての文句を延々と述べる。


    　レアールとイングリットが、ぼやく紳士と同じように粉まみれになりながら、なんとか地下鉄の入り口に生還した。


    　ほうほうの体ていで地上にたどり着いた地下鉄利用者の一群は、事情を知らない歩行者たちに怪け訝げんな目で迎え入れられた。


    「だ、大丈夫ですか──なんだ、この粉」


    　労働者風の若者が、黒コートの老紳士を助け起こそうとして、衣服に付着した粉を手で払う。


    「なんだ、この粉。ざらざらしてる」


    　レアールは素す手でになり、自分の服を手で払った。ざらざらした感触が掌てのひらに残る。


    「なんやのこれ」


    　イングリットも縛ったままの頭髪を手で払う。ボサボサの髪の毛がさらにボサボサになっていたが、彼女はさほど気にしなかった。


    「鱗りん粉ぷんかな」


    　レアールが指摘した途と端たん、イングリットは青い顔をして全身をバタバタ叩き始めた。嫌いな生物の一部かと思うと、急に恐ろしくなったのだろう。


    「ライティスー！　イングリットさん！」


    　ミッケラが駆け寄る。目前でジュールに逃げられた彼女が、応援を呼んだのだ。


    「ハァ。ハァ。け、救助のかた呼んで来ました。はぁ」


    　ミッケラのうしろからやって来た救急隊に、イングリットが指示を出す。


    「各自、粉を吸い込まないよう気いつけや。」


    　勇いさましい指示を出した後、僅わずかな沈黙をおいて小声で呟つぶやく。


    「し、仕事やからな……そう、仕事やから、しょうがないねん。蛾がなんて、野菜や。ジャガイモや」


    　イングリットは学芸会を前にした小学生のように自分に何度も言い聞かせ、増援の救急隊から受け取ったマスクで口と鼻を押さえる。レアールとミッケラも同様の装備をして、イングリットとともに地下に降りて行く。


    　階段や改札などの浅い階層では、ジュールが撒まき散らした粉は殆ほとんど床に沈まっていた。


    　しかし電車が通過する度たび、地下から地上へ空気が押し出され、綿わた埃ぼこりと一緒に粉が舞い上がっている。


    「うぅ。しばらく地下鉄を利用するのはやめておくわ」


    　ブツブツと文句を垂たれながら、慎しん重ちように地下へと降りて行く。


    　駅務員と警察、それに通報を受けた救急隊員がやって来て、総出で地下に倒れている利用客の救出を始めている。


    　ミッケラはマスクをしたまま、黙々と地下のホームへ降りて行くレアールに問いかけた。


    「こんな状態で、あの男が逃げた先なんて分かるの？」


    　ちょっと待って、と言った後、レアールはイングリットに続いてプラットホームに降り立つ。ここにも五人ほどの男女が倒れている。彼らは人命救助のプロに任せるとして、レアールはさらに足を進める。


    　半円状にくりぬかれた地下。その壁を覆おおうコンクリート。プラットホーム側の壁は白く塗られており、ミッケラの肩くらいの高さに、灰色の太い線が一本、プラットホームの端から端まで真っ直ぐ横に引かれている。


    　少年はプラットホームの床の隅に注目する。赤茶色の粉が、綿わた埃ぼこりと一緒に薄く溜たまっているのを目め敏ざとく見つけた。


    「これを探すのが、今回の僕の仕事」


    　次にレアールはイングリットたちから離れ、地下鉄チユーブの線路を観察する。


    　赤茶の粉は線路上にも僅わずかに落ちている。その粉の先をずっと目でたどってゆき、ひとつの場所に行き当たった。


    「分かった？」


    「あそこ。どうだろうな」


    　レアールが指差すトンネルの先を、ミッケラも見つめる。


    　人々を遠い所へ運ぶために存在する地下鉄チユーブが、今日ばかりはその大きな口を開けて二人を呑み込もうと待ち構えているように見えた。


    　ごくりと唾つばを飲み込み、レアールのジャケットの裾すそをつかむミッケラ。


    「粉は奥に行くにつれて多く散っているね。この先にいる可能性が高い」


    　二人が見ていると、電車がやって来て停車する。


    　降車して来た乗客が、ホームで倒れている人々と居並ぶ警官隊と駅員に驚いて足を竦すくめた。


    「警察が忘年会会場として、この駅ごと借りてるんよ。邪じや魔まやから、一般人は次で降りて！」


    　イングリットの発言に、笑う者はいなかった。電車からプラットホームに降りようとする沢たく山さんの乗客と、電車内に押し戻そうとする警官の間で、揉もみ合いが発生する。


    　身なりのいい男女もいるにはいるが、車列の後方には労働者階級ワーキングクラスの男たちが多い。


    　荒っぽい怒鳴り声と、言葉遣いは丁てい寧ねいだが警官隊を見下した口調と、宥なだめすかす警官隊の声が入り乱れる。


    「私はここに用があるのだ。どきたまえ」


    　乗客の一人がそう怒鳴り返した。上質なスーツに身を包んだ権けん高だかな印象を与える若者だ。イングリットを一いち瞥べつして降りようとするが、女刑事は若者を乱暴に押しのける。


    「なんや？」


    「女のくせに刑事だと？　……ヤードは何を考えているんだ。どきたまえ、私は判事の息子だぞ。今すぐに君を解かい雇こするよう父の知人の警察官に言ってやる」


    　権高な若者が、イングリットの肩をつかんで押しのけた。


    「……っ」


    〝女のくせに〟の一言に、赤毛の刑事の頰がさっと紅こう潮ちようした。


    「それ、失礼じゃないですか？」


    　レアールが美び麗れいな服装の若者を見み据すえる。その紅あかい瞳に、彼を見た乗客たちが凍りついた。


    「い、因子持ちかっ」


    　少年は右手でシルクハットの若者の手首をつかんで捻ひねり上げた。


    「格好は紳士なのに、気風が紳士じゃないですね」


    「そうやそうや。ゴチャゴチャぬかすと──」


    　イングリットの陰から現れたミッケラが、若者の鼻に指を突きつける。


    「──末まつ代だいまで呪のろうわよ！」


    「うぐ……っ」


    　男が鼻はな白じろむ。レアールはその胸を強く押して電車内に押し込む。タイミングよくドアが閉まった。


    　好奇心と非難の視線を浴びせてくる電車内の人々を見送り、レアールは線路へ下りた。


    「うん。やっぱりこっちだ」


    　暫しばらく線路上をウロウロした後、赤茶色の粉がほかよりも積もっている場所を発見する。トンネルの奥に続いていることを確認すると、まだホーム上に残っているイングリットたちに手を振った。


    「ジュールさんを追いかけることができるよ。早く行こう」


    　今の若者とのやり取りで、普段の調子を取り戻したミッケラが真っ先にやって来た。普段は立ち入れない場所に踏み込めると、興奮で頰が紅こう潮ちようしている。


    「入るの？　うわぁ、ちょっとした洞どう窟くつ探検ね」


    　遅れてやって来たイングリットと警官が、地下鉄の職員をつれてやって来る。


    　神経質そうな[image: ]やせた男だ。制服がダブダブで、レアールや警官たちを怯おびえた目で観察している。


    「この中は鉄道のプロと一緒にいたほうがええ。あとコレな」


    　レアールは警官から懐中電灯を渡され、少し考えた後にミッケラに手渡す。


    「僕はいらないから、ミッケラが使えよ」


    「ほな行くで」


    　レアールを先頭に立て、周囲を照らしつつイングリットとミッケラ。さらにその後に五人の警官と駅員が、湿って生暖かい空気が漂ただよう地下鉄チユーブのトンネルに潜入する。


    　現在使用中のトンネルは弱い明かりが等とう間かん隔かくに設置されているので、ところどころが仄ほのかに明るい。歩くのに支障はないが、足元が暗く不安が残るため、懐中電灯で行く先を低く照らす。


    「面倒な所に逃げたものね」


    　イングリットが、ミッケラにピッタリと寄り添って歩く。


    　トンネルの壁から水が染しみ出て小さな水溜まりを作っている。少女は水溜まりを迂う回かいし、女刑事はそれを飛び越える。


    「ミッケラちゃん？　こんな真っ暗やのに、レアール君はホンマに見えてるん？」


    　先行するレアールの背を懐中電灯で照らし、隣となりを歩くミッケラに問いかける。


    「暗い所でも見えるみたい。だから平気」


    　ミッケラは枕まくら木ぎにつまずかないよう、足元に注意しながら答えた。


    「因子の力？　便利やなぁ」


    　喋しやべっている間にも、レアールは一人でさっさと歩いて行ってしまう。


    　後続のミッケラたちがレアールの姿を見失った。一行が二ふた又またに道が分かれている所で足を止めて、辺りの様子を窺うかがう。


    　一方は本線だ。今まで歩いて来た線路と同じく、明かりが点々と続いている。もう片方は闇が横たわっている。試ためしにイングリットが懐中電灯を向けると、細く頼りない光は暗がりに吸い込まれて消えていく。


    　一行が戸と惑まどっていると、真っ暗な道から少年の声がした。


    「みんな、こっちだよ」


    　レアールが光のない迷宮の入り口に姿を現し、手招きして一行を呼び寄せる。


    「さ、さらに暗い場所に行くんかいな」


    「仕方ないだろ。ここに痕こん跡せきがあるんだから」


    　足元を指し示す。レアールが指差した場所を複数の明かりが照らすが、痕跡と呼ばれたものはイングリットたちには分からなかった。


    「どこにあるん？」


    「あるんだよ。見えないかもしれないけど。こっちだ」


    　再び人工迷宮の入り口を指差す。インクをぶち撒まけたような黒い入り口だ。


    「この真っ暗な道は、現在は使用しとるん？」


    　イングリットに問われた駅員が、額ひたいの脂あぶら汗あせを拭ぬぐいながら説明を始める。


    　今でこそ一いつ括かつして全線を一社が運営しているが、かつては複数の会社が各線を運用し、独自にトンネルを掘り進めていた。統とう括かつされた時に各社線路は把は握あくしたが、途中で作業が中断し放ほう棄きされたものも多い。本線でないルートは、世界不況の煽あおりを喰らってメンテナンスも進んでいない。


    「さらに非常時に地下を使用することもあるので、全容はお伝えすることができません。上じよう司しの判断が必要になります」


    「今は非常時やで？」


    「はぁ。申し訳ございません。私どももしがない雇やとわれ人でして、現場だけの判断ではなんとも……」


    「あかんやんか。プロやろ君」


    　汗を拭ぬぐいつつ、つれて来られた駅員は答えた。


    「ああ嫌いややわ。潜りたくないわ。刑事の勘が、ここに何かいると告つげている。絶対嫌や」


    「なら行こうよ」


    　レアールはイングリットの手首をつかみ、ミッケラがイングリットの背を押す。


    「そうよ。お仕事しなきゃ。アタシたちも一緒に行くから」


    「……し、使命やな……そや。ウチは市を守る警察官や……」


    　ブツブツと呟つぶやいて自分に何やら暗示をかけると、さらに濃い闇のなかへ足を踏み入れる。


    「あのっ。自分はここで戻ってもよろしいでしょうか。駅の様子も気になりますし」


    　駅員の気弱な発言に、イングリットは少しだけ残念そうな表情をして頷うなずいた。


    　残念そうに見えたのは、きっと連れが一人減って心細いからだろう。


    「ホンマおおきに。一人で戻れる？　護衛をつけよか？」


    「大丈夫です。ではお気をつけて」


    　敬礼すると大あわてで駆け戻って行く。


    「なにもそんなに焦あせらなくてもいいのに」


    　小さく手を振って送り出すミッケラ。


    「逃げる気持ち、ウチは分からんでもないわ」


    　駅員の姿が消えるまで見送ると、彼らは再びトンネルを歩き始めた。


    　イングリットの持つ明かりが、闇色の空間を細く切り裂き、複数の足音だけが反響する。


    　空気はじっとりと重たく、カビの臭いが鼻をつく。


    　どこかで水滴の音がしているのが聞こえてきた。


    「ねえ。道が分からなくなったらどうするの？」


    　ミッケラが不安に駆られて質問する。


    「大丈夫や。ここは大都市ロンドン。いつかどこかに出られる」


    　再び無言で歩くと、イングリットが話しかけてくる。


    「あの……レアール君、ミッケラちゃん」


    　イングリットの改まった口調に、二人は足を止める。


    　全員の足音が止まった。静けさが訪れ、辺りの空気の気味悪さに拍はく車しやをかける。


    「あ、歩きながらでええよ」


    　躊躇ためらいがあったが、レアールが歩き始めると、ほかの全員も歩き出した。


    「あのなー。さっきはありがとな。ウチがどこかのドラ息子に手ぇ出さんように庇かばってくれたんやろ？」


    「……刑事さんは悪いことしていないのに、あんな奴のせいで辞められちゃうと、気分が悪いし」


    　レアールは頭を搔かきつつ答える。


    「そうそう。アタシもあいつの名前、聞いてから解放すればよかったなぁ」


    　イングリットと腕を組んで歩くミッケラが、朗ほがらかに言った。


    「あはは……。二人とも、ホンマにありがと」


    　レアールが足を止め、前方をにらむ。


    「静かに」


    　途端に静せい寂じやくが戻ってくる。暫しばらく耳を澄ませていると、何かが迫り来る音が聞こえた。


    　それは先日、警視庁で起きた蛾がの大群が現れた時と同じような──。


    「き、来よったか！」


    　ミッケラに自分の持つ懐中電灯を押しつけ、拳銃を構えるイングリット。


    　両手にライトを持ったミッケラが、前方を照らす。


    「きた！」


    　制服警官の声を合図に、進行方向から何本かの懐中電灯の明かりに照らし出されて、トンネルいっぱいに蛾の大群が迫って来た。


    　驚きで目を丸くしていると、蛾がの群れはあっという間にレアールたちとの距離を縮ちぢめて呑み込んだ。


    「ひぎ──っ」


    　イングリットは絶叫し、発砲する。


    　ろくに狙ねらいをつけなかった弾は、先頭の数匹の蛾を倒した後、トンネルの円えん蓋がいにぶつかる。次の弾は、さらに別の数匹を巻き添えにして、レアールの近くの地面に着弾した。


    　再び引き金を引きそうなイングリットを見て、レアールはお気に入りのキャスケット帽を手で押さえ身を低くする。


    「僕らに当てないでよ」


    「もう、どこから出て来るのよ」


    　懐中電灯を振り回すミッケラ。明かりが揺れて、トンネル内のあちこちを照らす。


    「こいつらが出て来るってことは、きっとジュールさんが近くにいるってことだ。そして先生も──」


    　中腰のままレアールは、一人で前方に駆け出す。蛾が顔面に当たってこようとするが、ジャケットを頭から被かぶって避けることにした。


    　背後から今にも泣き出しそうなイングリットの震える指示が飛んだ。


    「みんな、追いかけるで。置いて行かれるほうが怖いからなっ」


    　一行がレアールに続いて駆けて行くと、徐々に蛾の密度が高くなってくる。


    　マスクの上からさらにハンカチや服の袖そでで口と鼻を押さえ、できるだけ鱗りん粉ぷんを吸い込まないようにしてレアールたちは走った。迷宮を駆けて行くと、レアールの目が、地下洞を闊かつ歩ぽする男の姿を捉える。


    　レアールは文字通り目の色を変えて駆け出した。


    「ジュールさん！」


    　ぐん、と迷いなく迫って来たレアールの姿を見つけ、ジュールが舌打ちする。


    「邪じや魔まをしないでくれよ」


    　コートの男は掌てのひらを口元に近づけ、ふっと息を吹く。粉が狭い通路に舞い、視界を邪魔する。


    「またそれかっ。マスクをしているから効かないぞ！」


    　手で目の前の鱗粉を払うレアールの鼻先を、男のナイフが掠かすった。


    「先生を返せ！」


    「ジュール・スタンダール！　英国移民法違反、傷害罪、それに公務執行妨害で逮たい捕ほやっ」


    　イングリットは顔面の下半分をマスクで覆おおったままジュールに右人差し指を突きつけ、叫ぶ。


    　指を突きつけられた相手は、複数の懐中電灯の明かりに照らされた中で不服そうに顔をしかめた。


    「いいだろう？　新大陸アメリカに行く間ぐらい。見み逃のがしてくれないか。君たちの国には、ほんの少しの間まお邪魔しただけだよ。正直言って今のヨーロッパじゃ住みづらいんだよ。君たち人間が、我々の住処すみかを奪って行くから、住処がなくなってしまってね」


    「だったら、大陸のお偉いさんと話をして、土地を手に入れればええやろ」


    「したよ。でも相手にしてくれなかった。それに大陸の人間とは前さきの戦争で折り合いが悪くてね。だから新しん天てん地ちを求めることにした。さっきも言ったけれど、この国は単なる通過点であって、越えつ冬とうすればすぐに離れるつもりなんだよ」


    「ウチも女で刑事っちゅー、珍しい人種やからな。そういう差別は、なんとなく分かる……分かっているつもりや」


    　ジュールは軽く頷うなずくことで、イングリットに先を促うながす。


    「でもな、君らには非常に申し訳ないんやけど、ウチの国の法律は、君らの存在を認めてへん。早はよヨーロッパ大陸に帰りや」


    「戻る場所はもうないんだ。前に進むだけだ。我々の種族は世界中に散らばってしまって、それぞれがどうにかして生き延びる道を探している。ヒトを餌えさにしてしまったことは謝罪する。でも君らは牛や豚を食料とする時に、彼らの言い分を聞くかい？」


    　人間たちは沈ちん黙もくした。


    「食べる時には……感謝の祈りはするよ」


    　どう答えるべきか悩んだ末、レアールが声を搾しぼり出す。


    「感謝ね。我々も、我々の糧かてになったモノたちに感謝をするよ。で、蟲むし人びとはヒトとどう違う？『因子』のおかげで私の種族はずいぶんと進化した。こうやって君たちと語り合い、考えることができる」


    　ジュールは一人ひとりの顔を見ていく。警官隊は引き金に指をかけているが、それを引く様子はない。演説の時間を与えられたジュールは、ゆっくりと語った。


    「森から出て思ったんだ。我々は、人間に劣おとってはいない。今は人間のように新たなもの──たとえば巨大な建造物や自動車や飛行機のような便利な乗り物だね。空想を実際に形にすることが、僕らはちょっと苦手なんだ──を[image: ]造こそできないけれど、そんなことは問題じゃないよ。我々は君たちより世代交代が早い生物だ。すぐに君たちを追い抜く」
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    　人間たちが黙っていると、ジュールは先を続けた。


    「君たちが、我々を嫌い、憎む理由はそこにあるのだろう。自分たちが他者に取って代わられるのが恐ろしいのだ！　──でも、我々は君たちを滅ぼそうとはしないよ。共存できればいいと思っている。きっと共存できるよ。でもそのためには、子供たちをもっと増やして、もっと頭がよくて器用な子供たちを残さないといけないがね。知恵の回る子が増えれば、彼らがなにかしらの打開策を考えつくかもしれない」


    「そんなことより、先生をどこにやったのよ！」


    　勇いさましく質問したミッケラが、小さな悲鳴を上げて身を竦すくめた。


    　蛾がの重たい羽ばたきが耳を掠かすめた。


    「そうだね、彼はじっくり話を聞いてくれた最初の人間だ。だからあまり手荒なことはしたくないけど……。妻が彼を気に入ってしまってね」


    　照れ笑いを浮かべるジュールの姿は、場所さえ違えば身内を惚のろ気ける好青年のものだ。


    「我々はずっと昔に『因子』を持った。けれどその時は今ほど賢かしこくもなく、体も今ほど大きくなかった。小さな獲え物ものを狩っていたさ。でもある時ね、食い物に巡り合えなかった同はら胞からがいてね、仕方なくいつもとは違うものを食べた。何だと思う？」


    　レアールたちは答えられなかった。


    「ヒトだよ。ヒトの赤ん坊。それからだよ、僕らが目覚ましい進化を遂げたのは」


    　ジュールは照れ笑いを収める。


    「──コールランド先生は頭がいいかただ。彼を食べたら、子供たちはもっと頭がよくなる」


    　そう言いながら掌てのひらを口のそばに近づけ、ふぅと息を吹きかける。


    　鱗りん粉ぷんが目に入るのを恐れて目を瞑つぶったレアールは、ヒュッと空気を裂く音を聴いた。それが何であるのか、頭が理解するよりも早く体が動く。


    「ぐあっ」


    　レアールの後ろにいた警官の喉のどから苦痛の声が上がる。


    　慎しん重ちように目を開けたレアールの目には、警官の喉に突き刺さっている細長い槍やりのようなものが映った。繰り出された元を見る。その細長く鋭えい利りなものがジュールの口のなかから続いているのを見て、さっと顔色を変えた。


    「やめろっ」


    　見ている間にも、警官の顔色は悪くなっていき、皮ひ膚ふの内側から肉が吸い取られるように落ち窪くぼんでいく。


    「くそおっ」


    　レアールはシャベルを振り上げ、細長い口こう吻ふんに向かって勢いよく振り下ろした。ジュールが軽く頭を後方に仰のけ反ぞらせて、警官に突き刺した槍やりを引き抜く。


    　レアールが槍を切断するより早く、口吻はジュールの口内へ戻った。シャベルの剣先が足元のレールと激突し暗闇に火花が散る。


    「しっかりして！」


    　ミッケラは倒れた警官を起こそうとして駆け寄った。その背後でガラスを引っ搔かくような鳴き声がする。


    「──え」


    　振り返ったミッケラ。蛾がの海が割れ、警視庁で見た巨大芋いも虫むしが現れた。


    　少女は立ち上がるのを忘れてじっと見つめる。数か月前に見たものとは少し模様が違う。


    「もう一匹いたの？」


    「リュシアン!?」


    　ジュールの言葉に幼虫が応えた。先ほどと同じ鳴き声だ。


    　ミッケラは警官隊に彼らの仲間を押しつけ、地面に落ちていた錆さびたボルトを拾い上げると、リュシアンと呼ばれた芋虫にぶつける。


    「あっち行け！」


    　頭にボルトがぶつかった芋虫は、ジュウッと湿った声を上げてミッケラを威い嚇かくした。


    「こら人間、うちの子に何をする！　リュシアンも母さんの所に帰りなさい。早く！」


    　ジュールがミッケラに怒鳴り、続いて『子供』に呼びかけた。しかし子供のほうは、父親を無視してボルトを投げつけた小娘とにらみ合いを続けている。やる気のようだ。


    　警官が芋虫に銃の狙そ点てんを合わせる。ジュールが手をひらめかせて、蛾の大群で覆おおい隠した。


    「ミッケラっ。何か便利なまじないとかないわけ？」


    「ええここで？」


    「見えないだろ！」


    　鱗りん翅し目もくの反撃に遭い、双方両手でもがきながら応える。


    「や、やってやるわよ！」


    　ミッケラは腕を交差させて小さく囁ささやく。


    　ミッケラを中心にして旋つむじ風かぜが巻き起こった。旋風はミッケラが右手を翻ひるがえすと、周囲を飛び交っている蛾を巻き込みながら、小さな竜たつ巻まきとなっていく。


    「どっかに行っちゃいなさいっ」


    　細い指が今来た道を指し示すと、小さな竜巻は付近の蛾や鱗りん粉ぷん、それにゴミを巻き込みつつ闇の中にゆっくり移動し、消えていった。


    「厄やつ介かいな娘だな」


    　舌打ちして逃げ出すジュール。その姿を見とがめたレアールは、追いかけようとするミッケラの手首をつかみ、イングリットに押しつけた。


    「刑事さん、奴らが逃げられないように地下鉄チユーブを封ふう鎖さしないと、ますます犠ぎ牲せい者が増えるよ！　ミッケラと一度外に出て、応援つれて来てよ！」


    「えっ」


    　イングリットとミッケラが止める間もなく、レアールは走ってジュールを追って行った。三人の警官がさらにその後を追う。


    「ちょっとアンタ！　アタシを差し置いて自分だけ楽しむつもり!?」


    　ミッケラもレアールを追いかけて駆け出そうとしたが、イングリットに手をつかまれて阻はばまれた。その顔には、一度落ちついて考えたいという気持ちと、それを上回る虫への恐怖心が滲み出ていた。


    「ミッケラちゃん、いっぺん逃げるで」


    「でも」


    　ミッケラは、もう一度レアールの消えた方角を見た。


    「ええから早く！　全員離り脱だつやっ」


    　女刑事はミッケラの腕をつかんで引きずりながら、部下の警官隊に指示を出した。


    　警官隊は怪け我がを負った仲間に肩を貸し、今来た道を引き返している。


    「イングリットさん！」


    「許さへんよ」


    　その場を動かないミッケラを引きずって、イングリットも部下たちの後を追う。


    　背後からリュシアンが追いかけて来た。


    　思った以上に早い動きに、追いつかれた後のことを考えて鳥肌を立てる。


    　足をもつれさせながら、二人は真っ暗なトンネルを走った。どこをどう走ったのか。懐中電灯は途中でどこかに落としてしまい、部下ともはぐれてしまった。


    「見えないよおっ」


    「がんばりや、ウチもがんばるっ」


    　二人分の靴音が、廃線になったトンネルの空気を乱打する。


    「も……ダメ」


    　人一倍体力のないミッケラは、すぐに走るのをやめてしまった。イングリットも足を止める。


    　行く手は三みつ叉またに分かれている。


    「イングリットさん。もう走りたくないよぉ……」


    「しっかりしぃや。今諦あきらめたら、あの小僧だか小娘だかの餌えさになるで」


    　荒い息を整えているミッケラに代わって、イングリットが辺りを見回す。


    　三つある行く手のひとつから、不自然な風の流れを肌に感じた。近くに出口がありそうだ。


    「ミッケラちゃん」


    　へたり込もうとするミッケラの手をつかんで強引に立たせる。


    「走るで。まだ追って来てる」


    　暗闇で咆ほう哮こうが聴こえた。かなり近い。


    　芋いも虫むしリュシアンは、逃げ遅れた女二人にターゲットを絞った。途中でジュゥゥゥと哭なくと、二人をめがけて近づいて来る。


    「もぉぉ！　あとであの幼虫呪のろってやるぅぅぅ」


    　残った体力で走り出すミッケラ。


    「こっちや」


    　イングリットがミッケラの手を引いて、明かりのない地下道を疾走する。時折つまずいて転びそうになるのをお互いに支え合いながら、行くべき道も分からずひたすら走った。


    「ギャッ」


    　ミッケラの足がもつれ、前を走っていたイングリットを巻き添えにして倒れる。


    「い……っ」


    　転んだ拍ひよう子しに膝ひざを思い切りぶつけて苦痛に呻うめくミッケラ。


    　にじり寄っていたリュシアンが、ミッケラに襲いかかる──！


    　ぷつん。とイングリットの中で何かが切れた。


    「ええい、もうどうにでもなれっ」


    　素早く立ち上がると、少女に喰らいつこうとした巨大な虫の頭を、パンプスで激しく蹴りつけた。


    　ボスッ


    　殴られた衝撃で、リュシアンはトンネルの壁に飛んで行き、頭をぶつけた。


    　長い身をくねらせて悶もん絶ぜつする芋虫をひとにらみすると、イングリットは膝を抱えたままのミッケラに声をかける。


    「ミッケラちゃん、動ける？」


    「うぅん。まだダメ」


    　体勢を立て直したリュシアンが、その怒りを体現するように黄色い尾び角かくを震わせる。じりじりと近づくと、今度はイングリットに襲いかかる。


    「虫はお断り！」


    　再び蹴りつける。つま先に感じる奇妙に柔やわらかい感触に怖おぞ気けが走るが、身震いするだけで堪こらえた。


    　三度目に蹴りつけようとしたところで、若い女の悲痛な声がトンネル内に響いた。


    「リュシアン！」


    　イングリットとミッケラは顔を見合わせる。


    　どちらの声でもない。


    「リュシアン、戻っていらっしゃい、お母さんのところへ」


    　じゅうぅぅ。と低く唸うなる芋虫の背後から、年若い身み重おも姿の女が、ぼう、と現れた。


    「あぁリュシアン可哀想かわいそうに。ママが仇かたきを取ってあげるからね」


    「ママ……かたき？」


    　ミッケラの呟つぶやきに続いて、イングリットが新あら手ての妊にん婦ぷに拳銃を向けた。


    「ここで遭ったが百年目！　エリーズ・スタンダール！　英国移民法違反で逮たい捕ほすんで！」


    　エリーズは薄く笑った。


    「……私たちが、法に抵てい触しよくしているなら、子供を虐ぎやく待たいされてもいいというの？」


    「正当防衛や。ウチのつれに食いつこうとしたで！」


    「そう？　なら私も子供を守るため、正当防衛とやらをしなきゃならないわね」


    　エリーズはそう言って微び笑しようすると、唇をゆっくりと吊り上げた。


    「お腹も空いていたところだし、ご飯にしましょう」


    　白目を剝むくと口をかっと開く。


    　ジュールの時と同じく、口こう吻ふんの攻撃が来ると思い、腰を落とし重心を低くして身構えるイングリット。


    　しかし予想に反したものが現れ硬直した。


    　エリーズの口から、無数の蛾がが現れて空を舞い始めたのだ。──イングリットの顔めがけて。


    　拳銃を構えたまま硬直する女刑事。
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    「うー……っ」


    　座り込んでいたミッケラが、足が痛むのを堪こらえて立ち上がり、棒立ちになったままのイングリットの肩をつかんで後ろに押しのける。そして急いで呪じゆ文もんを詠えい唱しようすると突とつ風ぷうを呼び起こした。


    　ぶわりと舞い上がる強風に、エリーズが思わず目を瞑つぶる。その勢いは徐々に激しさを増し、踏ん張らないと飛ばされそうなほどの風圧にまで達した。


    「……」


    　風が過ぎ去った後にエリーズが目を開けると、呼び出した小さな蛾の群れはミッケラが呼んだ風とともに地下迷宮の闇に消え去っていた。──そして、ミッケラとイングリットの姿も消えていた。


    「イングリットさん、どっち」


    「こっちや！」


    　遠くから聞こえる声に、エリーズは薄く笑うと、芋いも虫むしの頭を優しく撫なでた。


    「あのお姉さんたちが鬼ごっこをしてくれるんですって。一緒に遊びましょうか」


    　含み笑いをすると、エリーズは巨大な芋虫とともに二人の女が消えたトンネルの先を目指して歩き始めた。
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    　　　　６


    



    　出口を求め、地下迷宮で女性陣が駆けずり回っている頃


    



    　レアールは厳しい表情で『そこ』に立っていた。


    　一緒にジュールを追いかけていた警官たちは、鱗りん粉ぷんを始めとする迎げい撃げきに苦戦し、一人また一人と脱落していった。


    　最後まで残った少年は、逃亡者を追走した。地下鉄チユーブの廃線を追い回し、ようやく足を止めたかと思えば、ジュールは何らかのカラクリで、壁の一部を消失させると、『壁の内側』に飛び込んだ。


    　後おくれを取るものかと、スピードを上げて駆け込んだレアールは、部屋に滑り込んだ際に暗がりからジュールに頰を殴られ、側面の壁に叩きつけられた。


    「痛っ……」


    　殴られた箇か所しよをさすりながら起き上がる。ジュールの姿はない。辺りを見回すと、現在レアールがいる部屋は非常に小さいもので、元は倉庫であったようだ。明かりひとつない部屋のなかであるが、レアールはキョロキョロと見回して出口を探し出し、地下鉄チユーブ側の壁とは逆側の突き当たりに階段があるのを見つけた。


    「……よし」


    　埃ほこりっぽさとカビ臭さを我慢し、コンクリートでできたその短い階段を上り、広く寒々しい場所に出た。


    　いったいどこに出たのだろう？


    　レアールは素早く見回した。背後には今しがた通った地下の小部屋。正面は立派な玄関扉とびら。それに二階へ続く階段がある。どこかの屋敷の広間のようだ。


    　頭上には蜘く蛛もの巣まみれのシャンデリアがあって、ホールの左右には廊ろう下かが真っ直ぐ伸びている。


    　そこまで観察すると、レアールは埃だらけの絨じゆう毯たんに向かって頭から飛び込んだ。長細い鉄棒を握り締め、廊下から突とつ如じよ姿を現したジュールが、寸前まで立っていた場所を棒で激しく打つ。


    　不意討ちだ。


    「……っと」


    　レアールはそのまま前転を二度三度と繰り返してジュールと距離を取り立ち上がる。火ひ搔かき棒を振り回しながら迫るジュールからさらに逃のがれ、階段を二段ほど駆け上がったところで、持って来ていたシャベルを構え直す。


    　火搔かき棒で襲いかかってくるジュールと、騎士の決闘のようにお互いの得え物もので打ち合う。


    　右。左。右。右。


    　苛か烈れつな攻撃に、レアールは徐々に押され始め、玄関ホールから二階へと追いやられて行った。二階に到着したレアールは、左右に真っ直ぐ伸びる廊ろう下かを素早く観察する。


    　どちらが自分により有利な道であるのか。


    「レアール君レアール君」


    「……先生っ」


    　レアールから見て左手の廊下で、ひとつの扉とびらが開き、中からコールランドが必死に手招きしている。


    　レアールはなんとか隙すきを見計い、上段から階下にいるジュールめがけて、シャベルを力いっぱい振り下ろした。


    　左半身を強打し、手が痺しびれるほどの衝撃を受けて足を踏み外すジュール。その一瞬の隙すきに、レアールはジュールの腹を蹴って階段から突き落とす。


    　転がり落ちて行くジュールを見届けることなく、レアールはコールランドが手招く部屋に飛び込み、内側から鍵かぎをかけた。


    「先生、ご無ぶ沙さ汰たです！」


    「あ、ああ。うん。ところでスタンダール氏は」


    　レアールが背にしている扉が、荒々しく叩かれた。


    「勝負をしろ！」


    　ジュールの怒ど声せいに、レアールは返事をしなかった。


    「交こう渉しよう決けつ裂れつです」


    　それだけ伝えると、少年は部屋を見回して使えそうな道具がないか探した。そして部屋の隅に、埃ほこりで汚れないよう布をかけられている家具があることに気づく。大おお股またに歩み寄ると、そのままの勢いで布をつかみ、剝はぎ取る。


    　現れたのは、年季の入ったライティングデスクと椅い子す。それにクローゼット。重さも大きさも運ぶのに申し分ない。バリケードとして使えそうだ。


    「先生も手伝ってくださいっ」


    　レアールは早速、椅子を出入り口の前に運ぶ。そして、背もたれを利用してドアノブと床に引っかけて固定した。


    「分かっているよ」


    　コールランドは呑のん気きに言い返すと、部屋の中をトコトコ歩き回る。レアールを手伝おうとしたが、如何いかんせん幼児の姿では部屋にある殆ほとんどのものが重たく、運びづらい。


    　つぶらな瞳で何度か部屋を見回し、自分一人でも運べそうなものをようやく発見して、それを力強く握り締めた。


    「……」


    　幼児がつかんだのは、高さ百五十センチほどの、上品で可愛かわいらしいスタンドライト。それをずるずると引きずって、バリケードの一員とする。


    　外側から扉とびらが蹴られ、フランス語で罵ののしる声が聞こえる。


    　それに負けじと、レアールが内側から扉を蹴りつけ、罵ば詈り雑ぞう言ごんを浴びせ返す。


    　齧げつ歯し類るいは嘆たん息そくした。


    「私は、そんな汚い言葉を教えた記憶はないがねぇ」


    　コールランドの呟つぶやきは、罵声の応おう酬しゆうをするレアールには、聞こえていない。


    「仕方ない。私が探すとするかねぇ」


    　怒声を荒げるのに忙しいレアールに代わり、コールランドが部屋をチョロチョロと歩き回る。


    　幼児は、まず窓に注目した。外に向かって開放するタイプではなく、上に開けるシャッター型の窓だ。その窓の外側には蛾ががびっしりと留まっており、その腹が否いや応おうなしにこちらに見えている。


    　蛾や蝶ちようが苦手でない人でも、思わず目を背そむけたくなる光景だ。


    　次に右側の壁の中央にある暖だん炉ろを覗のぞき込んだ。煙えん突とつは頭上に真っ直ぐ伸びている。コールランドなら通れる広さであるが、幼児より体の大きいレアールには窮きゆう屈くつだ。そして登りきるために必要な体力は、少年にはあっても幼児にはなかった。


    　コールランドは独りごちる。


    「まったく。誰にとっての不幸かねぇ」


    　ジュールはこう語った。


    　人間たちに『妖よう蛾がアケロンティア』と呼ばれる彼らは、森で静かに暮らしていた。森に迷い込んだ動物や、家か畜ちくを失しつ敬けいしては糧かてを得ていた。家畜の持ち主が怒らない程度の頻ひん度どと節度を保たもっていたし、エリーズのように、繁はん殖しよく期きにはほかの生物の記憶に蓋ふたをする能力を持つ個体のおかげで、ヒトのほうでも彼らの存在をそれほど気にしていなかった。


    　ヒトと彼らの関係は、妖蛾の住む森の周囲では、概おおむね良好だった。


    　しかし十年近く前に起きた欧州戦争によって生活が乱された。この戦争によって、フランスはほぼ全土が戦場となった。森で嵐が過ぎ去るのを待っていたジュールらにも、硝しよう煙えんと血の臭いが迫ってきた。


    　森は焼かれ、動物は殺害され、あるいは人間を恐れて逃げて行く。ジュールらも生きているから、糧を得なければならない。彼らの餌えさとなっていた獣けものは、ヒトが追い払うか殺すかしてしまった。食うに困った妖蛾は、兵士を糧とすることを選んだ。もともと平和を乱したのはヒトのほうであるから、とこれは誰も反対しなかった。最初はひとつの部隊から一人か二人、と慎しん重ちようであった餌取りも、次第に大胆になっていく。


    　ある日、誰かがやりすぎて、ついに人間側が異変に気づき激げき怒どした。


    　戦争のために揃えた駒こまであるのに、第三者にその大切な兵士を喰われるのだ。たまったものではない。軍の上層部は、魔術師たちを従えて、害虫駆除をすることにした。


    　命からがら逃げ出し、気づけばみなが散り散りになっていた。やがてヒトの戦争が終わり、やっと静かにすごせると思ったものの、元の土地はヒトに開拓されており、新しん天てん地ちを求めて彷徨さまよえば、かつての仲間たちと、縄張り争いをすることになってしまった。


    「ヒトというのは、愚おろかしい生き物だねぇ」


    　コールランドは、ほんの少しの間、惚ほうけたように頭上を見ていたが、不意にぶるりと身を震わせてクシャミをする。


    　寒い。


    　薄着のまま拉ら致ちされたので、とても寒い。


    　幼児は弟で子しの服の裾すそをつかみ、二度引いた。


    「レアール君レアール君、マッチかライターは持っているかね」


    　我われに返ったレアールが、荒い呼吸を繰り返しながら頷うなずく。


    「ライターなら」


    　ジャケットのポケットから取り出してコールランドに渡す。レアールも煙草たばこは吸わない。だが、どこで何に必要になるか分からないから、いつも持ち歩いているのだ。


    「部屋を暖かくして考えようじゃないか。あまり寒すぎてもいけないよ。上着も帽子も持っていないから、寒くて寒くて」


    　ズボンのポケットから手帳を取り出し、暖だん炉ろのそばにしゃがむ。手帳のページをめくって、何も書いていないページを二、三枚破ってくしゃくしゃにする。


    「悠ゆう長ちように暖まっている暇ひまはありませんよ」


    「ま、ま。ほかにも燃えそうなものないかね。グリーン君や警察に居場所を教えたほうがいいだろう」


    　小さな手がライターをいじる。


    　レアールが手を差し出した。「僕がやりましょうか？」という意味だ。


    「いやいや。このぐらい一人でできるよ。それよりも出入り口のほうを頼んだよ」


    「はいっ」


    　コールランドは暖炉に向き直ると、ライターの火ひ打うち石いしを叩いた。何度か叩くが、なかなか着火しない。


    　いつの間にか、扉とびらを叩く音がやんでいる。


    　着火しようとする音が、部屋を支配する。


    「次は何をする気かな……。先生、あいつの弱点はご存じですか」


    　会話をしながらレアールは、椅い子すや机を動かして、入り口を内側から押さえる。


    　恩師と自分をヒト喰い蛾がの脅きよう威いから守るため、レアールは必死だった。


    「弱点というか。彼らの『腹部にある紋もん様ようを串くし刺ざしにするといい』と伝でん承しようにはあるがね」


    「腹部って、人間のですか」


    「本体のだよ。彼らが皮を被かぶっている状態じゃ、どこが胴体か分からないから、皮を脱いでもらう必要がある」


    　レアールは作業の手を止めた。固かた唾ずを呑む。


    　イングリットではないが、想像してみると少しだけ恐ろしい。


    　再び扉とびらが乱暴に叩かれ始めた。今度は拳こぶしではなく、重たく硬い道具を打ちつけている音だ。


    「ぬぁぁヤバイ。扉を壊す気だ！　先生、アイデアください！」


    「アイデアねぇ……そういえば、我が家のメイドは──あちっ」


    　火花に驚いてライターを落とす。


    　ライターの火が、コールランドの用意した紙と付近の埃ほこりに着火した。


    「ふぅ。なんとか点いたぞ」


    　マイペースなコールランドは、そのまま辺りの布や散乱している紙を拾い集め、片かたっ端ぱしから暖炉に放り込んでいく。


    「薪まきになるものがないから、長時間は無理だねぇ。……そこに薪になる前段階のものはあるけど」


    　幼児は、運びきれなかった家具を見て思し案あんする。


    　扉がひしゃげた音を立てた。危険を察知して僅わずかに頭を右に動かしたレアールの鼻先で、幅の広い刃物の切っ先が止まった。刃物が引き抜かれてさらに二度打ちつけられると、扉に握り拳大の穴が開いた。


    　うしろに下がったレアールは、その穴から室内を覗のぞき込むジュールをにらみつける。


    　ジュールは再び手て斧おのを振るって穴を大きく広げる。ジュールの左手が、無遠慮に部屋のなかに侵入した。ドアノブを触り、鍵かぎを開けようと試こころみる。


    　レアールは咄とつ嗟さにジュールの腕を蹴りつけるが、ジュールに堪こたえた様子はない。斧おの男おとこと化したジュールは鍵を開けた。外側から扉を押すが、バリケードが邪じや魔まをして開かない。男は怒いかりの声を上げると、再び開いた穴を覗き込む。


    　ぎらついた目が、籠ろう城じようする二人組をにらみつける。そして白目を剝むいた。


    　口が開き、その咽の喉どがグルルと鳴るのをレアールは聞いた。


    　レアールは『燃料』を手に部屋の中央で茫ぼう洋ようと立っている幼児を抱き寄せ腕のなかに庇かばい、ジュールに背を向ける。空気を切り裂く音がして、少年の右頰に灼しやく熱ねつ感が奔はしり、床に黒く細い槍やりが突き刺さる。


    「……」


    　レアールは恐る恐るその黒い槍を見つめる。太さは直径一センチほど。槍の出所を目で追って行くと、ドアに空いた穴から顔を覗のぞかせているジュールが見え、かっと開かれた口内へとたどり着いた。


    　ジュールの咽喉のどの奥から伸びる黒いそれを見ていると、地下鉄チユーブで襲われた警官を思い出す。


    「口こう吻ふん……吸きゆう収しゆう管かんだよ。蝶ちようや蛾がが蜜みつを吸う時、ストロー状に伸びる部分があるだろう？　あれだよ」


    　コールランドの冷静な説明に、レアールはザァと血の気が引いていくのを感じた。かなりの勢いで伸びるが、自分に突き刺さった時のことを考えると寒気がする。


    「あ、あれで人間を」


    「そうその通りさ──それっ」


    　レアールの腕から解放された幼児が、床にめり込んだジュールの口吻を両足で踏みつける。


    「レアール君、まずは口だ！」


    「はいっ」


    　レアールは拳銃を構えると、割れた扉とびらの隙すき間まから顔を覗かせているジュールに銃口を向けた。


    



    　タン、タン……！


    



    　乾いた発砲音が室内に響く。コールランドは両足で口吻を踏みつけたまま、両手で両耳を押さえた。幼児の靴底でジュールの口吻が銃声とともにビク、ビクと痙けい攣れんする。コールランドはジュールに逃げられては敵かなわないと思い、しゃがみ込んで重心を低くした。


    　レアールの発砲した弾は、一発は目に命中し、一発は家具にめり込む。


    「ぐあああああああああっ」


    　苦く悶もんと呪じゆ詛その叫びを上げるジュールは、頭を後方に仰のけ反ぞらせた。口吻が幼児の体重をものともせず、空気を裂いて口内に引き戻り、覗いていた顔が一いつ時とき消える。


    「や、やっちゃった……」


    　ジュールが発した絶叫のあまりのおぞましさに、レアールは顔面を青あお褪ざめさせていた。


    「こ、このまま撃っても駄だ目めかな」


    　銃を構えたまま少年が囁ささやく。怖おぞ気けがやまない。


    「悪くないと思うね。殆ほとんどの生物には胴体に器官がある。そこを攻撃すれば、何らかの害を与えられる筈はずだよ」


    　口吻が床から引き抜かれた際、足をすくわれるかたちで床に転がったコールランドが起き上がり、服についた埃ほこりを払いながら答える。


    「お、落ち着いていますね先生」


    「君、蟻ありや蛾がは平気だったじゃないか」


    　レアールは小さく頭を振る。区別するわけではないのだが、意思疎通ができない生物と、意思疎通ができる生物を銃撃するのは心持ちが違う。


    「やっぱり多少なりの罪ざい悪あく感があるというか……」


    　語尾にジュールが扉とびらを蹴り破ろうとする音が重なる。


    　バリケードが散開した。


    　右手に手て斧おのを握り締めたジュールは、部屋の入り口に立ち、白はく濁だくした目でもってレアールをにらんだ。


    「人間ごときが」


    　レアールが再び発砲する。ジュールは開けたばかりの扉を閉じて全弾撃ち尽くすまで待つと、再び扉を開けて大おお股またで歩いて来る。


    　弾を込め直すレアールの目に、焦あせりと恐怖が混じる。


    　ジュールは至近距離まで近づくと、手斧を斜めに勢いつけて振り下ろし、勢いを殺さずそのまま刃の向きを返して胴を薙なぐ。


    　すんでのところで逃れたレアールだったが、ジャケットの一部が切り裂かれた。


    「ちょこまかと」


    　ジュールが舌打ちして手斧を無茶苦茶に振り回す。


    「あわわわわわわわわ」


    　コールランドは狭い部屋の中を右う往おう左さ往おうして、ジュールの攻撃を回避する。その手からライターが転げ落ちた。


    　レアールは銃をしまうと、家具に掛けられていた薄汚れた布を左手で鷲わしづかみ、ジュールに投げつける。


    　ジュールは振り払おうと試こころみたが、広がった布に腕ごと武器をからめとられる。


    　その間に木製の椅子をつかんだレアールは、胸の前に構えると奇声を上げながら滅茶苦茶に振り回す。


    「うわあああああっ」


    　椅い子すの脚がジュールの胴に当たり、よろけて倒れたところに顔面めがけて思いきり振り下ろした。


    　転がって逃げるジュール。椅子が床に叩きつけられる音とレアールの舌打ち。


    　ジュールは二転三転として距離を置くと、暖炉のそばに転がっていた手斧をつかみ直して切りつけてきた。椅子の四本ある脚の一本に刃が食い込み抜けなくなったところで、レアールに手を踏みつけられる。鈍にぶい声を上げてレアールの足を蹴りつけ逆襲した。嫌けん悪お感たっぷりの声を上げて飛びのくレアール。


    　短いが激しい攻防が終わり、次の一撃を仕掛けるための緊張が高まっていく。


    　コールランドは因子持ち同士の戦いを観戦しつつ、彼らを越えた先にある暖だん炉ろにちらちらと視線を向けている。


    　奇声を上げて突撃するジュール。


    　緑の瞳の少年は、ジュールの攻撃をするりとかわすと仕掛けて来た蟲むし人びとの腕をつかんだ。


    　レアールの脳のう裏りに、数日前にイングリットに背負い投げされた時の感覚が蘇よみがえる。


    「っだあっ」


    　レアールは、今度は技をかける側になって、背負い投げを忠実に実行した──つもりだった。


    　背負ったジュールの身体を空に跳ね上げるまでは再現できていた。しかしあまりに軽すぎるジュールの身体に驚いて、跳ね上げて叩きつける前に、少年は手を離してしまった。ジュールは、放り投げられるようにして背中から暖炉に突っ込む。


    「ぐっぎゃああああああああああああああああっ」


    　全身に炎をまとわりつかせて悶もん絶ぜつするジュール。


    　火ひ達磨だるまになりながら、ジュールがコールランドに手を伸ばす。棒立ちになってジュールを見つめているコールランドには避ける様子がない。


    　腕が持ち上がり、コールランドの顔面を鷲わしづかみしようと近づく。動こうとしないコールランドをレアールが背後から引いた。
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    　空くうをつかんだジュールの手は、そのままパタリと力なく床に落ちる。


    　しばらくその様子を眺めた後、レアールはコールランドの肩を優しく揺すって正気に戻すと、死闘の現場となった部屋を後にした。


    「ミッケラたちと合流しましょう」


    　二人は部屋のドアを閉めて薄暗い廊ろう下かに出ると、エリーズの襲撃を警戒しながら歩く。


    　たった今出て来た部屋からガラスが割れる音がした。「襲撃か」と身を固くするレアールだったが、廊下にジュールの姿はなかった。


    　炎の勢いが強いようで、煙は早くも屋敷の二階に回りつつある。


    「急ぎましょう、先生っ」


    　焦あせってコールランドと駆け下り、階下へと移動すると、ミッケラの元気な声が鼓こ膜まくを震わせた。


    「先生。コールランド先生！」


    　声はホールから聞こえた。ミッケラとイングリットがホールの真ん中に立っている。ミッケラとイングリットは地下をさまよい続け、ようやくこの屋敷へたどり着いたところだ。


    「ここだよグリーン君」


    「先生、ライティス！」


    　歓喜の声を上げるミッケラ。


    　幼児はトコトコと女性陣に歩み寄ると、片手を挙げて挨あい拶さつをした。


    「やあやあ。ひさしぶりだねグリーン君。それにガーバット刑事も息そく災さいでなにより」


    　べきべき……ばんっ


    　正面玄関のドアが、外側からこじ開けられた。


    　ホールに立つ四人が、正面玄関に注目する。


    　そこには黒くろ焦こげの男が立っていた。


    「……ニガサン」


    　ジュールの声で呪じゆ詛そを吐く男は、手て斧おのを握り締めてホールに駆け込んで来る。


    「ミッケラ！」


    　ミッケラに振り下ろされるジュールの手斧と、レアールのシャベルがぶつかり、激しい音と火花を散らす。


    「こっちだ、グリーン君」


    　コールランドの誘導とレアールのフォローを受けて、ミッケラはジュールの攻撃から逃げ切った。


    　少年が二度三度と打ち下ろされるジュールの手て斧おのをかわし、園芸用具を突き出す。


    　後方に跳んで避よけたジュールが、足音もなく間合いを詰めて薙なぎ払う。屈かがんで回避するレアールの背後に、銃を構えたイングリットが控えていた。


    　きらりと眼鏡めがねのレンズが光り、無言のまま発砲する。仰のけ反ぞって苦く悶もんするジュールをにらみながら、レアールは叫んだ。


    「みんな外へっ」


    　ミッケラが、コールランドの手を引いて正面玄関に駆ける。


    「逃がすかっ」


    　ジュールが手斧を振りかぶる。レアールはシャベルを振り下ろしてジュールの手から武器を叩き落とし、突撃した。


    　少年はジュールの顔面に向かって、シャベルを剣のように突き出す。大きく開いた口に吸い込まれる。ザク、ともグサともつかない音と手て応ごたえがあり、ジュールが悶もん絶ぜつした。


    　地面に倒れ込んだジュールが、四肢をばたつかせる。黒くろ焦こげの皮ひ膚ふがパラパラと床に零こぼれ落ちて行く。


    「グ……ガアァァ」


    　レアールは切っ先をさらに口の奥深くへ突き刺していく。今度は柔らかい手応えがあり、シャベルのスプーン部分が半分ほどめり込んだ。


    　叫びを上げ、ジュールは凶器となった園芸用具の両端をつかんでどかそうとするが、レアールは足をかけて体重を乗せる。ブチブチブチという音とともに、ジュールの皮膚が破れていく。


    「ミッケラと先生は駄だ目めなんだよ。僕の大事な人たちだから」


    　少年は、自分の手を見つめる。


    「……どうしてあんなこと言うんだよ。『先生を食べれば、自分の子供が賢かしこくなる』なんて。そんなことされたら、僕。……帰るところがなくなっちゃうんだよ」


    「グッ」


    　苦しそうな呻うめき声を上げて、ジュールが這はって逃げる。


    「あなたたちと同じなんだよ。僕も居場所がなかったんだ。コールランド先生や、ミッケラに会って、やっと帰るところができた。それなのに、あなたたちは僕から帰る場所を奪おうとするんだ」


    　唇を嚙み締める。血の味がして、意識が冴え渡っていく。


    「レアール君……」


    　イングリットが声をかける。


    「僕、自分の運の悪さを恨うらむよ」


    　肩越しに振り返るレアールの目が、赤く染まっている。


    「──っ」


    　ごくりと唾つばを飲み込み、イングリットは一歩退しりぞく。火事で熱い筈はずなのに、妙に冷たい汗が滲にじみ出ている。


    　ジュールの背中の皮ひ膚ふが割れて、内側から赤茶の巨体が現れ始める。細かい痙けい攣れんを幾度も起こしながら、人の皮膚を体から振り落とす。


    　ゴッという異音とともに、天てん井じようの一部が落ちて来た。舞い散った火の粉から腕で目を庇かばう。再び目を開けると、ジュールの姿が消失していた。


    　二人で辺りを見回す。イングリットが二階を指差すのと、レアールが発見するのは、ほぼ同時だった。


    「いたっ」


    　吹き抜けの壁に、背中に髑髏どくろ模様のある巨大な蛾がが留まっている。


    　人の時の姿とはまったく似ていないのに、何な故ぜかそれがジュールであると二人は理解した。


    「あれが本体か」


    　レアールは周囲を見回して、状況を把握はあくするとシャベルを握り直す。


    　ジュールの翅はねが震え、熱された空気に乗って鱗りん粉ぷんが舞った。ばさりと翅が広がる。


    　目玉がこちらをにらみつけているような紋もん様ようの翅をはためかせて、レアールとイングリットの頭上に迫る。


    「来るぞ」


    　少年の赤い瞳と女刑事の青い瞳が、迫り来る巨大蛾をにらみつけた。


    「警官や一般人に人死にが出る前に、捕まえてあげればよかったんやけどな……。世間が大騒ぎしてしもたんよ。こうなったら、強制排除せなあかん。……すまんな」


    　イングリットが、蛾の頭部に銃弾を撃ち込む。


    「避よけろ」


    　少年の警告に女刑事が頭を下げると、そのすれすれをジュールであったものが飛んで行く。それは、火の粉が舞うホールの空中で大きく旋回すると、再び壁に留まった。


    　翅が巻き起こす風で火の粉が巻き上げられ、熱い空気が二人の体を嬲なぶる。


    「──っ」


    　二人が同時に床を蹴った。口こう吻ふんが、寸前まで二人が立っていた床を突き刺す。


    　地上に降りればレアールがシャベルを振り回し、上空へ逃げるとイングリットが狙い撃ちする。


    　降下して床に倒れ伏したジュールであったものの翅はねを、レアールが落ちていた手て斧おので切り刻む。体液で手斧が濡れ、返り血のようにレアールの服を汚す。


    「レアール君！」


    　レアールはコールランドから投げ渡されたスタンドを受け取り、ジュールの髑髏どくろの紋もん様ように突き下ろす。


    　じゅぅぅ、と断末魔の叫びを上げて、ジュール・スタンダールは動きを止めた。


    「建物がもたないな。……逃げよか」


    　レアールとイングリットは、正面玄関の入り口をくぐり抜けて外に出る。


    　黄金色の炎に焼かれて、蛾がが館やかたの周囲を飛び交っている。


    　少年はもう一度だけ振り返り、ジュールの様子を確認する。大きな蛾の翅に、レンガや火の粉が降り注ぐ。ひときわ大きな瓦が礫れきが、ジュールの体めがけて落下していった。地面に激突する、ズシンという重たい地響きが地面を揺らす。


    「出会ってしまって、ごめんなさい」


    　レアールはひっそりと呟つぶやき、館に背を向けた。


    「なぁ……レアール君」


    「うん？」


    「……嫌いやな思いをさせてすまんな」


    　レアールは頭を振った。


    　先ほどはイングリットに恨うらみ言を述べたが、結局、警察に協力することを決めたのは自分自身なのだ。


    　曖あい昧まいな笑みを浮かべた女刑事は、辺りを見回し不安に眉を寄せた。


    「しっかし、先に出た筈はずの二人の姿が見えへんな……」


    　レアールは地面に膝ひざをついた。


    　足跡はふたつ。女性と子供の靴跡を探し当てる。足跡で真っ直ぐに進んでいるのを確認。それを追って行くと、途中で微量な鱗りん粉ぷんが散っているのを発見した。


    「刑事さん。もう一人は、ミレーユさんはミッケラたちのそばにいる」


    　靴跡を指し示すと、イングリットも身を屈かがめる。眼鏡めがねの位置を直しながら、彼女は首を傾かしげた。


    「ふたつ分しか痕こん跡せきがないんやけど？」


    「靴跡がないのは──足を持たないのか、空を飛んだか」


    　イングリットには見えないものでも、今のレアールにはしっかりと見えている。鱗粉が二人の足跡を追ってずっと続いている。


    「でーっかい蛾が、ロンドンの寒空を飛んでいる場面なんて、見たないけどなぁ」


    　苦笑するレアールが、表情を改める。


    　イングリットの背後にある茂みがガサリと音を立て、そこから一組の男女が現れた。


    「た、たすけてっ。助けてっ」


    　一瞬身構えたイングリットたちだが、無む辜この市民であることを覚さとると構えを解く。


    「どうしました？　何があったんですか」


    　レアールが一歩前に出ると、青あお褪ざめた市民が一歩退しりぞいた。


    　少年は首を傾かしげる。


    　ジュールから没ぼつ収しゆうした手て斧おのがギラリと輝く。


    「お願い、命だけはっ」


    　ここに至って、館やかたを襲撃した凶悪犯だと誤解されたことに気づき、イングリットが一歩前に進み出る。


    「ウチは警察。こっちは助手や。いったいどうしたん？」


    　バッジを見た彼らは、ほっと胸を撫なで下おろしかけ、自分たちがあわてていた理由を思い出した。


    「そ、そうだ、い、いもいも」


    　動転しすぎている身なりのいい男に代わり、流行の服を着た巻き毛の女性が先を続ける。


    「芋いも虫むしっ、人間大の芋虫がいるのよおっ。あり得ないわよあんなの！」


    　レアールが頭を押さえた。その金切り声に、鼓こ膜まくと頭がぐらぐらする。


    　イングリットが優しく促うながす。


    「落ち着いて話してくれへんかな」


    　二人が交互に語る特徴に、イングリットはいちいち頷うなずいてみせる。


    「刑事さんならなんとかしてくれよ！」


    「せやなぁ──」


    　ガチン。


    　リボルバーの音が高く響き、俯うつむいていたイングリットが顔を上げた。


    「──そいつのところまで、案内してもらおか」


    　イングリットの問いかけに、男女は大きく頷いた。


    「もちろん！　こっちだ！」


    「早くしないと奴が逃げちゃうわ！」


    　通報者が指差すのはミッケラたちの歩き去った方角とは逆だ。


    　イングリットは歩みを進める。


    「レアール君」


    「分かった！　任せてくれっ」


    「ウチは刑事やで、ヘマする筈はずないやろ。そっちも気ィつけてな」


    　レアールはシャベルを肩に担かつぎ直し、ミッケラとコールランドの足跡を追跡した。
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    　鬱うつ蒼そうと生い茂った木々の間を抜け遊歩道を横切り、あわてた様子の通行人とすれ違い、そのうちの何人かにギョッとされつつ突き進む。


    　ミッケラとコールランドを見つけた時、彼らは周囲に隠れる場所が何もない芝しば生ふのど真ん中で、エリーズと対たい峙じしていた。


    　半径二十メートルほどの円形の芝生で、周囲は木々に覆おおわれている。


    「ミッケラ！　先生！」


    　レアールは彼らの横顔に声をかけた。


    「遅いっ」


    　ミッケラはポケットから取り出した手帳サイズの紙を、何回かに分けて手で切り裂く。なにごとかを呟つぶやいたのち、空に向かってばら撒まいた。


    「いけっ」


    　少女は紙をちぎって撒いた手で、そのままエリーズを指し示す。


    　雪のように地面に散ろうとしていた紙片が、空中でピタリと止まり、エリーズに向かって飛ひ翔しようしていく。


    　エリーズの皮ひ膚ふや服が、刃物で切り裂かれたように破けるのを見ると、ミッケラは唇を笑む形に吊り上げる。


    「ほらほら。下りて来ないとそのまま細切れにしちゃうわよっ」


    「あなたたち、身み重おもの女には手加減するものよ」


    　虚こ空くうを舞う余よ裕ゆうのエリーズに、地上のミッケラが歯は軋ぎしりする。


    「そんなことしたら、アンタたちがこの国に定着しちゃうでしょ。ドーバーの向こうにある大陸に帰りなさいよ！」


    　ミッケラのそばにいるコールランドはエリーズを見上げている。


    「勝手なことを……。帰る場所なんてもうないわ。私もジュールも、前に進むしかないのよ」


    　緑の瞳の少年は大おお股またで歩きながら、コールランドとミッケラの許もとに歩み寄る。


    「僕の記憶に、妙な蓋ふたをしてくれたのは、あなたですかエリーズさん。あの甘い匂い、あなたの力ちからだったんですね」


    「怒った？　でも私たちのことを、あまり沢たく山さん知られても困るの。結局意味がなくなってしまったけれどね。あの時に殺されなかっただけマシと思って頂ちょう戴だい」


    　レアールは鼻を鳴らす。


    「僕だって、この人たちがいなくなったら、居場所がなくなるんです。あなたたちと一緒です」


    　金髪の助手が黙ると、コールランドがエリーズに再び問いかける。


    「新大陸アメリカに行く手引きをしたのは、いったい誰かな」


    「そういう専門業者があるのよ。ご存じでしょ？」


    「『カラスの旦だん那なの使い』、と密入国を斡あつ旋せんする業者は言ったそうだね？　蛙かえる顔の……」


    　エリーズは眉を顰ひそめ、次ついでレアールをにらみつけた。


    「余計なことを憶えているのね。坊や」


    「物覚えはいいタイプなんです」


    　レアールはコールランドとミッケラの前に立ち、赤い瞳でエリーズを見上げて問いかける。


    「それよりどうします？」


    　レアールがここに来るまでに会った数名の野や次じ馬うまが周囲に集まり始めた。その野次馬がさらに野次馬を呼び、最終的には二、三十人の人が集まっている。普段ならば人も少ないのだろうが、今は年末とあって出歩く人も多い。


    　老ろう若にやく男なん女によ、貧ひん富ぷを問わずに集まってくる人々を見回し、レアールはエリーズに問いかけた。


    「また記憶を封じる力を使いますか？　ジュールさんはお亡くなりになりましたよ」


    　少年の一言に、空に浮き月を背負った妊にん婦ぷは大きく身を震わせた。唇を戦慄わななかせ、荒い呼吸を繰り返す。見開いた目はレアールをにらみつけていたが、数度の呼吸の後、目を閉じた。


    「……そう。とうとう私一人なのね」


    　沈ちん痛つうな面おも持もちで声を搾しぼり出すと、月を仰ぎ見、次に地上を見下ろした。


    「──でも、私にはまだ、なすべきことがある！」


    　決然と宣言すると、エリーズは右手を優ゆう雅がに翻ひるがえした。


    「レアール君？　あなたのご期待に添いたいところだけれども、残念なことに、あの力は消しよう耗もうが激しくて何度も使えないの。観客ギヤラリーは後でどうとでも片づけられるわ。まずは夫と子供の仇かたきを取らせていただく」


    　右の掌てのひらから細かい金きん粉ぷんのようなものが舞い散るのを見て、ミッケラが舌打ちした。


    「ワンパターンね、いいわよ何度でも風で吹き飛ばしてやるわっ」


    　ミッケラが風を巻き起こすために意識を集中させ、レアールはシャベルと手て斧おのを地面に放り出して小型拳銃を構える。


    　狙いをつけて発砲するが、エリーズは虚こ空くうで踊るようにターンして回避する。


    　サラサラとエリーズの手から零こぼれ落ちる鱗りん粉ぷんで、辺りが緩ゆるやかに金色に染まっていく。


    「記憶は封じることはできないけれども、操あやつってみたわ。どうかしら」


    　エリーズの言葉に、レアールの叫びが重なる。


    「先生っ」


    　たった今、レアールが置いた手斧を、半眼のコールランドが取り上げて、レアールの足に振り下ろす。


    　レアールは幼児の手から、危険な道具を取り上げようと手を伸ばす。横合いからヒュ、と風を切る音がした。


    「え？　──うわっ」


    　少年は咄とつ嗟さに上体を捻ひねる。レアールのすぐそばの空間を光る何かが通過した。


    　ザクッと音を立てて地面に突き刺さるそれを、少年は横目で確認する。レアールが抱えて来たシャベルだった。


    　続いて自分にそれを突き出してきた人物を見る。シャベルを握るのは、野次馬の一人であった貧ひん相そうな青年だった。髪は汚く乱れ、継つぎ接はぎだらけのジャケットとスラックスに、つま先に穴が空いた革靴を履いている。


    　青年の落ち窪くぼんだ目は、死んだ魚のようにどんよりと曇っており、瞬まばたきもせずレアールを見つめている。


    「ライティス！」


    　ミッケラの悲鳴に辺りを見回す。野や次じ馬うま根性で集まってきた市民が、今はエリーズの手先となって少年少女の周囲を取り囲んでいる。


    「今度は操っているのね──でも、アタシには効かないわよ！　なんたって美少女ですものっ、結けつ界かいくらい張ってるわっ……先生が結界の外に出ちゃったのは、誤算だけど！」


    　野次馬として集まり、現在エリーズの傀かい儡らいとなった人々は、両手を前に突き出し、二人を捕らえようと無言で距離を縮めて来る。なかにはコールランドも含まれている。


    「そうね、それじゃこんなのはどうかしら」


    　エリーズが左手を翻ひるがえす。黒いシスター服を着た中年の女性が進み出て、コールランドの手から手て斧おのを取り上げた。


    　そして素手になったコールランドは、エリーズが抱え上げて人垣の外へ脱出する。


    　腕に抱えたコールランドの頭を撫なでながら、エリーズは薄くほほ笑んだ。


    「人質作戦はどうかしらね？　大事なのでしょう、この先生」


    「なによあのムカつく女」


    　ミッケラはレアールと背中合わせになると、腕を交差させる。


    　地下鉄チユーブの時のように、旋つむじ風かぜを起こして付近の鱗りん粉ぷんを拭ぬぐい去る目もく算さんだ。


    「目にもの見せてくれるわ……クク、クハハハハ」


    　邪じや悪あく笑いするミッケラが詠えい唱しようを始めた。


    　術が完成するまでは、レアールが火の粉を振り払わねばならない。


    　少年は魔術を施し行こうする間無防備になる魔女を守るため、彼女につかみかかろうとする操あやつり人形たちに心の中で謝罪しつつ殴りかかる。しかし如何いかんせん数が多い。レアールが揉もみくちゃにされている間に、若い女の繊せん手しゆが伸び、ミッケラの髪の毛をつかんで引っぱった。


    「ギャンッ！」


    　集中力が切れたミッケラが悲鳴を上げる。


    「痛っ、何すんのよ五代先まで呪のろうわよ！」


    　髪を押さえてうずくまる。その上から操あやつり人形と化した人々が覆おおい被かぶさった。


    「ぎゃあああああああああっ！　エッチ！　すけべ！　どすけべ！」


    　押し倒されたミッケラは両手両足をつかまれ、地面にはりつけられる。


    「ちょっと、ちょっとちょっと！　みんな正気に戻って、こんなことしたら犯罪よ！　美少女が一人この世から消えるのよっ。人類にとってとても損な出来事なのよっ」


    　手て斧おのを持ったシスターが、ゆっくりと近づく。顔面には慈じ愛あいのほほ笑みを貼りつけている。


    「こんな時、あなたたち人間はどうするんだったかしら……。アーメン、こうだったかしら。私の同はら胞からによくそうしていたわね」


    　嘲ちよう笑しようするエリーズが十字を切る。


    　二人の少年少女を囲っている観客も、十字を切り、エリーズの言葉を復唱した。


    「アーメン」


    　ミッケラは目を見開きレアールの名を叫んだ。


    「ライティスっ！」


    　呼ばれて振り返ったレアールが、振り回されたシャベルの腹で頰と鼻を殴られ、痛みにうずくまる。


    「……っ」


    　鼻の奥からつぅっと温かいものが流れ唇に垂たれた。錆さびた鉄の臭いを嗅かぎつけて、瞬時に頭に血がのぼる。


    「どけよっ」


    　シャベルを振りかぶる男をにらみつける。緑から赤へ変色するレアールの瞳に、シャベル男が僅わずかに怯ひるんだ。


    　レアールは、自分の前に立ちはだかる貧ひん相そうな男ではなく、その先をにらんだ。視線の先には、ミッケラの細首を刈り落そうと、手斧持ちのシスターがいる。


    「──！」


    　その瞬間を待つミッケラは、奥歯を強く嚙かみ締めて目を瞑つぶった。


    「やめろっ」


    　レアールの叫びが広場に響いた。


    　それを合図に、どこからか飛来したカラスが、シスターの顔面に襲いかかる。シスターは鉤かぎ爪づめで顔面を引っ搔かこうとするカラスを振り払おうともがく。周囲の人波を搔き分けたレアールが、シスターに体当たりした。


    　どすっと恐ろしげな音が、ミッケラの頭の上で鳴る。


    　少女はザァと血の気が引いていく音を聞いた。手斧は彼女の頭がある数センチ上に突き刺さっている。


    「ミッケラ！　さっきの続き！」


    　レアールが手て斧おのを拾い上げ、服の袖そでで鼻血を拭ぬぐう。


    　動どう悸きが激しい心臓を落ち着ける間もなく、レアールに言われるままミッケラは何人にも押さえつけられ震える手と声で詠えい唱しようの続きを紡つむぎ始めた。


    　レアールはそんなミッケラの周囲で、市民の群れを上う手まくけん制する。


    　ミッケラが、最後の一句を紡ぎ終えた。


    　ミッケラを中心にして旋つむじ風かぜが巻き起こる。風は周囲に漂ただよっていた金色の濃い粉を巻き込みながら広場を旋回すると、夜空の彼方かなたへと消えて行った。


    　澱よどんでいた空気が清浄に戻り、次々に正気に返っていく市民。シャベルを持っていた男が、滞空しているエリーズを指差す。


    「ば、化けものだっ」


    　その声を合図に、正気に返った野や次じ馬うまは、わっと叫んで蜘く蛛もの子を散らすように消え去る。


    「先生！」


    　エリーズの腕につかまったままのコールランドが、遥はるか下方のレアールとミッケラを見て足をばたつかせる。


    「大人しくしていないと、この高さから落とすわよ？」


    　コールランドはピタリと動きを止めた。


    　エリーズは自身の弱点である胴を守るように、コールランドを引き寄せる。


    「先生を放せよ」


    「妙な真ま似ねをしたら、この子の首をへし折るわよ」


    　血の気のないエリーズの手が、コールランドのおとがいに回される。


    　レアールは赤い瞳でにらみ返し、手中の武器を握り直して重さを確認。そのまま大きく振りかぶり、エリーズに向かって放り投げる。


    　美しくも凶悪な放物線を描いて手て斧おのは宙を舞い、エリーズの顔面に迫った。


    「ひっ」


    　乱れたステップで、地面から投げつけられた凶器を回避する。思わず手斧の行方ゆくえを目で追っていくエリーズに、続いてレアールは逆手に握っていた銃を利き手に持ち替えた。


    「あなたの大事な人の命を握っているのよ。分かっているの？」


    　レアールは無言で銃の撃鉄を下ろし、引き金にかけた指に力をゆっくり込めていく。


    　目を細めたエリーズは、脅おどしではない証しよう拠こにレアールによく見えるよう、コールランドの首にかけた手に力を込める。


    「本当に死なせていいのかしら？」


    「その前に、お前が死ぬからいいんだ」


    　エリーズの冷たい手にもがきながら、コールランドは心の中で軽く首を傾かしげた。


    　日頃のレアールを知るコールランドにしてみたら、今のエリーズとのやり取りはレアールらしからぬ応答だった。普段のレアールときたら純粋平和主義者で、自分も他人もできるだけ傷つけないよう回避し、行動する節ふしがある。


    「いったい何を──」


    　エリーズの耳が、空気を裂いて何かが飛来する音を捉とらえた。


    「お礼は倍返し、復ふく讐しゆうは十倍返し！」


    　レアールの背後に庇かばわれていたミッケラが勝ち誇って叫んだ。エリーズの注意がレアールに向いている間に、辺りからもぎ取った木の葉や芝を刃物に変え風に乗せて来たのだ。


    　少女は、ストロベリーブロンドの髪を振り乱しつつ、オーケストラの指揮者のように右手を勢いよく振る。ミッケラの指揮に呼こ応おうして、木の葉の刃やいばが再びエリーズの身体に襲いかかった。


    　エリーズはコールランドを抱え込もうとする。しかしいつまでも大人しくしている義理などない。


    　幼児はタイミングを計ってエリーズの腕を蹴り飛ばし、虚こ空くうに身を投げ出した。


    　今一度、コールランドを捕らえようと伸ばされたエリーズの手に、再三ミッケラの攻撃が加えられる。


    「先生に触らないでっ」


    　真下で両手を広げ、恩師を抱き止めようと待ち構えていたレアールに、無事回収される。


    「おかえりなさい、先生」


    　少し離れた場所では、レアールがコールランドを受け止めたのに少し遅れて、エリーズがぐしゃりと嫌いやな音を立てて地面に叩きつけられる音がした。


    「やあただいま。ところでこの寒空は老体には少々厳しくて──」


    　喋しやべり足りなそうなコールランドをミッケラに預けると、地面に落とした手て斧おのをもう一度すくい上げてエリーズの許もとへ駆ける。


    　人を操あやつる術を持つ蟲むし人びと因子は、何をしでかすか分からない。


    　凶器を振り上げたレアールの前で、エリーズの口が薄く開いた。


    　空気を切り裂く音に先んじて口こう吻ふんがレアールの左頰を切り裂く。痛みに眉を顰ひそめることもなく一気に手斧を振り下ろす。


    　柔やわらかい湿ったものに叩きつけるような音がした。


    「終わった──かな」


    　手斧を近くに放り投げたレアールが、洟はなを啜すすりながらその場に座り込む。


    「レアール君。大丈夫かい？」


    　一度は止まった鼻血が再び出た。


    　ミッケラが、ポケットから白いハンカチを出す。


    「ほら。これで拭ふいて」


    「血で汚れるよ」


    「もちろん、あとで新品を買ってもらうわよ」


    　むくれたミッケラが、レアールの顔面にハンカチを投げつける。


    　投げ渡されたそれを広げてみると、三十センチ四方の真っ白な布地だ。そしてその四隅には黄き薔ば薇らが小さく刺し繡しゆうされていた。手先が器用な少女が自分で縫ったものだ。


    　レアールはハンカチを鼻の下に当て、皮ひ膚ふを傷つけないよう押さえるようにして拭ぬぐう。そして眼前にかざしてみた。


    　黄と緑の刺繡糸で彩られた白い布地キヤンバスに、じくり、と鮮血の赤が加わった。


    　新しく加わった鮮やかな色によって、白は汚れ、黄色の薔薇と瑞みず々みずしい茎と葉を表わす緑色は、どす黒く変色する。


    　たった一、二滴の雫しずくによって、小さな世界が穢けがれていく。


    　その様子に、少年は引き込まれた。


    　花の色が変わるのが特に面白い。鼻血を吸わせては、広げて観察し悦に入る。


    　挙動不審でコールランドに声をかけられたのは、当然といえば当然だったかもしれない。


    「レアール君」


    　急に声をかけられて、少年の心臓が大きく跳はねた。


    「ふひゃっ!?」


    　奇声を上げたレアールの目を、コールランドが覗のぞき込んでくる。黒いつぶらな瞳は、レアールのことを真っ直ぐに見つめてくる。


    「大丈夫かい？」


    「大丈夫です！」


    　手にしたハンカチをぐしゃりと握り潰す。思ったより『作業』に熱中していたらしい。


    　少年はちらりとミッケラの様子を観察する。彼女は余よ所そ見みでもしていたのか、レアールとコールランドを眺めて小首を傾かしげていた。


    「レアール君。具合が悪かったら、すぐに申告してくれよ？」


    「はい」


    　痛そうに顔を歪ゆがめながら、血と泥を拭うレアールの背後で、エリーズの塊かたまりが蠢うごめいた。


    　息を詰めるミッケラ。


    　背中がぱっくりと割れ、人皮から脱皮するように巨大な蛾がが現れる。しかし頭部は手て斧おのの一撃で損傷しており、翅はねを震わせて空に舞い上がるものの、冷たい風に力なく煽あおられていく。


    　驚く少年たちからエリーズを守るように、屋敷の火事で上がった黒煙が月を隠す。


    「逃がすものですかっ」


    　ミッケラは風を起こしてエリーズの逃走を妨害しようとしかけて、詠えい唱しようを止めた。


    　ようやくながら、ふと我に返る。


    　もし警察が生かしておくつもりだとしたら。


    　大たい義ぎも、生せい殺さつ与よ奪だつの権利も、ミッケラにもレアールにもない。それらは警察が握っているのだ。


    「もう、こんな時にイングリットさんたら、どこにいるのよ！」


    　歯嚙みするミッケラとは別に、レアールもあるものを求めて周囲を見回す。


    　エリーズを捕らえるための道具は、この公園の芝生のどこにもない。


    　ハンカチを投げ捨て立ち上がったレアールは、逃走を図るエリーズを見、そして俯うつむく。


    「いないなら、僕らが捕まえるしかない」


    　少年が拳こぶしを強く握り締める。爪が皮ひ膚ふを破り肉に食い込み、血が滲にじみ出た。握り締めた拳の間から血液が滴したたり落ち、芝生を点々と穢けがしていく。


    　少年の心臓が強く脈打ち、促うながされるように顔を上げた。赤い瞳が強く輝く。


    「道具がないなら、[image: ]ればいい。逃げるなら──」


    　レアールは右手に意識を集中させる。


    「──逃げられないようにすればいい」


    　レアールの思考に応えるように、心臓がドクンと高鳴った。右手にできた小さな傷口から、大量の血が溢れ出て来る。


    　如い何かなる法則か？


    　流れ出た赤色の液体は地面に滴したたり落ちることはなく、レアールの右手に凝ぎよう縮しゆくされて、ある武器が形成されていく。


    　少年の手中に現れたそれは、長さ一メートルほどの赤黒い短たん槍そうに変化した。


    「む。それは投擲短槍ジヤベリンだね？」


    　コールランドがそう言い、レアールの手に現れた武器をしげしげと見つめる。


    　柄つかの手触りは滑らかで、切っ先は尖とがった刃がついている。月明かりにかざすと、うっすらと向こうの景色が透すけて見える。材質はよく分からないが、金属や木ではないようだ。

  


  [image: ]


  
    「レアール君、それをどうするんだい？」


    　コールランドがレアールを見上げる。赤い瞳の少年は、爛らん々らんと光る目でコールランドを見下ろし、またエリーズをにらみつけた。その唇に歪ゆがんだ笑みが浮かんで、邪じや悪あくな笑い声が零こぼれる。


    　普段のレアールとは違いすぎる、嗜虐的サデイステイツクで悪魔的な表情に、ミッケラとコールランドは背筋を寒くした。


    「先生。ライティスが」


    「まさか因子を制御できていない……？　止めよう！」


    「はいっ」


    　コールランドはレアールのジャケットに、ミッケラは腕につかみかかり、強く引っぱる。


    「レアール君、こっちを見て！　君、本当に正気だろうねっ？」


    「落ち着きなさいよ、アンタらしくないわよっ」


    　幼児と少女がレアールの挙動を邪じや魔まするが、少年はその手を煩わずらわしそうに振り払った。尻しり餅もちをつくコールランド。なんとか踏み止とどまったミッケラは、レアールを怒鳴りつけた。


    「心配してあげているんだから、ちょっとくらいアタシの言うこと聞きなさいっ」


    　そして少女は少年につかみかかろうと手を伸ばす。


    「あぶないっ」


    　立ち上がったコールランドが、ミッケラに飛びかかる。押し倒されたミッケラの頭上を、槍やりが掠かすめる。


    　地面に倒れ込んだ二人が、再び立ち向かって来ないことを確認すると、少年はその赤い瞳でエリーズを再度捕ほ捉そくする。


    　レアールは短たん槍そうを構え、静かに息を吐いて止める。


    「エリーズさん、逃げて！」


    　ミッケラの警告と、レアールが槍を投げつけるのは同時だった。


    　レアールの手から放たれた槍は、空気を切り裂いてエリーズにぐんぐん迫り、その胴を貫通する。


    　二度、空で羽ばたくと、エリーズはそのまま力なく地面に墜つい落らくし、ぐしゃりという音を立てて動かなくなった。


    　一陣の冷たい風が、広場を吹き抜けて行った。


    　ミッケラは、ごくりと唾つばを飲み込んだ後、真ま面じ目めな表情をしてレアールの前に立つ。自分に向かって歪ゆがんだ笑顔を向ける赤い瞳の少年の頰を、渾こん身しんの力でもって殴りつけた。


    「正気に戻れ。馬鹿ぁっ」


    　しかし少女の攻撃を回避したレアールは、自分を殴りつけた手をつかみ、逆に捻ひねり上げてきた。


    「い……っ、いたたたっ」


    　悲鳴を上げるミッケラは、苦し紛まぎれにレアールの脛すねを強く蹴りつける。びくりともしないレアールは、ブラウスの上からミッケラの首に嚙かみつこうとした──。


    「レアール君！　いい加減にしなさいっ」


    　コールランドが、ミッケラを縛いましめるレアールの腕に飛びかかる。レアールは一目見て相手が幼児であることを覚さとるなり、その身体を蹴り飛ばした。


    「先生！」


    　コロコロと転がっていく恩師を見、ミッケラはレアールをにらみつける。


    「痛……っ、こ……のっ」


    　ぎりぎりと関節を締めつけられて、うっすらと涙目になっていた少女が、何かを目撃して目を大きく見開いた。そして背後から、ヒュ、と風を切る音が少年の耳に届く。


    　レアールは咄とつ嗟さにミッケラを突き飛ばし、自分自身も後方に跳ぶ。二人のいた空間にエリーズの口こう吻ふんが突き刺さった。


    　小さく舌打ちした少年は、再び手の中に短たん槍そうを形成するとエリーズに向き直った。地面に尻しり餅もちをついたミッケラに背を向け、歩き出したところで突然頭を抱えて呻うめき始めた。


    「……う、……くっ」


    　苦く悶もんする少年の手から、赤黒い槍やりが滑り落ちる。


    　見開かれた少年の瞳は、赤から緑へ、また赤へと急速に変色し、瞳どう孔こうが収しゆう縮しゆくと拡散を繰り返す。


    　芝を頭につけたコールランドが、レアールの異変を覚り、ミッケラに指示を飛ばす。


    「動きが止まった……。グリーン君、今だ！」


    「はいっ」


    　解放されたミッケラは地面から立ち上がって体勢を立て直すと、頭を抱えて呻いているレアールの背中めがけて飛び蹴りを喰らわせた。


    　不意討ちに驚いたレアールは、よろけながら振り返る。その赤い瞳に映ったのは、ライトブラウンの目を見開き、ポケットから取り出した手帳を高々と振りかぶった魔女だった。


    「!?」


    　レアールが頭を庇かばう間もなく、ミッケラは手帳の角かどで少年の頭頂部を強したたかに殴りつけた。


    　先に少女の蹴りを受けてよろけていたこともあって、少年はそのまま無ぶ様さまに地面に倒れ込んだ。


    　冷たい芝生に顔面を擦りつけたまま、レアールは暫しばらく沈黙を続ける。


    「こ、これで……ゼェ、ゼェ……まだ暴れるようだったら、本格的に呪のろってやるわよっ」


    　少女は致命傷を負ってなお動ける妖よう蛾がを気にしつつ、レアールの脇腹をつま先で二度つつく。


    　もぞりとレアールが起き上がり、伏せていた顔を上げる。


    「な、何するんだよミッケラ」


    　涙目で訴える少年の瞳は、本来の緑色に戻っていた。


    　仁に王おう立だちしているミッケラを見上げるその表情、態度、言葉遣い。どれをとっても通常のレアールだ。それを確認して、ミッケラは僅わずかに肩の力を抜いた。


    　少年が身を起こそうとして動きを止める。レアールの視線の先にあったもの。それは先ほど投げつけた短たん槍そうに胴を貫つらぬかれて地面に力なく横たわるエリーズの、変わり果てた姿だった。


    「エリーズさん！」


    　因子の暴走から解き放たれたレアールは、自分に手を差し伸べるミッケラを押しのけた。そしてエリーズに向かって走り出す。冷静に考えるならば、ここまでする必要はなかったのだ。ジュールだって、殺さなくてもよかったはずだ。なのに……。少女の抗議を無視して、エリーズの前に跪ひざまずくと必死に呼びかける。


    「エリーズさん、しっかりしてください！　しっかり！」


    　そして驚いた表情のまま動かないコールランドに訴える。


    「先生！　コールランド先生！　彼女を助けて！」


    　その呼びかけにミッケラが眦まなじりを吊り上げた。


    「助けを求めるくらいなら、最初からやらなきゃよかったじゃない！」


    「違う！　僕はただ、彼女を捕まえることができればって思ったんだ！　なのに、頭に血が上って……」


    　月明かりでも分かるほど、蒼い顔で反論するレアール。それにミッケラが反論する前に、コールランドが少女の袖そでをつかんで押し止とどめた。


    「グリーン君、落ち着いて。その件はのちほど落ち着いたところで話し合おう。レアール君が暴走する可能性を考えていなかった私にも責任がある。彼の監督者は私だからね。……それよりも、彼女のそばへ行こう」


    　そして少女と幼児は、ゆっくりとエリーズに近づく。


    　付近には、エリーズの腹から零こぼれ落ちた半透明の卵が散らばっている。握り拳こぶし大のそれは、月光を浴びて真しん珠じゆのように淡あわく輝いている。


    「先生、先生。僕、本当にここまでするつもりは……ただ、捕まえればいいと思っただけで。でも、気づいたら僕……」


    　恩師に縋すがりつくレアールの手は、氷のように冷たく汗ばんでいる。


    「大丈夫。分かっているよ。分かっているつもりだ」


    　コールランドは少年の手を握り締め、彼に向かって何度も頷うなずくと、その隣となりに座り込んで覗のぞき込む。


    　投擲短槍ジヤベリンは伝でん承しようの通り、妖よう蛾がの背にある髑髏どくろの紋もん様ようを貫つらぬいていた。伝承が正しかったのかは分からないが、いかに生命力の強い蟲むし人びとでも、このような攻撃を受けてはたまらないだろう。


    　幼児は息を吐く。


    　因子を持っていない人間であれば、レアールが因子持ちになった時のように因子を与えて延命処置をとる、という緊急手段もあった。


    　しかし、エリーズたち妖蛾がは、生まれた時から因子持ちだ。


    　エリーズの大きくて黒い複眼が、集まっていた人間の男女を見つめている。


    　その目を見て、コールランドは悩みを振り払った。


    「レアール君。すぎたことは仕方ない。早く彼女を、この苦しみから解放してあげよう」


    　非道なようだが、方法はこれしかない。


    「ぼ、僕がっ？」


    「レアール君に責任をすべて押しつける気はないんだがね。しかし君の手で引いん導どうを渡すのが、彼女に対する礼儀だと思うんだよ」


    　それでもレアールが逡しゆん巡じゆんしていると、急せかすようにエリーズの翅はねがはたり、と力なく揺れた。


    　少年は地面から立ち上がると、エリーズを見下ろす。その表情は如何にも苦い。


    　もう一度、翅が揺れる。


    　意を決したレアールは、エリーズの腹に突き刺さったままの柄つかを握り締めた。大きく息を吸い込むと、力を込めて引き抜く。


    「ごめんなさい……」


    



    　短い痙けい攣れんののち、エリーズ・スタンダールは、異郷の地でその生しよう涯がいを終えた──。


    



    　エリーズの身体がぴくりともしなくなり、少年は詰めていた息をゆっくりと吐き出す。


    　その身体がぐらりと傾かしいだ。


    「……あ、れ」


    　サァ、と血の気が引いていき、視野が真っ暗に染まっていく。立っていられず、レアールは芝しば生ふに大の字になって倒れ込んだ。


    「どうしたの!?」


    　ミッケラがあわててそばに座り込む。


    　幼児も少女と同じようにレアールの傍かたわらに座り込み、少年の身体の細部を見ていく。


    「ウーム。貧血だね」


    「こいつ、何かしましたっけ？」


    　そう言ってから、ミッケラはレアールの手に現れた槍やりを思い出す。エリーズに止とどめを刺したあの武器は、赤黒い液体となって芝しば生ふを汚している。錆さびた鉄のような臭いが、鼻をついた。


    「アレは、レアール君の血液を使って[image: ]られたものなのだね。だいぶ消費したみたいだ。変に苦しくはないかい？」


    「まだ大丈夫です」


    　少年は起き上がろうとして何度か試ためした後、起き上がるのを諦あきらめた。


    　ハンター大たい尉いやエリーズが言っていた、「力を使うと消しよう耗もうする」というのは、こういうことなのかと納得した。確かにこれでは何度も使うことができない。


    「今なら呪のろい放題ね。ねえ、アンタは知ってる？　血を使うと、呪じゆ術じゆつって効力が上がるのよ」


    　ぺちぺちとレアールの額ひたいを指で叩き、ミッケラは背伸びして付近を見回す。


    「イングリットさんたら、どこにいるのかしら。この様子、見せてあげたいわっ」


    　月光を全身に浴びながら、レアールは目を閉じた。


    　瞼まぶたを通しても、月明かりが感じられる。


    　ふとその明かりが翳かげった。


    　レアールが目を開くと、先ほどミッケラの窮きゆう地ちを救った大ガラスが、彼らの上空を横切ったところだった。


    　嘴くちばしと肢が太い大ガラスは、事切れたエリーズの死し骸がいのそばに舞い降りる。そして地面に散らばっている卵を、その鋭い嘴で突き始めた。


    　カラスの仕し業わざによって、卵は次々に割れていく。地面は卵から流れ出た赭あかつち色の液体にまみれていく。


    「……卵が」


    　その様子を見ていたレアールが、ぽつりと呟つぶやく。


    　レアール自身、スタンダール夫妻と出会った時には、「若い夫婦に、思い出を作って欲しいな。困っていたら助けてあげたいな」なんて思っていた。ジュールとエリーズが憎かったわけではない。結果的に敵対してしまったけれども。


    「卵、どうしよう……」


    　レアールが身体を起こす。視界が暗転して地面に倒れそうになると、コールランドとミッケラが少年の身体を支えた。


    　コールランドが二人に問いかける。


    「助けてあげるかい？」


    　ミッケラとレアールは顔を見合わせ、幼児に注目する。


    「このまま放置していても卵は凍るか、そこのカラスに喰われてしまう。警察か軍に拾われるかもしれない。今なら、卵のひとつくらいなら、大陸に還せるかもしれないよ。あるいは新大陸アメリカに運ぶこともできる」


    「その判断は、ライティスに任せるわ」


    　ミッケラは責任をレアールに押しつけた。


    「えぇ？」


    「アンタがきっかけで起きた事件じゃない。アンタが責任取るべきよ」


    　レアールが躊躇ためらい、戸と惑まどっていると、カラスは卵のひとつを嘴くちばしでくわえた。


    「あっ」


    　ほかの卵から流れ出た、赭あかつち色の体液に染まった珠たまのような卵をくわえ、カラスは夜空に飛び立った。


    「しまった！」


    　カラスは月に向かってぐんぐん上昇すると、忽こつ然ぜんとその姿を消した。その行方ゆくえはレアールの目でも見ることができない。


    「行ってしまったね。あのカラスは、卵をどうするのだろうね……やっぱり、餌えさかい？」


    　ぱちぱちと瞬まばたきして、コールランドがレアールに問いかける。


    「どうでしょう……」


    　呆ぼう然ぜんと見送っていると、ミッケラがポンと手を叩いて笑顔を見せる。


    「そうだ、ねえ。アタシ、話をひとつ思いついた。アンタが聞かせてくれた、『赭の糸』の、織姫バージョンなのだけど、聞いてくれる？」


    　レアールとコールランドが断るより先に、ミッケラは語り始めた。


    



    



    　男の不ふ義ぎを知った娘は、悩みに悩んだ。


    　己おのれは蜘く蛛も。相手は人間。男と釣り合う筈はずはない。しかし娘は男を確かに愛していた。彼との結晶も、その胎はらにある。


    　一人で悩むのに耐え切れなくなった娘は、主人である『大ガラスの妖よう女じよ』の許もとへ向かった。


    「ご主人様、助けてください。どのような手を使ってでも、私は彼が欲しいのです。指も、髪も、声も、瞳も、血も肉も、呼吸も、記憶も。彼を構成するすべてが欲しいのです。彼と最期まで添そい遂とげたい。彼を先に見つけたのは、私。彼が苦しい時に支えたのも、私。人間の女などではない。断じて違う。私は恋しい。苦しい。悲しい。憎い。愛いとしい。あの男を、私抜きで、幸せになどさせるものか」


    　娘の決意と執しゆう着ちやくを聞き終えると、妖女は静かに口を開いた。


    「私の可愛かわいい機はた織おり娘。お前の望みを叶かなえよう。ただひとつ問題がある」


    「私はお前の、機織としての腕を気に入っている。お前を喪うしなったら、誰が私の着物を織ってくれるのだい？」


    「生まれてくる私の娘が、ご主人様のそばに参ります。私と彼の子であるのなら、美しい織物を織れるし、歌も上じよう手ずです。決して退屈はさせません。あなた様は、私の母にも優しかった、私にも優しくしてくれた。子供にも優しく接してくださる筈はずです」


    　なおも渋る妖女に、娘はさらに懇こん願がんした。


    「お願いします。どうか、子供は、子供だけは。『私たち』の分まで、幸せにしてあげてください」


    　可愛かわいい娘の懇願に、妖よう女じよは折れた。


    「お前が男と心しん中じゆうする日、私は席を外してやろう。そうして、生まれた子供たちをつれて消えよう。安心おし。子供たちは誰にも触れさせぬ。誰も不幸にはせぬ」


    　そののち、男と機はた織おり娘は、死を分かち合った。


    『大ガラスの妖女』は、娘との約束通り、自分の許へやって来た娘の子供たちをつれ、姿を消した。


    



    



    「なんで急に御お伽とぎ噺ばなしを？」


    　レアールの疑問だ。ミッケラはほんの少し小首を傾かしげ、理由を説明した。


    「んー。やっぱり今の卵の行方ゆくえ、気になるからかしらね。卵をつれて行ったのはカラスだし、御伽噺の魔女は『大ガラスの妖女』だし。ほら、カラス繫つながりでしょ？」


    　魔女とか妖女というところだけに共感したのだろうな。


    　レアールはそう判断した後、もうひとつカラスが絡んでいることを思い出した。


    　そういえば、二人を案内した男も『カラスの旦だん那なの使い』と名乗った。


    　随ずい所しよにそれとなく現れるカラスに、薄ら寒い気持ちになってレアールは身震いする。その思いを振り切るように少年は少女に話しかけた。


    「それにしても、あのカラスが卵を喰わずに、一から幼虫を育てるのかい」


    　少年に馬鹿にされたと思ったのか。ミッケラが頰を膨ふくらませてにらみつけてくる。


    「なによ、アタシが考えたストーリーに文句あるわけっ」


    　機嫌を損そこねたミッケラに、レアールはあわてて言い返した。


    「いや、文句なんて」


    　頼みの綱つなであるコールランドを見るが、彼は大層眠いらしく、欠伸あくびと瞬まばたきを繰り返すだけで、フォローしてくれる気配がない。


    「じゃあ何なのさっ」


    「ミッケラにしては、優しい終わりかただね、って思ったんだよ」


    　するとミッケラはキョトンとして少年を見る。


    「いやねぇ。アタシはいつでも優しいわよ」


    　女刑事の声が近づいてくる。駆けつけるのが遅すぎた。ミッケラはそちらに体ごと向き直り、苦い顔をしながら大きく手を振り、言葉を続けた。


    「──ライティス。アンタ以外にはね」


    　背後の少年が、今日一番の溜ため息いきをつく。


    　そんないつもの軽口が、今は少しありがたかった。
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    　　　　７


    



    　翌々日。移民管理局のオフィスにて


    



    「もうええよ。ご苦労さん」


    　リバプール訛なまりの女の声が、解散を告つげた。


    「いいの？」


    「ええよ」


    　イングリットが厚さ二、三センチほどの書類を手でまとめて机で揃える。


    「ふーっ。終わったぁ」


    　晴れ晴れとした笑顔でレアールが伸びをする。


    「連日の出しゆつ頭とうご苦労さん。おかげで仕事がはかどったわ」


    　イングリットの仕事は、レアールの証言をほかの関係者の調書と一緒に上じよう司しに提出することだ。ほかにも細こま々ごまとした作業はあるが、いつもよりぐっと時間を短縮することができた。


    「外まで送ろか。そのくらいの時間はあるし」


    　帰り支じ度たくを完了させたレアールを室外に促うながす。


    　レアールは警視庁の入り口までの道を女刑事と並んで歩きながら、コールランドと自分が現場を去った後のことを尋たずねた。


    「あぁ、あれな。結論から言うと、全部あの軍人に盗とられた」


    　イングリットが苦にがい顔で語り出す。


    　館やかたを全焼させ、スタンダール夫妻を倒した日のことだ。


    　遅れて来たイングリットの同どう僚りようたちが、目撃者を搔かき集めて事情を聴くことになった。レアールらも拘こう束そくされ、その後に自宅に帰された。彼らが立ち去った後、入れ替わるようにして兵がやって来て、警察の押おう収しゆう品ひんをすべて回収していったのだと言う。


    　炭化していたジュールの死し骸がい。エリーズの死骸。体液。地上に散らばった卵。すべてが持ち去られた。


    　証しよう拠こ品ひんを洗いざらい軍側に持ち去られ、立りつ腹ぷくした現場の刑事が上司に訴えたが、上司は黙って首を振り、彼らの訴えを退しりぞけた。


    「まあ交こう渉しようしたのは上司やし、責任取るのは彼だけで、ウチらがクビになることないからええわ。あちらさんにも、いくつかのカードを切らせたみたいやし」


    「一人勝ちじゃないか。まるで『赭あかつちの糸』の妖女みたいだ」


    「もしホンマにそうやったら、軍が庇かばえんような罪を着せて、あの綺き麗れいな面ツラに鉛なまり弾だまブチ込むんやけどな」


    　バァン、と指で銃を撃つジェスチャーをする。


    　レアールは嘆たん息そくした。


    「だから刑事さん、冤えん罪ざいはまずいって」


    　玄関を出たところで、ミッケラに遭遇した。


    「あ」


    　外で待っているミッケラの姿を見ると、イングリットが眼鏡めがねの位置を直しながら口元を綻ほころばせる。


    「こんにちはイングリットさん、二日ぶりです。一昨日はお世話になりました」


    　ミッケラは、イングリットに丁てい寧ねいに挨あい拶さつする。


    「ひさしぶりやねー」


    「来てくれたんだ」


    　笑顔のレアールに、ミッケラはむすっと言い返す。


    「いつまでも学校に迎えに来ないから、また楽しいトラブルにでも巻き込まれたんじゃないかって、そう期待して来てやったのよ。何もなくてがっかりだわ」


    「……ミッケラ、僕何かした？」
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    「外で何分待たせたと思ってるの！」


    　少女の鼻の頭は赤く、頰は逆に血の気が引いていた。長い間、寒空の下で待っていてくれたらしい。


    　ミッケラがレアールの腕にするりと自分の腕を絡ませてくる。


    「寒い中、待ってあげたんだから。少しはアタシがあったかい思いする必要があるのよ」


    　レアールは頰を膨ふくらませるミッケラから、イングリットに視線を転じて肩を竦すくめる。


    「二人とも、ホンマに仲が──」


    「「よくないっ」」


    　イングリットは苦笑すると、警視庁の入り口で、手を振って二人を送り出す。


    「あ」


    　どちらからともなく小さく呟つぶやき天を見上げ、うす曇りの空から粉こな雪ゆきが舞い降りてくるのを眺めた。


    「どうりで寒い筈はずよね」


    　雪は手袋に包まれたレアールの手に落ちるとゆっくりと溶けていく。


    「アーバティと年始に遊べないかなあ」


    　ミッケラはアーバティの予定とか何か聞いてない？


    　問いかけると「アタシは知らないわよ」と即答された。


    「アンタが聞きなさいよ、アタシは連絡係なんかじゃないっ。乙女おとめ心を理解しないアンタなんて、永遠に呪のろわれちゃえばいいのよ」


    　その後も延々と続く罵ば声せいを、適当に相あい槌づちを打って聞き流す。


    　コールランド邸が近くなってくると、その前に四人の人物を見つけた。中央にはファーコートを着た少女が立っている。


    「あれって。ひょっとしてひょっとする？」


    　ミッケラが差した彼らを一目見てレアールは頷うなずく。ファーコートの少女がアーバティで、ほかの三人はアーバティを『守って』いる彼らだ。


    「あの人、仕事をサボるの、好きだよなぁ」


    　アーバティをつれて来てくれたのは嬉うれしいけれど、三人の護衛の中にハンターがいるのはどういうことだ。


    　アーバティが二人に手を振ってきた。


    　手を振り返して小走りになるレアールだが、ミッケラに引き止められる。


    「ダメ。ここからあそこまでの距離は、アタシにとってとても大事なの」


    　ミッケラは先ほどよりもゆっくり歩く。


    「でも相手も寒いんだぜ？　早く行ってあげないと」


    「寒いのはお互い様でしょ」


    「だったら」


    「うるさい」


    　これ以上の反論は、命に関わりそうなのでやめた。


    　大人しくなったレアールに満足したのか、ミッケラは少年の腕に絡めた腕に軽く力を込める。


    「アンタの気持ちはともかく、アタシもアーバティとは遊びたいね。だからアタシ考えたの。年明けに新年会をするじゃない？　それに彼女を招待してもらえるよう、コールランド先生にお願いしてみようって」


    「納得してくれるかな」


    「軍の人たちも招待すればいいじゃない？　そうだイングリットさんも呼ぼうよ。大勢でお祝いするの。きっとアーバティも喜ぶわよ。アタシも色々プレゼント用意するしさ」


    「言ってみる？」


    「決まりね」


    　ふふふと笑うとミッケラは小走りに歩き始めた。


    「そうと決まれば善は急げ。行きましょ！」


    　ミッケラは言い終えると絡めていた腕をほどき、一人で駆け出して行く。


    「またすぐに息切れして僕のせいにするくせに」


    　レアールは嘆たん息そくするが、すぐに気を取り直して追いかけた。


    



    



    
      ─了─　

    


    


  


  
    　　　　あとがき


    



    　こんにちは。香月紗江子です。


    　『カラブルワールド　赭あかつちの珠たま』を手にとっていただき、ありがとうございます。


    　何とか皆様の元に、こうやってお届けすることができました。


    　今作品は、少しだけ時間がかかってしまいました。


    　しかし担当さんの胃をキリキリさせたり、友人に悩みを聞いてもらったり、周囲の人に励まされたりした甲か斐いもあって、いいものが出来たと自分なりに思っています。


    　あとがきを書くのはこれで二回目ですが、前回同様に何を書いたものかと悩んでしまいます。実は本編を書くよりも難しいです。でも最後の関門なので頑がん張ばります。


    



    　さて、前回とはまた少し違う感じになりましたが、いかがでしょうか。


    　今作、コールランドご一行様には、彼らの出身地である英国で過ごしていただきました。


    　コールランド先生には、夢追い人として始終いろんな国々を旅させてあげたいです。でも生きているからには先立つものは必要ですし、先生は落ち着いて原稿を書くための環境が必要です。更には助手Ａのレアールはともかく、助手Ｂのミッケラには学業があります。ずっとサボるわけにはいきません。


    　そして助手Ａこと、不幸の星の下に生まれたレアールの年末は、ご覧の通りです。


    　この後、彼は右にミッケラ、左にアーバティという、まさに「両手に花」な状態で年を越すことになるのでしょう。今回もがんばってくれたのでご褒美です。まあ、右手にある花は、大変毒性の強い花ですがね……？


    　ミッケラは地道に呪いのアイテムを増殖させ、レアールは彼らしく地味にパワーアップしています。今回は出番が少なかったアーバティですが、次回はきっと出番が増えることでしょう。それにあの時代には珍しい女刑事のイングリット・ガーバットも、また何かの機会にひょっこりと顔を出すかと思われます。次回が出せれば……ね。


    　今度は虫さんじゃなくて、『猫娘因子』持ちの日本人の少女とか、東洋西洋吸血鬼対決とか、太平洋上で魚人間と戦うとかやってみたいですね。


    　皆様、ひっそりと応援よろしくお願いします。


    「読んだよ」という一言でも、書き手はかなり嬉しいのです。


    



    　ここで、プロフィールで呟つぶやいた近況の続きでも。


    　新年明けて早々、友人たちと旅行にいってきました。久しぶりの乗馬にはしゃいでいたところ、乗っていた馬が急に暴れはじめ、走り出しました。そして私は馬の背から、見事に振り落とされることに。


    　皆さんは間近で馬を見たことありますか？　彼らの背中って一五〇センチ近いのです。そこに乗れば見晴らしはいいのですが、落ち方次第では洒しや落れにならない事態に陥る事もあります。


    　振り落とされた私は、今回は幸運にもお尻を強打し、腰をさすりつつ「いってぇなぁ……落ちちゃったよ、くそぅ」とぼやく程度で済みました。


    　スポーツすれば怪け我がもするし、その可能性を失念していたわけじゃないけども、まさか皆が見ている前で落ちるとは思ってなかったので……あのとき周囲にいた友人、係員、見知らぬ親子連れのみなさん、驚かせてゴメンね。


    　しかし馬がいるところにいけば乗馬は出来ますが、（ほぼ無傷で）落馬というのはそうそう出来ることではありません。不ふ謹きん慎しんながら「そうか。馬から落ちかけてから、実際に地面に叩きつけられるまでの時間、乗り手はああいう心理状態で、ああいう動きをして、回りはああ動くのか。なるほど、驚きはしたけれど、いい経験をした……私、得したなぁ」なんて背中や手足についた土ぼこりを払いつつ、心の中で呟いておりました。


    　ともかく転んでもただでは起きたくないので、今回の体験をいつか小説の中に混ぜようと思います。


    



    　そして最後になりました。感謝のコーナーです。


    　岸田メル様。


    　今回も美麗で可愛いイラスト、ありがとうございます！　相変わらずキャラが多くてごめんなさい。でも毎回「この子はメルさんの手にかかると、どんな姿になるのだろう？　このシーンはどういう絵になるのだろう？」とワクワクしています。


    　担当さん。校閲さん。この本に携たずさわってくださった全ての方。


    　いつもお世話になっております。諸々ありがとうございます。今後も精しよう進じんします。


    　この本を手にとってくださった皆様。


    　皆様あっての私ですので、本当に感謝しております。手にとっただけの方、そのまま本を握にぎり締めてレジへ……。


    



    　では今回はこれにて終わりとさせていただきます。また次回、今度はもう少し早い時期にお会い出来ればと思います。


    



    　別れと出会いの季節ですが、皆様にいい思い出が残りますように。


    



    
      　二月某日　邦画『サイレン』を鑑賞しつつ

    

  


  
    香月紗江子


    Saeko Kazuki


    



    最近あった出来事。十年来の友人たちと旅行に行き、乗馬をしました。そこで人生初の落馬。怪我もなく落ちても気分爽快ではあったのですが、馬を上手く操れなかった悔しさもややあり。もう少しマメに練習しよう。
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